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痴呆性高齢者の記憶障害に対する補助環境に関する研究

大矯美幸



論文要旨

痴呆では早期から記憶障害(物忘れ)が問題となる。特に最近の出来事に関するエピソ

ード記憶の障害が顕著であり 、過去の習慣による釆っ取り型エラーを起こしやすい。記憶

障害は日常生活の様々な面に支障をきたすが、居住環筑の記憶に関する補助機能を高める
ことで 部解消できる。具体的には①記憶内容の一部を視覚化 ・聴覚化することで想起の
手がかりを提供したり、②記憶が必要な行為の一部を自動化してエラーを防いだり、忘却
や記憶違いによってエラーが起こっても大きな事故につながらないような準備をしておく

ことができる。
従来、痴呆性高齢者の居住環境について、このような視点からの研究はほとんど行われ

ていない。「記憶に対する補助Jという点から居住環境を捉え、痴呆性高齢者の日常生活
を補う方法を検討することは有用であると考える。
本研究は、居住環境の記憶に対する補助機能を調査し、痴呆性高齢者に応じた居住環境

の構築に役立てることを目的とする。

本論文は序論、本論3輩、結論からなる。以下に要約を記す。

序私
阿l附

痴呆性高齢者の記憶障害特性と居住環撹の記憶補助機能、研究目的、方法、既往研究と

本研究の位置づけについて述べた。

本論
第 1章 高齢者及び介護者による記憶補助の手法と有効性
本章では、痴呆性高齢者や介護者が行っている物忘れに関する工夫を整理することで、

居住環境の補助機能を高める手法と有効性を明らかにした。
調査は、物忘れを補う工夫について痴呆性高齢者及び介護者から聞き取りを行った。調

査項目は工夫の目的、方法、実施者(高齢者/介護者)、使用状況、効果であった。

結果は以下の通りである。

①記憶障害の全ての段階で居住環境の記憶補助機能を高める可能性があり、環境づくり

に対する援助が必要である。
②移動性が小さい工夫は、補助機能を利用する空間的・時間的文脈合、固定された場所

に依存できるため、痴呆性高齢者が利用しやすく、さらに、一定の場所に固定されている
ため、周囲の人が痴呆性高齢者を手助けしやすい。また、移動性が小さい工夫は、あらか

じめ設備や居室配置などに埋め込んでおくことが可能である。

③記憶補助機能を高める手法は図のとおりである。
軽 言古郡轄叫披 最童

文浮を使う正夫 ド一一一綴々t，d肯報寄〈一一一一一ーみ
←高怖の名前を書く・腕渇前を書く→

物をまとめる工夫

(為創出わ形で世き怜ー手がかりなどを動f科こ車島与込むー+
換える工夫 <e-一介護者つ料情できる矧こする ・制梓て耳切子する

安全国すする工夫 |事故発生を知らせる ・注意を促す・事故につながらなし噂備・危険物を取り除く

第2章想起された出来事の文脈と手がかり使用の傾向
本章では、痴呆性高齢者で問題となりやすい辰近の出来事に関するエピソード記憶を取

り上げ、想起の手がかりとしての居住環境を検討した。
調査は、痴呆性高齢者と居室において自由会話を行った。会話の中から過去から現在ま

一要旨 1-



での出来事に関するものを取り上げ、内容、想起に利用された手がかりをまとめた。出来
事相互の関係や現従へのつながり企含めて分析を行った。
結果は以下の通りである。

①記憶障害の全ての段階で、適切な手がかりによって、失われた時を取り戻し、現在へ
つなげていく可能性が考えられる。

②手がかりの中で「最色 ・天候 ・季節Jr音 ・匂いJ'よ多織な事柄を，思い出させていた。
逆に「写真Jr家具Jは特定の事柄を思い出させていた。利用される手がかりは、記憶降
11が重度になるに従って、日常的に接する機会があるものへ移り、最重j文で利用されてい
たのは「高齢者自身Jr音 ・句し、Jなどであった。
怨起内容の中で、家族に関する事柄は、保々な手がかりによって話されていた。逆に、

最近の天候、生い立ち、昔の職業に関する事柄は、特定の手がかりによって話されていた。
記憶障宮が重度になるに従って、最近の出来事に関する話題が減り、最重度では、生い立
ち ・家族 ・昔の戦業などが話されていた。

③宏、起内草寺のfi円i主いは、軽度では、毎年の旅行など、同じ種類の出来事が繰り返し起こ
っている場合、前後関係が区別できなくなり 、2つの出来事が混じってしまっていた。中

等度では、以前の出来事を思い出せないために、最近の出来事の分脈が変わり、違う解釈

になってしまっていた。湿度 ・段震度では、現在のわずかな手がかりから、過去の出来事
の多くを説明しようとするため、過去の認識が大きく異なったものになってしまっていた。

目次

序論

l痴呆性高齢#の記憶障害特性と居住環境の補助機能

2記憶補助に関する既往研究と本研究の位世づけ

3目的と研究課題

4方法

5各章の位置づけ

本論

第 1輩 高齢者及び介護者による記憶補助の手法と有効性

1.1.1'1 的

1.2捌査概要

1.3物忘れを補うて夫

1.4補われている記憶内容と工夫の移動性

1.5記憶障害の重症度別の傾向 ー記憶繍助機能を高める手法一一一一

第3章 過去の習似による采っ取り型エラーにおける状況の類似性

本章では、痴呆性高齢者で起こりやすい過去の習慣による乗っ取り型エラーを取り上げ、
エラーを制御する環境を検討した。

調査は、過去の習慣によると推測される間違いについて、痴呆性高齢者及び介護者から

聞き取りを行った。制査工JHIは[11mいの内容、取り違えたものの類似性、生活内容を変更
してからの経過などであった。
結果は以 Fの通りである。
①記憶障害の全ての段階で、エラーを制御する環境を検討し、環境づくりを援助してい
く可能性がある。

②記憶障害が比較的軽い場合は、主に高齢者に積極的に働きかけ、現在の状況を詳しく

知らせる手がかりが必要である。生活内容を変更した場合は、これまでの習慣との相違点

を示して間違いを防ぐと共に、新しい状況での経験の積み重ねを助ける工夫が必要である。

記憶障害が進むと、主に過去の出来事と現在を正しい分脈でつなげるための手がかりが必

要である。新しい状況での経験をこれまでの出来事の延長線上に積み重ね、生活像の修正

を助ける工夫が必要である。加えて、間違いが起こっても大きな事故につながらない安全
対策が重要である。

第 2章 想起された出来事の文脈と手がかり使用の傾向

2.1目的

2.2調査概要

2.3手がかりと忽起内容

2.4出来事相互の関連性と現在とのつながり

2.5記憶障害の重症度別の傾向 ー出来事を怨起させる若者境

第 3章 過去の習慣による乗っ取り型エラーにおける状況の類似性

3.1目的

3.2調査慨要

3.3間違いの種類と起序

3.4状況の類似性 ・習慣変更との関係

3.5記憶障害の重症度別の傾向 ーエラーを制御する環境

結論

本論を総括し、居住環境の記憶補助機能を捉えた。痴呆性高齢者に応じた居住環境の構
築に向けた考療を行った。

①あらかじめ設備や居室配置などに記憶補助機能を埋め込んでおくと共に、後から個々

に対応して機能を変吏できるようにしておくことが必要である。今後、環境移行への対応
を含めた多職積による支緩システムが必要であると考える。

②記憶内容の一部を文字で示し、確認できる形にしたり、多くの物をいくつかにまとめ

ることで、記憶への負担を少なくすることができる。目的地を特徴づけることは検索を助

け、見える形にすることは思い出す作業を確認する作業へ変えている。配置を変えないこ

とは、残された記憶を活用し円常生活を継続するのを助けている。設備などで、記憶を必

要とする行為の一部を置き換えたり、安全対策を行うことも重要である。

さらに、手がかりを選び、時間的 ・空間的な文脈をわかりやすくすることで、過去の出
来事を現在につなげ、痴呆性高齢者がこれまでの経験を活かしつつ、新たに生活を展開し
ていくことを助けることが考えられる。

③居住環境の記憶補助機能が痴呆性高齢者以外の多くの人々に果たす役割や、まちづく
りについては、今後の課題である。

盆主主 至近与
ホロ ロf咽

l各章の要約

2居住環境の記憶補助機能

3補助環境構築の方向性

4今後の課題 ーユニバーサノレデザインに向けて
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序論

1 .痴呆性高齢者の記憶障害特性と居住環境の補助機能

(1)痴呆性高齢者の記憶障害特性

痴呆は進行性の脳器質性疾患であり、継続的なケアや環境づくりを必要とする。月面の恕

質性変化から現れる症状(中核症状)は進行するが、そこから派生して現れる日常生活へ

の支障 (周辺症状)はケアや周囲の潔筑ーによって軽減することが可能である。適切なケア

や環涜づくりは、痴呆性高齢者が過去の経験を活かしつつ、新たに生活を展開していくこ

とを助ける。

脳の器質性変化から現れる症状には、記憶障害(物忘れ)、 1缶飲皮質機能降客、運動性障

害などがあり、その中でも特に記憶障害は早期から現れ、後々まで影響し続ける(表 1)。

記憶障害は、火の消し忘れ、物をなくす等、 日常生活の様々な面に支隊をきたす。

表1 自首探轟溜主)J収癌伏 目晴罰

中核症状 周辺症状

抑うつ症状等

迷子、「家に帰りますJ等
俳御、少行困難

記憶 ・記憶障害によるエラーには様々な種類があるが、痴呆では、特に①段近の出来事

に関するエピソード記憶が障害されやすく、②過去の習慣による采つ取り型のエラーを起

こしやすい。

①エピソード記憶は、個人が体験した出来事の記憶であり、幼少期から個人の人生と共

に蓄積されてくるものである。旅行の思い出や、生まれ育った家の情景などがこれにあた

る。記憶内容は個別性が高く、自伝的記憶とも呼ばれる(資料 1)。

資料1 部前方頻 )<2)

王立とこと亘箆 自伝的記憶 (例)旅行'"-11'った時の出来事、生まれ育った家の郡、出

意味記憶 知識の記憶 (例)リンゴをリンゴだと分かる、終戦は 1945年、地球は丸い

手続き記憶 ー体にしみ込んでいる甜IJf乍パターン{例)包丁さばき、和裁の手つき、歩き方 等

痴呆性高齢者は昔の記憶に比ベて、長近の記憶が障害されやすい。昔の記憶が残ってい

ても、最近の記憶が障害されることで、過去の出来事と現在の出来事が時間の流れの中で

うまくつながらなくなり 、誤解や分脈の歪みが生じてしまう 。誤解や文脈の歪みは、現在

の行為に支障をきたすだけでなく、個人の過去 (人生)に対する認、識を変えて しまうこと



になる。例えば、 Aさんに物をあげた記憶が障害されることで、 Aさんに盗まれたのでは

なし、かと疑うようになり(現復の行為への支障)、 A さんと仲良くしていた過去のイメージ

が変わってしまうことになる(過去の認識への影響)。

②乗っ取り型のエラーは、慣れない事をしている時に、行動が途中から、慣れ親しんだ

行動へ置き換わってしまうものである。エラーは生情内容を変更した時におこりやすい。

例えば、休日に平円と同じように行動してしまう、 小物を新しくしたのに古いものを使っ

てしまうことなどがあげられる (資料 2)。エラーは生活内容を変更して、時間が経過して

からも現れる(例 :タバコをやめてしばらくたつのに、考え事をしながら手さぐりでタパ

コを探していた)。

倒ヰ2 エテ寸坊滋耳 目〉

丞2盈旦型三之二 頻繁に遊行される活動が意図していた行為を乗っ取ってしまう

(例)日i曜日に買し、物吋Tこうと家を出たのに、会社へ向かっていた

新しい鞄を買い、荷物を入れ答えたのに、古い鞄を持って出た

記述エラー 行為を間違った対象(似ていることが多し、)に対して行う

テ'-11駆動型エラー 感覚刺激によって引き起こされた自動的な行動が、意図的な行為に割り込んでしまう

述想活性化工ラ :iijjの中の考えによって引き起こされた自動的な行動が、意図的な行為に割り込んでしまう

活性化消失エラー 行為の途中で目的を，E.tもてしまう

モードエラー 翠H~J.の!品作を間違えてしまう

痴呆性高齢症は、過去の習慣によって乗っ取り型のエラーを起こしやすい。エラーには

状況の似かよりと、生活内容を変更してからの経過が関係している。過去の習慣はそのま

まの形ではなく、その後の出来事や現在の影響を受けて修正された形で現れる。例えば、

昔、かまどでご飯を炊いていたことが、電気炊飯器を使っている現在の状況と混じり、電

気炊飯器をコンロにかけて火をつけてしまうことが生じてしまうのである。

(2)居住環境の記憶に対する補助機能

記憶障害は日常生活の傑々な商に支障をきたすが、居住環境の記憶に対する補助機能を

高めることで一部解消できる。

記憶は、時間的 ・空間的なJ主脈などによって整理されて保存されている。このため時間

的 ・空間的な文脈をわかりやすくすることで、思い出すための手がかりを提tJtすることが

できる。また、行為の一部を自動化したり 、エラーを起こしても大きな事故につなが らな

いような対策を準備しておくことができる (資料 3)。そして、これらは特別な設備や器具

を必要とせず、現存のものを一部修正することで対応が可能である。

従来、痴呆性高齢者の居住環境について、このような視点からの研究はほとんど行われ

ていないが (2記憶障害に関する既往研究と本研究の位置づけ参照)、「記憶に対する補

助」という点から居住環境を捉え、痴呆性高齢者の日常生活を補い支緩する方法を検討す

ることは、痴呆性高齢者に応じた居住環境を憐築する上で有用であると考える。

一2

資料 3 記憶障害に対する補助策

匝lJl:Jlfol記憶内容の一部を慨化・聴覚化して、手がかりを催供する

手がかりのll'1Jt

匝亙回記憶が必要な行為の一部を自動化してエラーを防ぐ

忘却や記憶違いによるエラーが広がらない対策を準備する

目
自動化

シ:エラー ，
、 ， 、，

エラーへの対策

2. 記憶障害に関する既往研究と本研究の位置づけ

(1)記憶障害に焦点をあてた介入研究

痴呆性高齢者の記憶障害を補う手法については、施設において介入研究が行われている。

研究はJ、ずれも記憶補助具としてノートなどを利用したシングノレケーススタディである。

Hanley削 U はスケジューノレが覚えられない痴呆性高齢者に対して、時計とメモ帳を使

用している。時計とメモ帳の使用練習を行ったところ、日銀にそった行動が可能になった。

Kurlychekら文6)もノートとアラームを使用し、同僚の結果を報告している。

また、 Hanley文叫は、すでになくな った夫を探していた痴呆性商船者に対して、夫の死

亡を含め個人的な情報を書いたノートを使用している。ノートを使用し個人的な話を続け

たところ、夫の死亡や個人的な情報に対する反応の改善が得られた。 Coonら文りも、個人

的な情報を書いたノートなどを使用し、安心して眠るようになった痴呆性高齢者を報告し

ている。

以上の報告は、痴呆性高齢者に対して記憶補助具を用いる有用性を示している。しかし、

記憶補助具としてノートなどを利用するにとどまっており、手法の広がりに欠ける。

(2)記憶に関する工夫

一方、記憶を補う手法として位置付けられてはいないが、記憶を祷っていると推測され

る工夫や介入研究は数多く行われており、多様な手法が用いられている。

-3ー



Hanley ら文町は、高齢~-施設において立体的な道表示をして有効性を検証している。結

果、表示だけではあまり効朱がなかったが、見当識訓練を合わせて行うことで、痴呆性高

齢者の移動が改善された。

NamazIら."は、居室への移動について、居室入口に老人の写真や記念品を飾る有効性

を検証している。中位度痴呆は、老人に関連のある物を飾った場合に居室を見つけやすか

った。また、便所への移動について、 使所のカーテンを聞け般した場合と閉めた場合を比

較している。カーテンを開け放した場合の便所の利用回数は、閉めた場合の約 8~ 11倍

であり、便所の利用に婆する時間は 1/7であった目。」さらに、便所の表示の有効性を検

証している。病棟の共同便所において、床に矢印付きで 『使所 (toilet)Jと表示した状態

が、便所の利用が設も多く、次いで、壁に「使所Jの表示、 f休憩室 (restroom)Jの表示、

便所の絵を貼った状態の順であった釦"。

以上の結果は、「場所の記憶」を相iう手法として役立っと考える。

Holdcnら文， 2lは、イ王宅においてへノレパーの援助のもとで大きなカレンダーを使う作業を

続け、何か不碓かなことがあるとカレンダーで確認できるようになった痴呆性高齢者を報

告している。これは「予定と出来事の記憶」を補 っていると考える。

さらに、結設や夜宅においては、介護者の手によって係々な工夫が行われている叉 13~1 5) 

(ぷ 1)。これらの工夫を記憶を補うという点で整理することは有用であると 考える。

j，(l 施設や在宅における工夫 (例)

荒(木199・2足)町立別
Corinnc Dolan Alzheimer Center 金

(1990)文"】 (19%)文"，

高齢省施設70ヶ所 在宅痴呆性老人59名(米国) 在宅痴呆性老人758名{日本)
百万問調査 電話調査 アンケート調査

失告書に責「する ~所のドアを I~lけ欣しておくた. 使所の照明をつけっぱなしにし 夜でも使所を明るくしておいた。
工夫 夜間にわかり-'(~すいように、照 ておいた。 使所のドアを開けたままにして

明をつけておいた. 使所に目印をつけた。 おいた。
入口に「便所」と書いた健灯を 使所のドアを目立つやすい色に 便所のドアに目印をつけた.
ぶらさげた。 塗った。

首財団に対する 外への出入口に家庭のような玄 -ドアに恩いとどまらせるような 「ここは00の家です園新築した
工夫 関を設けた. 目占り紙をした. から昔とは少し違いますが安心

外への出入口に郵便ポストなど して下さし、jと書いて貼った。
の他へ注意を向けるものを置い 昔、住んでいた家の写真を大き
た. くして貼った.

防火・安全に 侵入されては囚る場所に、民色 夜間照明をつけた. ;I:fス器具を電気製品に変えた。
対する工夫 の布で通行止めをした。 響告表示をした. 風呂の元栓に「さわるなJと事

いて貼った。

その他の工夫 自動止水栓にした. 幻覚の原因になる物を取り除い
tンサー自動洗浄便栂にした. た。
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(3)回想に関する研究

回想lよ、過去の出来事を思い出す過程やその内容を Jうわヘ回想によって心理的安定や

適応が促在れるため、定期的に回想、の機会をもうける聞を.li去は、痴呆性高齢者に対する一

つのアプローチとされている文 115 ¥7)。

回想、を促す汁めに、昔の牛。活用品や季節の車花、行事の飾り付けなどが用いられる。こ

れらの材料は、痴呆性高齢者が出来事を思い出す手がかりになっている文 1・'.
日常生活場面においては、本間ら文 l引が回怨と住まい方を調宣している。痴呆性高齢右

は、現在の行為や行為の対象(人 ・物 ・空間)から、要員似する過去の行為や行為の対象を

思い出していた。しかし、デイサービスに行くことを「学校へ行く Jと言うなど、異なる

点も多く見られた。

これらの回想に関する知見は、特に痴呆性高指令者で隊害されやすい最近のエピソード記

憶を補うために役立っと考える。回想は「過去」の出来'1，を取り倣っているが、過去から

現在に至る経過を追って、出来事相互の関連性を見ていくことで、 rJ詰近」を含めた分析が

可能であると考える。

また、記憶を揃うという観点からは、怨、起された記憶内容の正確性が重要になる(偽り

の記憶は、現在の行為に支障をきたすだけでなく、過去の認識を変えてしまう :1 痴呆性

高齢者の記憶障害特性参照)。従来、回想はコミュニケーシ ョンを重視しており 、想起さ

れた記憶内容の質はあまり分析されてこなかった。本間ら )1:18)が行っているような、1J:'，起

された記憶内容と、実際の出来事との照合が必要と考える。

(4)痴呆性高齢者へ対するケア

痴呆性高齢者以記憶障害などから、現実とは異なる「世界」を持つ文 Ig. 20)と言われる。

痴呆性高齢者の「世界」は過去に遡ったものであることが多く、「家に小さな子供が待って

いるから、早く帰って食事の支度をしなければならなb、Jと話す痴呆性高齢者は、その一

瞬、小さな子供を泡えていた数十年前の世界に生きているのである引け。

居住環境は、このような痴呆性高齢者の「世界Jを支える舞台や小道具として位置付け

られているれ"。

施設においては、和室の居室をもうけたり、陶器の食掠を使用するなどの配慮が行われ

ている引に在宅においては、結婿前の旧姓を老人室に大きく高いて貼ったり、古い家具を

使い続けるなどの工夫が行われている文"，。

この痴呆性高齢省が持つ f世界Jに対する分析はほとんど行われていないが、これらの

一部は、痴呆性高齢者で起こりやすい過去の習慣による釆つ取り型エラーであると考える。

状況の類似性、習慣変更との関係などを調査することで、その背景を捉えることができる

と考える。

そして、この「世界j を支える居住環境は、乗っ取り型エラーに対する一つのケアの方

向性を示していると考える。 f世界」に対する分析が十分でないため、ケアも個々の痴呆性

高齢者に対応したものにはなっていないが、乗っ取り裂エラーについて分析を進めること

で、エラーを制御する方法を検討できると考える。
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(5 )本研究の位置づけ

以上の成果を踏まえ、本研究では次のような調査 ・分析を行う。

①在宅や施設で、高齢者自 身や介護者によって行われている物忘れを補う工夫を調査し、

手法を盤理する。

これまで記憶を補う手法として位置付けられてこなかった工夫を取 り上げ、整理する こ

とで、記憶を補う 多傑な手法を捉えることができると考える。手法の傾向や方向性を分析

し、さらに発展的に手法を展開する方法を検討する。

②痴呆性高齢者と自由会話を行い、会話の中から過去から現在までの出来事に関する も

のを取りとげ、内容、想起に利用された手がかりをまと める。

過去から現:(Iに至る縫過を迫って、出来事相互の関連性を見てい くことで、痴呆性高齢

布でIli';y害主れやすい「最近」のエピソード記憶を含めた分析を行う。また、想起された記

憶内容と、実際の出来事との照合を行う。

③過去の習慣によると推測される問遣いについて、高齢者自身や介護者から儲き取り調

査を行い、状況の類似性、習慣変更との関係についての分析を行う。結果から、エラーを

制御する方法を検討する。

①~③の結果を、記憶隊害の重症度別にまとめ、居住環境の記憶に対する繍助機能を捉

える。記憶!輝宮の重症度別にまとめるのは、居住環涜の記憶に対する補助機能を、痴呆進

行に対応させて縦層的に促えるためである。痴呆性高齢者に応じた居住環境の構築に向け

た考集合行う。

3. 目的と研究課題

本研究iよ、居住環境の記憶に対する補助機能を調査し、痴呆性高齢者に応じた居住環境

の機築に役立てることを目的とする。

4つの研究課題を設定する (函 3)。

第 I1物忘れ全般 「手がかりの優供Jrエラーの制御」

を特に区別しない

第21;最近の出米事に関する|主に

エピソー ド記憶の障害 1 r手がかりの提供」

第31過去の習慣による |主に

乗っ取り型エラー 「エラーの制御」

図 3 4つの研究課題の関係

6 

第4

「一一
結果を記憶障害の

重症j期 1)にまとめる | 分

析

結果を記憶障害の

臨度…U
結果を記憶障害の め

重症度矧lにまとめる

第 lに、痴呆性高齢者や介護者が行っている物忘れを補う工夫を整理することで、居住

環境の補助機能を高める手法と有効性を明らかにする。

第 2に、痴呆性高齢者で問題となりやすい最近の出来事に関するエピソード記憶を取り

上げ、想起の手がかりとしての居住環境を検討する。

第 3に、閉じく痴呆性高齢者で起こりやすい過去の習慣による乗っ取り型エラーを取り

上げ、居住環境と の関係を検討する。

第 4に、第 1~ 3の研究課題の結果をまとめ、居住環境の記憶に対する補助機能を捉え

る。痴呆性高齢者に応じた居住環境の構築に向けた考察を行う。

4 方法

第 1の研究課題に対して、物忘れを補う工夫について痴呆性高齢者及び介護者から聞き

取り調査を行った。調査内容は工夫の目的、方法、実施者(高齢者/介護者)、使用状況、

効果であった。結果から手法と有効性を分析する。

第 2の研究課題に対して、痴呆性高齢者と居室において自由会話を行った。会話の中か

ら過去から現在までの出来事に関するものを取り上げ、内容、想起に利用された手がかり

をまとめた。内容の正確性については介護者から照合を行った。出来事相互の関係や現在

へのつながりを含めて分析を行う。

第 3の研究課題に対 して 、過去の習慣によると推測される間違いについて、痴呆性高齢

者及び介護者から聞き取り調査を行った。調査内理事は間違いの内容、状況、取り違えたも

のとの類似性、 生活内容を変更してからの経過などであった。状況の類似性、習慣変更と

の関係に着目し、 エラーを制御する環境を検討する。

第 4の研究課題に対して、第 1~ 3の研究課題の結果を総指し、記憶に対する補助策を

まとめた。痴呆性高齢者に応じた居住環境の構築は、家具 ・小物などへの配慮を含み、日

事~ ・ ケアの体制な どと 関連するが、本項では主に設備や居室配置などに埋め込まれた記憶

補助機能を取りヒげた。補助環境構築の方向性、今後の諜JI.!iと合わせて記述する。

5. 各章の位置づけ

第 1の研究課題が本論 ・第 1輩、第 2の研究課題が本論・第 2章、第 3の研究課題が本

論・第 3章、第 4の研究課題が結論にそれぞれ対応している (図 4)。
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序論

l 痴呆性高齢者の記憶障害特性と居住環境の補助機能

2記憶術助に関する既往研究と本研究の位置づけ

3円的と研究課題

4方法

5各章の位置づけ

本論

研究説題 I ト第 l指摘惜及び介護寄による記憶補助の下法と有航主

1.1目的 1.2調査概要

w物跡HmE1141;;iu;附:J
|1.5記憶障害の重症度別の傾向ー記憶補助機能を高める手法|

研究諜題2 トー第 2f，i 恕則された出来'Iiの文脈と刊tかり使用の傾向

21 U的 2.2調査概要

|23. T- ~'~り と想起内容下 2.4出来戦酌関連性と|
現在とのつながり

12.5記憶障害の重症度閉jの傾向一出来事を惣起させる撮境|

研究課姻3 ト買}31;! 過去の剖Iによる乗っ取り型エラーにおける状況の類似性

3.1門的 32捌査慨要

川過し明也rr状同似性習慣変更l
との関係

|日記憶障害のill症度別の傾向ー エラ を制御する環境|

結論

1.'各章の要約

研究課題4 ト一一一L1居住環境の記憧補助機能l
.l.I，fiIYJ探境情策の方向性

4今後の牒題 ユニパーサノレテ'"'.r.インに向けて

※研究醐に従った各章の主な内容と論理的鵬を仁二コで示す。

図 4 各章の位置づけ
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本雪A
n岡 記憶障害は軽度 15名、中等度 12名、重度 12名、級車度 15名であった。記憶障者はリ

バーミード記憶のチェックリスト(資料) 口を用いて評価した。 リバーミード記憶のチェ

ックリストは、行動観察によって、円常生活における記憶の問題を評価するものである。

木研究では、記憶附害が日常生活へ及ぼしている火山Eの程度を評価するために用いた。該

当する項目数による区分(軽度/中等度/重度/最重度)は使宜上のものである。

第 1I立 !日i始-tt&び介護者による記憶補助の手法と有効性

1.1.目的 表 1.1 対象~-基本属性

痴呆性高齢者及び介護-I!iが行っている物忘れを補う工夫会整理することで、居住環境の

記憶障害に対する補助機能を高める手法と有効性を明らかにする。 一

協 '1年齢 献血躍 沼郡高酔 崖po/f耳錫h 性買'1苛齢 震保:iIilj担宜 沼郡轄の 膨明移動

*1 ffi).ii'IJl: *2 方法 *1 溜首主事2 占法

抱ヨe;1 対生 78歳 中甥邸謀

IS項項項目目目、、、 中最飽現血磁主

歩行 脆設 l対空 82歳 痴思噺晶、 4項目、軽度 。珂T

2 新生 80歳 堕度痴呆 15 草珂T l 立性 73歳 髄抱怠果 6項目、中期主 耳鞠千

3 対主 73歳 中等砲責保 9 当珂子 IJlf，d主 73歳 血抱恕長 15項目、最古盤 掛奇子

4 立性 83歳 中旬主lJjj保 14項E、飽主 S珂守 l 主性 82議 迎麹富良 1I項目、立渡 !liti 

5 対主 83歳 1fQj郡深 15項目、段鵡 五珂子 l 立性 69政 痴呆¢勝、 3項目、頼主 車精子

6 対生 80歳 軽飽昆呆 4J;!i目、頼主 併す l対空 83歳 ili!jU牒 15項目、是血宜 d鞠子

7 対空 93歳 組担艇長 9項目、中笥主 4耳干 l対主 91 歳 ifQ迎車呆 17項目、最盛宣 併す

8 男性 73歳 痴呆江高齢、 3項目、担宜 話再T l対生 92歳 血錨起註 17項目、段重度 掛T

9 対主 71 歳 級担眠 4項目、倒宜 樹子 l期生 87歳 阻牒 B項目、制渡 耳精子

JO対生 76歳 盟結眠 1I項目、重宝 樹予 20 刻'182歳 中寝泊眠 10項目、車宜 車裕子

1I 対生 7自殺 中空総資首長 15項目、舵倒 現茸T 211 111宝制緩 軽樹脂早 2項目、軽渡 品珂T

12 対主 82歳 組担怠呆 3項目、鞘宜 !tヰT 22 射性 80.主側姐Jj~ 5項目、中等痩 静剤'ー

13男性 84歳 中等羽鳥呆

16項項項目目目、、、 中肢l担期E割g 

!T1l' 23立F主71政 経槌魁荘 2項目、側主 iJ;q'i 

14 女性 83議 特報部首長 車精子 24対生 88歳 崎担路長 4項目、翻窒 樹子

15男性 77歳 血到底思 15 遭って移動 251 !Jj性 84歳 中等技痴呆 日項目、血宜 掛奇干

16対空 92議 中頃諮昆呆 13項目、直室 基可T 26対当 90歳 血製鰐長 12項目、耳渡 並河T

17対空 83k主 中犠蹴保 8項目、中期 t何千 27対主 83綴 血鈍起草 13項目、茸渡 !Jj可干

18対生 7S歳 司哩被痴呆 12項目、車宜 且珂T 28男性 88歳 f倍以謀 JO項目、 E渡 4草寺下

29対生 72歳 鶴抱恕荘 5項目、中需主 歩行

蹟殻1 対空 74歳 痴呆¢胞，、 2項目、崎支 樹T 30月性 82説 1幽眠 13項目、立渡 車精子

2 対生 82議 関恕匝果 7項目、中笥章 若可T

3 対生 85歳 痴呆¢蜘，、 2項目、続主 車精子

3331 期対対当当1 
η引94s頗a 6a 8 

軍部務長 14項目、重度 車椅子

4 対空 81歳 軽渡痴呆 5項目、中笥主 五珂子 轟度痴呆

16項項項邪項目回目銅固 醐最屍像級盛趣灘車

尊精子

5 立F主83歳 痴呆¢跡、 2項目、軽症 樹子 露政軍謀 15 歩行

6 対空 83歳 髄抱起註 8項目、中報 現珂T 3 対当 車型溜采 17 茸耳守

7 対主 80歳 開銘記呆 5項目、中等技 五珂子 3 対当
98294頗5 
宙怒艇長 15 若耳7

8 対空 88歳 前深の跡、 4項目、組主 革珂T 3 対当 E政務呆 16 当可T

9 対空 82歳 痴駒場1'-、 2項目、極主 併す

10対主78歳 痴取場動、 3項目、健室 拐す 円 CDR官瓶勺リパ戸ミード悶酔チェックリスト布市

1.2.調査慨~

(1)調査方法

痴呆性高齢者と介護者から、物忘れを補う工夫について聞き取り調査を行ったA

高齢者からの聞き取り間能な場合に|浪った。物忘れを補う工夫は、「物忘れを補うため

に、メモを使ったり、必要な物を準備して目立つ位置に置いておくような工夫を何かして

いますかJというように例ぼけをあげて尋ね、できるだけ数多くの工夫をあげてもらうよ

うに促した。調査項目以、工夫の目的、 j'j法、実縮者(高齢者/介護者)、使用状況、効果

であった。聞き取り結果から、工夫全通じて日常生活への支障が軽減されたもの、現存し

ており係認できるものを取り七けγこ。

合わせて、小物 ・家具を含む住環境の記録を行った。これは、もともと住環境が記憶に

負担をかけない構造であったために、特に手を加えなくても工夫として役立っていたもの

(潜在的な工夫)を取り上げるためである。

(2)対象者

対象者は在宅 181i、老人保健胞設入所者 36名、計 54名であった。対象者は、介護者

が「呆け若人をかかえる家族の会j 会員であり、訪問による詳細な調査に応じたもの、ま

たは高齢者が II老人保健胞殺の一般練へ 2ヶ月以上入所している者であった。 H老人保健

庖設には痴呆棟があるが、痴呆棟は小物などの持ち込みに制限があるため、 般棟入所者

に限った。 また、入所直後で生活が落ち着かない中では、十分な工夫が行えないため、 2

ヶ月以上入所している者に限った。

高齢者は簡単な訴ができ、屋内の移動が自立している者とした。 これは、記憶障害以外

に日常生活へ支附をきたす要因をできるだけ除外するためである。会話は、後拶を言葉で

返すことができれば良く、つじつまが合っているかどうかは問わなかった。移動は、一人

で場所を移動できれば良く、道に迷うかどうかは問わなかった。

対象者の基本属性は炎 上lのとおりである。痴呆の疑い 9名、軽度痴呆 15名、 中等度

痴呆 II名、重度痴呆 19名であった。屋内の移動は多くが歩行であり、 13名が車椅子を使

用、 1名が這って移動していた。
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(3)分析方法

℃夫lよ、工夫を使用できる場所の範囲によって、①担堅手持の補助具、②可動補助具、③固

定補助具に大別 した。工夫の移動(可能)性は①が綾も大きく、②、③の順で小さくなる

(図1.1)。工夫の移動性によって、有nわれている記憶の種類、潜在的工夫などの分析を行
った。

工夫の使用状況から、記憶補助機能をま止め介。記憶補助機能は、記憶、を補う手法に関

して報告されている事項の中から、 痴呆性高齢者にも該当すると考えられるものを取り上

表 1.2 記憶を補う手法に関して報告されている事項

げて分析を行った(表 1.2)。

対象 株念 手法

Nonnan 健常人 わかりやれ、 ①②可よ視b嚇性E念モデノ 目に見える
(1988) デザインの原則 レ検作結果から利用者に、 一貫性のあるシステム

モデルを徒供できる
③④よフい対応づけ 行為と結果の対応関係が確認できる
ィードパyク 利用者が行為の結果を常に受け取れる

エラーに備えた ①エラーの原因を少なくする
デザイン 針③生子為じを元に戻せる (undoできる)

たエラーを発見しやすく、訂正しやすい。
@利用者のエラーを理解する

W.lson& 記憶障害 記憶障害の外的 ①樹清子報動のを貯手蔵がすかる補助具 ノート、日記、パソコン等
Moffat 者 補助手段 りを与える補助具。アラーム付の11寺計、タイマ一等

(J 992) 

Normanはわかりやすいデザインの原則として、①可視性、②よい概念、モデノレ、③よい

対応づけ、④フィ ー ド‘パッ クをあげているほ九このう ち、①可視性と③よい対応づけをま

とめて、「物をまとめる工夫Jr対応関係を示す工夫Jr配置を利用した工夫Jとして分析を
行った。②主い概念モデノレ、④フィードパックは、本研究では高齢者自身からの聞き取り

が充分に行えないことが多く、工夫の有効性の確認が難しいため取り上げなかった。

また、 Nonnanはエラーに備えたデザインを紹介している山》。本研究ではこれらをまと

めて「安全に対する工夫」として分析を行った。 Norm皿 は健常人を対象としているため、

エラーに備えたデザインに、間違いのフィードパックと修正を含んでいるが、本研究は痴

呆性高齢者を対象としているため、安全対策についてエラーの過程を追って分析を試みた。

Wilsonと Mo汀alは、記憶障害の外的補助手段として、①情報を貯蔵する補助具、②行動

の手がかり を与え る補助具をあげている ほ"。①情報をJi'i'蔵する補助具の具体例の中から、

ノート、日記など、痴呆性高齢者が使用できるものを「文字を使った工夫Jとして取り上

げた。パソコン、ポケットベノレなどの電子機認は、痴呆性高齢者が取り扱うことが難しい

ため、本研究では取り上げなかった。

これらの外的補助手段は、対象者が補助具を利用して記憶を必要とする行為をやりとげ

ることを前提としている。しかし、痴呆性高齢者では、 一連の動作のうち一部は行うが、

全てをやりとげることが難しく、日常生活に支障をきたしている例が少なくない。このた

め r(一連の動作のうち、記憶を必要とする)行為を他の形で置き換える 工夫」を、加えて

分析を行った。

さらに、聞き取りから得られた工夫には、前記のような住環境の物的な性能(機能的意

味)を利用したものの他に、なじみの関係に基づく心的なより拠としての住環境(帰属的

意味)を利用したものが見られた。痴呆性高齢者では、住環境の工夫として、使い慣れた

家具や小物などの帰属的意味が重要視されているほ4寸〉。 このため、これらの工夫を 「帰属

的意味を利用した工夫」として取り上げた。

以上から、記憶補助機能を分析するために取り l二げた手法は次のとおりである。

(J)文字を使った工夫
(2)物をまとめる工夫

。)対応関係を示す工夫
(4)配置を利用した工夫
(5)行為を他の形で置き換える工夫
(6)帰属的意味を利用した工夫
(η安全に対する工夫

最後に、記憶障害の重症度目1)に特徴をまとめ、記憶補助機能を高める手法を考察した。
大ぐ 工夫の移現地

②可動補助具

E夫

日

うノj、

①携帯の補助J.1- ③回定補助具

1.3，物忘れを補う 工夫

目?Ifo~ .. 多くの工夫が行われ、物忘れを補うのに役立っていた(表 1.3)。

工夫の使用状況がら 、記憶補助機能をまとめる。

高齢者の移動に合わせて、どこで 対象とする家具や設備がある場所で 移動が難しい、または移動させ

ると意味をなさなv、。
(1)文字を使った工夫

でも使用できる。 使用する。必要に応じて移動できる。

図Ll 移ifilr!':主による工夫の分須
メモ、日記、手帳などは、痴呆性高齢者に限らず利用される補助具である。多くの情報

を文字などで示して、検索しやすい形に整理し保存するものであると考える。

nJ
“
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ぷ 1.3 物忘れを補う E犬(全デー タ)

痴呆性高齢イ~.は、情報の記入・分類・検索などが難しく、周囲の手助けを受けて利用し

ていた。

r 1 Flの流れを，11'いて、暗に貼ったJrw岩谷えましょう』と日占り紙をした」工夫は、メ
モなどの補助具を墜に貼ったものであると考えられる。墜に貼ることで工夫の移動性に乏

しくなった(燐併補助具→可動補助具)ものの、同に入りやすくなり、痴呆性高齢者が補

助具に気づ#やすくなっていた。また、 同時にj高閣の人々の目にもふれるため、痴呆性高

齢者が補助具を使用する援助を受けやすくなっていた。

"強障審 q勝。判)~J出且 ②可面撤h且 @窃定補助具
白血組宜

軽度

メカ日モ記レ[涯ン在グ彊8ー施I3fEl施6.f7EA8.在8結9窓23口]施8施23J

風呂の自!制組制由三検作坊法を齢、て貼つ

幅一た[(E副

タンス叫切つりに脱衣カゴを使った[在gJ 、ょうiζ 色テ--7"-a'

'手l物帳[を任ま9と准め1て2箱施明10串Aこ入ISれ1IR[在6，tf12. 
、ようにしていた

施1)直9.1ii10泊 23J
倒.:.1Jlを'?IJ.正すtJよいように刊こ削H=. エアコンに貼り付吋
[施3"23) たI在副
持相物をif，曲して、枕，i;j寸齢、作
[施10.櫨 IS地24J
ガスコンロ針史っている'Ift.!:，輸ゴムを宵
カ吋-t.:[任12J

中等度

陥4メコ物モッ4[フ施を在ザま1よ1施どと3)めの極1て944]4燃施~tJ:l物1 9剤J担以12泊れb可t笹もII互瑞施干2叫， 
西ス一容駒づうリ制ト嘗j…E七プ附{)山BをzF凶伽争忘肌日でれ《Mる弘LたP行臥4も。会E叩噂問たE偲凪B え、ま官しょ

龍t儀タ居割ンE費臥明の重穏回W量会一に誌融即断確問時伸q栓時描中H厄ヨq凪唖画同面m せていた[施12.1ii 2幻
神棚こ鎖酬を品川l匡韮包囲l

!Ii度 持糊調酬を晶、た画面

ス居掛1蛍MトっZ締名プたを前藍法ヒ五官Eー都稽亙タ悟、→℃盈齢こ盤し、たたこ貼誕~生っBた日カ唾ー盈ドなと

級車度

f手帳j の使用状況[イ玉 9]

デイサービスで、他の利用者やスタッ 7の名前を覚えられないため、小さなノートを利用 していた。ノー

トに名前を書く のは本人ではなく、「ここに名前書いて」と頼み、相手に名前を書いてもらっていた.また、

名前を覚えていない相手に会った時、ノートから名前をB躍すのも本人ではなく、 「ここに名前書いてもらった

ことあるりどこにあるり Jと相手に探してもらって名前を確認していた.

小さなノートは、いつも持っている手提げ鞄に入れて持ち歩いていた。

「メモj の使用状況[胞 7]

老人保健施設で回線の時間やスタッフの名前、家脹が来るイ'定、光庖に買いに行く物など、 何でもメモに

書いて、床頭台に入れていた.しかし、メその整理が悪いため、何を書いたメモなのかがわからなくなって

しまっていた.

その後、目立っところにメモをすれば確認しやすいことに気付き、枕元にあるティッシュの箱にマジック

でメモをするようになった。 これもメモでいっぱいになってしまうとわからなくなってしまうが、スタッ7

が気づいて、閉が済んだメモを二本線で消したり、大切な用i'lは箱の上の部分にメモを貼り付けたりして、

メモの整理を助けていた。

「日記Jの使用状況[住 9]

介護者と一緒に、毎日日記を付けていた。日記の内容は、散歩に行った、雑かが紡ねてきたなどのその日

の出来事と、天気が良くて気持ちが良かった、また来てくれるといいなどの簡単な感惣である.介E盤石ーが

「今日の天気は。 Jr今日は何したっけり Jrそれでどう思った。 Jと戸をかけ、 「じゃあ、そう書いて」とi

していた.

時折、日記をめくりながら、介護者と以前の誌をするこ とがあった.

I手帳Jの使用状況[施 10]

老人保健施設 ぜ、 タパコをλタツ 7が管理し、時聞を決め亡手渡し亡いた.しかし、高齢者がタバコをも

らったことを忘れてしまうため、「渡したJrいや、もらっていなし、Jと押し問答になることがあった.この

ためノートを作り、タパコを渡した時に時間を記入するようにした.

しばらく、 タパコを もらいに来る度に、スタッ 7と一緒にノ ートを徹認することを続けたところ、タバコ

をもらったことを忘れて取り来ても、一人でノートを確認して帰っていくようになった。

来[ J内捌樹、在肱施賦口は知書制疎開っていること析す.
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r1日の流れを書いて、 t遣に貼っt-Jの使用状況[施 12]

老人保健施設に入所して、食市やおやつの時間に食堂へ行ったり、入浴やサークノレへ行ったりするスケジ

ューノレがなかなか覚えられなかった.

このため 1日の流れを大きく.!}いて、ベッドの績に貼った.居室へむかえに行ったスタッフが貼り紙を使

って何度も説明しているうちに、おおまかな流れはわかるようになった.しかし、時間までは覚えられず、

時間にな岳とスタッフが戸をかけていた.

「ポータプルトイレに『トイレ』と轟いて貼った」の使用状況胞 31]

老人保健胞設で便所にたどりつく主でに失禁して Lまうため、ベッドの償にポータプノレトイレを置いたが、

ポータプノレトイレを温いたことを忘れてしまい、相変わらず使所に行こうとして失禁Lていた。

ボータプノレトイレに「トイレ」と;!fいて11占ったところ、時々、ポータプノレトイレを使うようになった.し

かし、便所に行くこともあt，¥r、ており、ポータブノレトイレがポータプルトイレであることを忘れてしまい、ト

イレをゴミ箱にしてしまったこともあった.

f着替えることを忘れるため、『着替えましょう』と貼り紙をしたJの使用状況[施 12]

老人保健施設に入所して、朝食時、荷答えてから食堂へ行くことがなかなか覚えられなかった。このため

ベッドの備に r.nt幸えましょう Jと大きく書いて鮎った.
高齢者ーは、貼り紙には気づいているようだったが、占いてあることを確認する悌子はなく、状況はあまり

変わらなかった.朝食前に声をかけに行ったスタッ 7が、日占り紙を示して着勝えるようにくりかえし説明す

ることを続けたところ、着替えることが徐々に習慣になっていった.

『汚れ物を入れる箱に、『汚れ物入れ』と省いた の使用状況[施 31]

箱に f汚れ物入れjと占いたところ、時々、汚した衣頼を箱に入れるようになった.しかし、タンスへ入

汚した衣類をタンスにしまい込んでいた。汚れ物を入れる箱を作って説明しても、その直後は箱へ入れて

も、すぐに忘れて Lまい、またタンスに入れてしまっていた.

れることも続いている。

(2)物をまと め る工夫

「風呂の自動湯沸~~に燥作方法を書いて貼った J r電話に電話番号を書いて貼ったJは、
設備や家具の使用方法を文字で示した工夫である。自動湯沸擦や電話に直接貼ることで、 「小 物をまとめて箱や袋に入れる Jrエアコンのリモコンをエアコンに貼り付けた」工

は 、対象物を機能別などにまとめることで記憶への負担を少なくしたと考えられる。ただ

し、対象物をまとめても、まとめて置いた場所は覚えていなければならない。

例えば、 タンスは物を整理するための使われ、もともと対象物をまとめる役割を果たし

ている。しかし、同じ織な引き出しが並んでいるため、物を入れた場所を覚えることが難

しい。これについてはいくつか工夫が行われており、「タンスの引き出しに中身を古いてII占

ったj工夫は、主とめた対象物を文字で示し、「タンスの代わりに脱衣カゴを使った」工犬

は、まとめた対象物を見えるようにすることで、記憶を補っていると考えられる。

補助具と対象物の対応をわかりやすくしていると考えられる。

ーか、「ポータブノレトイレに『トイレ』とJ}いて貼ったJr汚れ物を入れる籍に、『汚れ物
入れ』と，!iいたJ工夫は、設備の種類を文字で示している。対象物の同定(それ が何 であ

るかがわかる)を助ける工夫であると考えられる。また、これらの工夫は対象物を、貼り

紙等をすることで特徴づけている。対象物を目立たせることで、痴呆性高齢者の注意を引

き、対象物を利用するように促していると考えられる。

「風月の自動湯沸献に、{品作m去を書いて貼った」の使用状況[f-E8] 
浴室を改築し、風月の楊掛川、しがボタン式で温度調節するものに変わった。主電源を入れて、温度調節を 「エアコンのリモコンをエアコンに貼り付けた」の使用状況[在 8]

して、スイッチをONにするという操作が覚えられなかった. エアコンのリモコンをどこかに偉いて忘れてしまい、度々傑すことがあったため、エアコンに鮎り付けた.

操作パネノレの績に、「①左上のロボタンを押す。②ATで温度を合わせる.③右下のOボタンを押す(赤い その後、エアコンのリモコンがなくなったことはない.

ランプがつく )J と貼り紙をして、使っていた.

「電話に危話器号をJiいて貼ったjの使用状況[在 7]

老人室に電話があり、介護置の部尾と内線でつながっていた.

高齢者は電話を使うことはできたが、介護者の部屋の番号が覚えられなかった.介護者は何度も、番号を

-.!fいてわたしていたが、どこかにしまい込んでなくしてしまっていた.このため、電話に roo(介護者の
名前)は受話訟を上げて 2Jと書いて貼り付けた.電話器号をなくすことはなくなったが、高齢者が電話を

かけることはほとんどなかった。

「小物をまとめて箱や袋に入れたJの使用状況[施 23)

クッキーの空き缶の中に、チラシや広告を利用 Lて箱を作り、幾届にも蕗ねて利用していた。施設で手芸

クラブに参加しており、手芸用品や材料などをまとめて籍に入れていた.

箱は床頭台や押して渉く老人!lIの中、衣装箱、タンスの中と、たびたび行方不明になったが、ある程度大

きいため見つけやすかった.
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「タンスの引き出しに中身を書いて貼ったjの使用状況[在 7)

介護者の家に同居して、新しいタンスを使うようになったが、どこに何が入っているのかがなかなか覚え

られず、出し入れが一人でできなかった。引き出しに「ンヤツJrねまさ」 などと中身を書いて貼ったところ

徐々に覚えて使えるようになった。

「便所に行く のに迷うため、便所までの道すじの ドアを聞け般したj の使用状況[在 16)

同じ家に長年住んでいるが、便所に行くのに迷うようになった。このため道すじを覚えていなくても、便

所に行けるように、便所までの道すじのドアを開け放した.一人で便所に行ける頻度が噌えた.

「タンスの代わりに脱衣カゴを使ったjの使用状況[在自]

タンスに般を入れると、どこに何を入れたかわからなくなってしまうため、タンスの前に服を積み上げて

いた。しかし、服を積み上げると、磁類ごとに分けておいても崩れてきて混じってしまうので、一部を脱衣

かごに入れて鐙理していた。脱衣かごは中が見えるため、何を入れたかが確認しやすかった。

(4)配置を利用した工夫

(3)対応関係を示す工夫

「持ち物を準備して、枕元に置いた」工夫は、必要な物を忘れないだけでなく、入浴が

あること白体を思い出させていた。持ち物が杭:元にあることが、物を準備して目立つ位置

に置いた高齢者自身の行為 (の目的)を恩い出させているのである。

同じく「物の置き場所を変えないようにしていたj 工夫は、物の置き場所を忘れないだ

けでなく、それぞれの物を利用してそれぞれの場所で行った高齢者自身の行為を思い出さ

せていたと考えられる。物の配置が、高齢者が作業を行う手順や進行段階に対応していた

「居室の入口に名前を書いて貼ったJr食堂の席に名前を書いて貼ったJr便所のドアに

目印を付けた J工夫は、空間を特徴付けることで識)jIJを助17ていると考えられる。「便所

までの道すじのドアを開け放したJ工夫は、目的地を見えるようにすることで、思い出す

作業を、確認する作業へ変えていると考えられる。

前者は間接的な工夫であり、「目印があるドア = トイレJのように特徴と場所の対応関係

を党えなければならない。これに比べて、後者は直接的な工夫であり、場所をそのまま確

認するため、痴呆性，0i~愉8 にと ってわかりやすい工夫であると考えられる。また 、 後者の

工夫は、見えるようにすることで、注意を引き 、便所へ行くことを促していると も考えら

れる。

ことも考えられる。

特定の物が特定の場所にあることが、高齢者自身の行為内容を示していると考えられる

のである。

「持ち物を準備して、枕元に置いたIの使用状況[施 10)

老人保健胞設で入浴は午後、遡 2回だった。朝「今日はお風呂の日ですよJとスタッ 7から声をかけられ

ると、すぐに着替えなどを用意して枕元にi置いていた。午後には入裕があることも忘れているが、居室に帰

ってくると、枕元の着替えを見て入浴を思いだすことがでさた。

「物の置き場所在変えないようにしていた」の使用状況[在 9)

の回りのこともできなくなって Lまっていた.

このため介護者は、老人室を掃除しても、物の配置を変えないようにしていた.

r}，苫室の入口に名前を;!Jいて貼った」の使用状況[施2)

老人保健施設に入所したが、居室が覚えられず、周りの部屋に入って トラブノレになったりしていた。居室

の入口に 100さんの部属j と大きく書いて貼ったところ、徐々に覚えて部屋を間違えることがなくなった。

高齢者に居室の場所を尋ねると 「あの表札の出ている部屋だJと答えていた。

介護者が老人室を片づけると、高齢者は何がどこにあるかがわからなくなり、混乱して、日頃の簡単な身

「食堂の席に名前を占いて貼った」の使用状況[胞 4)

食堂の席が覚えられず、手近な席に座ってしまうため、周りの人とトラブノレになっていた。席に名前を書

いて貼ったところ、 「名札が付し、てる席だから 」と周り に席を探してくれるように頼むようになった。

(5)行為を他の形で置き換 える工夫

「便所のドアに目印を村りたJr夜間、便所の電気をつけっぱなしにしておいたJの使用状況[在 7)

介護者の家に引っ越してきて、便所の場所がなかなか覚えられなかった.便所のドアノプに目印のポプリ

をぶら下げたところ、徐々に覚えて一人で行けるようになった。

夜間は目印が見えないため、便所の電気をつけっぱなしにしておいた。

「杖に紐をつけ、忘れないように手にかけた」は、体を移動させると自動的に杖が付い

てくるようにした工夫である。杖を忘れずに持って帰ることを、 i藍の動作の中に自動的

に組み込んでいると考えられる。「必要な物は、いつも車椅子に乗せていたJも、車椅子の

移動に応じて必要な物が自動的に移動するようにした工夫であり、必要な物を持ち歩くこ

とを 、動作の中に自動的に組み込んでいると考え られる。

一方、「ガスコンロを使っている時は、輪ゴムを手にかけたJ工夫は、ガスの元住を開く

時に元栓にかかっていた輪ゴムを手に移し、コンロを使い終わって元栓を閉める時に輪ゴ

ムを元栓に戻している。輪ゴムは「ガスコンロを使用中であること」を示す手がかりであ

。。
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り、元怜にかかっていた輪ゴムを手に移すことで、 一連の動作の中に「手がかりの提供J

を自動的に組み込んでいると与えられる。 ただし、このような工夫は「手がかり」を使い

こなせないと意味がないため、前 2~に比べて、痴呆性高申告街にとってやや難しい工夫で

あると考えられる。

「持ち物に全音11名古lï~ .!l'いた J Iよ、高齢者が物を間違えて持って帰ってきた時に、介護

省が対応できるようにした工太ーである。 速の童話J作の巾で、記憶に負担をかけていた部分

を、介護者の行為で事後に1置き換えられるようにしたものと考えられる。

さらに、「便所にマットを敷き、スリッパ告と使わないようにしたj 工夫は、スリッパの履

き替えを省略している。便所へ行って排t世するという一連の動作の中で、記憶に負担をか

けていた部分を、マットを敷くことで置き換えていると考えられる。「ドアクローザーをつ

けたJ 工夫は、高齢イ号がドア会閉め忘れても、自動的にドアが閉まるようにしたもので、

記憶に負抱をかけていた部分を、設備によって置き換えていると考えられる。

「杖に紐をつけ、忘れないように手にかけた」の使用状況[施3J

E人保健施設で居室から食堂などへ行く時、杖を持って行く時と持っていかない時があり、杖を持って行

くと忘れてきていた.杖に名 IIiiを書いてもらい、持ち手の部分に紐をつけた。紐は歩いている時も常時手に

かけており、食堂などに艇かけている時も手にかけたままにしていた.

その後、 ttを忘れる頗l!rが減り、紐の部分に鈴を付けるなど工夫を盃ねていた。

『コップなどの必喫な物は、いつもdf柑子に乗せていたJの使用状況[胞 12)

老人保健胞設で、必要な物を忘れないように車椅子に乗せたままにしていた.コップ、警、スプーン、湿布

塗り薬、ハザミ、鉛筆、自定の1It話番号などを書いたメモ、テレホンカード、小銭入れ、タオノレ、ティッシ

ュペーパー、排f世期のパッド、おかし、膝掛け、カーディガンなどである。耳E椅干の後)jポケット、座席の偶

車精子の績と後ろに下提げ鞄を下げて入れていたが、整慢が惑いため、どこに何を入れているのかがわから

なくなっていたo rどこかにあるから探して」とスタッブに探してもらったり、タオノレやテレホンカードなど

はいくつも，j(精子に操っていた.

fガスコンロを使っている時は、輪ゴムを手にかけたJの使用状況[在 12J

やかんを火にかけていて、 一度、忘れてしまい火を付けたままにしたことがあった.

このため、忘れないようにガスコンロを使っている時は、輪ゴムを手首にかけるようにしたa 輪ゴムは普段、

ガスコンロの元栓にかけておさ、元栓を聞ける時に手首にかけ、また、元栓を閉める時にガスコンロの元住

に戻していた.

この後、ガスコンロを使っていて忘れたことはない。

「持ち物に全部名前を書いたJの使用状況[在 3)

近くの銭湯に通っていたが、違う洗面総を間違えて持ってきたり、持って行っていない傘を持って帰って

きたりしていた。このため持ち物に全部名前を書き、間違えて帰ってくると、介護者がまとめて銭湯へ取り

詩えに行っていた.高齢者自身は名前が書いてあっても、名前を確認している織干はなかった.
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「便所のスリッパのまま歩~回るので、マットを敷さスリッパを使わないようにした」の使用状況[在 5J

家の中で特段はユリッパを履いていない.便所へ行くとスリッパを履くが、便所から出る時にスリッパを

脱ぐことを忘れてしまい、便所のスリッパを履いたまま家の中ri!i<いていた.
このため、便所にマットを敷き、スリッパを使わないようにした。

Iドアを閉め忘れ品目で、 ドTクローザーを付けたlの使用状況({1，5J

便所に行き、 ドアを閉め忘れていた.便所のドアに fドアを閉めましょう Jと貼り紙をしたが、あまり効

果がなく、 ドアを閉め忘れても自動的に閉まってくれるように、 ドアタローザーを付けた.

(6)帰属的意味を利用した工夫

「居室に名前や年齢の書いた誕生日カードなどを飾ったJr介護右が出かける時に行き先

を書いて貼ったJ工夫は、年齢や介護者の行き先等合示すだりでなく、介護者と以前の認

をする手がかりになったり、介護者の姿の代わりになったりしていた。誕生日カードやJl占

り紙等が示している機能的意味(年齢や介護者の行き先等)だけでなく、帰属的意味(誕

生日の時の思い出、介護者が残したもの)を利用した工夫であると考えられる。

機能的意味は利用者に比較的共通しているのに比べ、帰属的意味は利用者によって様々

であり、利用や効果の評価が難しい。 さらに、これらの工夫は、あまり意図的に行われて

いないため、聞き取り調査では捉えにくいが、実際には数多くイf--a:していると考えられる。

「居室に名前や年併の占いた誕生日カ}ドなどを飾ったJの使用状況[{E10J 

自分の年齢や、今の季節を間違えるが、年齢が書いてある誕生日カードや、Jil:近の行事の写真(夕日スマ

マス等)を見ると正確に答えることができた。

介護者は、高齢者の部屋に年齢が書いてある誕生日カードや、 I位近の行事の写真を飾っており、「誕生日の

時には 1 rクリスマスには Jと誕生日カード等を示して、よく話をしていた.

「介護者が出かける時に、行吉先を省いて貼ったJの使用状況[伝 13)

介護者は高齢者に、出かけるこ とを言ってから出かけていた.しかし、高齢者はそれを忘れてしまい、介

護者の姿が見えないため、介護者を深し歩いていた。介護者が出かける時に、行き先を大きく書いて貼るよ

うに Lたところ、高齢者ーは貼り紙を見て待っていられるようになった.

高齢者は、貼り紙に行き先が書いてあることはよくわかっていないようであったが、介護者が残して行っ

た紙がある(介護者の委の代わりがある)ことで、安心していた。

(7)安全に対する工夫

「ガラス戸に色テープを貼ったJは、ガラス戸にぶつからないように注意を促す工夫で
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予防ー怨l起対応という各段階で工夫が行われていることがわかる。

「便所のスリ ッパを使う方法Jに関する工夫と潜在的工夫

匡亙便所のスリッパのk主歩主回るので、 7 ツトを敷主スリッパ脅使わないようにした[在 5]

匿亘豆王宣下記一一部
「便所のスリシパを使う方法」に関する工夫例以外の対応(記憶陣苫のill症度 Jil:1I'i度)

在 1，在 11，在 14，施 17，胞 18，廠 33，胞 35，施 36・使所の床は他の場所と 101じであり、もともと便所専用スリ

ッパ1.1.利用していない

在2，在 15，施 16，b包32，施 34 オムツ等を使用しており、高齢者が便所へ¥iくことはない

ある。家庭内事故を起こす相手であるガラス戸を目立たせることで、危険を防いでいると

考えられる。f火災管報機会つけたJは、事故が起こった時に周囲に知らせる工夫である。

事故発生を聴覚的にうったえることで、早期対応を促している考えられる。事故に対して、

一方、設備によって危険を防ぐ工夫が行われている。「家具にぶつかるため、壁面収納に

したj 工夫は、家庭内事故を起こす相手である家共の出っ張り 臼体を取り除き、危険を防

いでいる。「便所の鍵を取り外したj 工夫も、事故を起こす相手を取り除いている点で、同

係の工夫であると考えられる。 f自動漉過式の風呂にしたJ工夫は、痴呆性高齢者が風呂を

沸かし忘れても、自動的に風呂が沸いているようにたもので、自動化によって危険を防い

でいると考えられる。 rt，吊き出しにテラスを付けたj工夫は、痴呆性高齢者が間違って掃き
出しから出ても転落しない上うにしたもので、安全設備によって危険の拡大を防いでいる

と考えられる。「ストーブをヒーターにしたJ工夫も、痴呆性高齢者が間違った方法で温熱

機器を取り倣っても火傷等をしないようにしたもので、より安全な器具を使用することに

主って危険の鉱大企|幼いでいると考えられる。

※工夫例以外の対応が見られなかった 7つの工夫は、省略した.

以上のような"潜在的な工夫"は、痴呆性高齢右に補助具を使用するための労力や違和

感を感じさせることなく、その状況に応じた記憶を織っていると考えられる。

1.5.記憶障害の重症皮月IJの傾向 ー記憶補助機能を百五める下法

「ガラス戸にぶつからないよ うに、色テープを貼ったJの使用状況[在6]

家の中を、杖をついて歩くようになった。ずっと下を向いているため、ガラス戸が閉まっていてもわからず

度々ぶつかっていた。ガラス戸の近くで一度、立ち止まれば良いのだが、下を向いたままで、立ち止まる時

間加減がなかなか覚えられなかった.このためガラス戸に色テープを貼った.少し速くから、ガラス戸があ

ることがわかるようになり、ぶつからなくなった。

記憶障害の全ての段階 (軽度から最重度)で、 それぞれ工夫が行われ、 物忘れを稲iうの

に役立っていた。記憶降害の全ての段階で、記憶繍助機能を高める可能性があることがわ

かる。記憶障害の重症度別の傾向をまとめ、記憶補助機能を高める手法について考察する。

(1)記憶障害の重症度別の傾向

「ガスを消し忘れるため、火災瞥報機をつけたIの使用状況[在 6]

ガスコンロを使っていて忘れてしまい、鍋をこがしたことがあった。このため天井に火災警報機をつけた.

しかし、現住主でに、火災響報機がなったことはない.

記憶障害の重症度に上って、工夫内容は'J4 軽度

なり、軽grから段 if¥度になるに従って、工夫

の移動性が大きいもの (①機常の補助具)か中等皮

「家具にぶつかるので壁面収納にしたJの使用状況[在 14]

家の中で車椅干を使っていたが、移動する時にタンスなどにぶつかるようになった。不注意や視力の低下

等と共に、タンスなどの位値を忘れてしまい、車椅子で直進してしまうためぶつかることが考えられた。

このため家を改築する際、援[面収納にした.

ら小 さいもの(③固定補助具)へ移っていく

傾向が見られた(図 1.3)。 箪度

「使所の鍵をかけて|掛けられなくなるので、鍵を取り外したJの使用状況[在 1]

移動性が大きい工夫は、応用性が高い反面、
段重度

使いこなすために労力を必要し、記憶障宮が

重度になると利用が難しい。このため、自由

度は低いが、利用が比較的容易な移動性が小

さい工夫へと移っていったと考えられる。

10 15 
工夫の種類数 (個)

図1.3重症度別、工夫内容

便所へ行くと ドアを閉めて鍵をかけるが、便所から出る時には鍵をかけたことを忘れてしまい、そのまま

「自動摘過式の凪邑にしたJの使用状況[在 18]

夜間起き出してきて、 風呂に入っていることがあった.一人で風呂に水を入れるが、湯をわかすことやそ

の方法を忘れてしまい、水風呂に入っていた.このため常時お揚がわいている自動漉過式の風Bにした.

([ )文字を使う 工夫、([1)物をまとめる工夫、 (m)対応関係を示す工夫、 (IV) 配置を

利用した工夫、 (V) 行為を他の形で置き換える工夫、(Vl)安全に対する工夫について、

記憶障害の重症度別の傾向を見る。(Vll)帰属的意味を利用した工夫については、第 2章で

詳しく分析 を行う。

出ょうとして出られなくなっていた。このため鍵を取り外した.

([ )文字を使う工夫は、軽度から重度までに見られ、重度になるに従って「様々な情報」

を書くものから、「高齢者の名前Jr物の名前」を苔くものへと 移っていた(図 1.4)。文

q
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表1.4 工夫で相iわれている記憶内容 (3)潜在的な工夫 ー移動性が小さいて夫に関して

工夫 ヨ 捕われている記憶内容

① メモ、カレンダー.手帳 ー今後のスケジューノレ、人の名前 連絡先等

携併の 日記 ー以前の出来事(人の名前を含む)

補助具 小物をまとめて箱や袋に入れた ー小物が置いてある場所

杖に級をつけ、忘れないように平にかけた 持ってきた杖を、持って帰ること

持ち物を準備して、枕元に置いた 今後の干定と、必要な物を持って行くこと

ガスコンロを使っている時は、輪ゴムを手にかけた ガスを使用中であり、最後に消すこと

必要な物は、いつも車精子に乗せていた ー必要な物を持って行くこと

持ち物に全部名前を書いた 持ってきた物を、持って帰ること

@ 風呂の自動助i!II'，禄に、 i晶作方法を書いてH占った ，風呂の自動湯沸器の操作方法

可動 タンスの代わりに脱衣カゴを使った 衣類などの場所

補助具 ストープをヒーターにした .1昆熱機器を安全に取り被う方法

介護者が出かける時に、行き先を書いて貼った 介護者が出かけており、帰ってくること

'ili:諸に?巨話番号を寄いて貼った 電話番号(電話の操作方法)

「積替えましょう Jと日占り紙をした 一朝食前に着替えること

1日の流れを書いて、墜に貼った 1日の流れ

居室に名前や年齢のi!fいた誕生日カード等を飾った ー年齢や今の季節、以前の出来事

③ ガスを消し忘れるため、火災警報機をつけた ーガスを消すこと

固定 ガラス戸にぶつからないように、色テープを貼った ーガラス戸の場所

補助具 物の飽き場所を変えないようにしていた 物の置き場所

エアコンのリモコンを、エアコンに貼り付けた エアコンのリモコンの場所

タンスの引き出しに中身を書いて貼った ータンスの引き出しの中身(収納場所)

食堂の席に名前を占いて貼った 食堂の席の場所

居室の人口に名前を'"いて貼った -居室の場所

夜間、使所の屯気をつけっぱなしにしておいた 一便所の場所

便所のドアに円印を付けた 便所の場所

自動海過式の風呂にした 風呂を沸かすこと、掛;かす方法

ポータプノレトイレに「トイレj と書いて貼った ーポータブノレトイレを使う方法(使いみち)

汚れ物を入れる箱に「汚れ物入れ」と書いた ー箱を{吏う方法(使いみち)

便所までの道すじのドアを|捌け般した ー使所の湯所、便所までの道すじ

家具にぶつかるので笠而収納にした ー家具が出っ張っている場所

ドアを閉め忘れるので、 ドアクローザーをつけた ードアを閉めること

掃き1:1.¥しから落ちるのでテラスをつけた ー転落の危険性がある場所

便所の鎚を取り外した ー便所の鍵の操作方法

使所に7 ツトを敷き、スリッパを使わないようにした・使所のJスリッパを使う方法 (一般的な規則)

さらに、移動性が小さい工夫は"工夫"という形ではなく、ごく自然に記憶補助機能を

その場に埋め込んでしまうことが可能である。設備や居室配置等が持つ"潜在的な工夫"

である。このような"潜在的な工夫"は、③固定補助具で対応している内容について聞き

取りを重ねていく中で散見される。

「一番近い席Jr水槽の隣の机」は食堂の席に名前を貼らなくても、府を識別するのを助

けている。「角の部屋Jrトイレの隣の部屋Jr見える位置にある居室 ・便所jは同じく、工
夫を加えなくても、居室や使所の場所をわかりやすくしている。有効なランドマークを持

ち、目的地が視覚的に確認できる構造が、場所に関する記憶を補っているのである。

「食堂の席の場所」に関する工夫と潜在的な工夫

匡亙食堂の席に名前を書いて貼った[施 4.施 6.施 29施 14，施30]

匪e'Jt，n@下記一一部
「食堂の席の場所」に関する工夫例以外の対応(記憶障苔の遮症度 中等度 .iu度)

在 3，在 4，施 7，筋26 特に席は決まっていない。間違えても問題にならない。

在 7，在 10，在 17.高齢者が食堂へ来ると、介護者が席へ誘導している。特に工夫はしていない。

施 12，施 19，施 25，地 28.スタップが食堂へ誘導している。

在 13.在 16，在 18老人室から食堂へ来て、二重主主こ』置が高齢者の席になっている。 tf宅であり金主主企

主丘、席を覚えている。

M!i 20 .居室から食堂へ来て、二重重と主であり、席を覚えている。

施 2 .大きな水樽の隣の机であり、席を覚えている。

施 22.閉じ部屋の高齢者と一緒に来て、同じ机にそのまま座る

施 27，施 31特になし

(2)工夫が対応する行為 ・エラーの数

「居室の場所」に関する工夫と潜在的な工夫

匡冨居室の入口に名前を書いて貼った[施 2，施 4，施 7，施 19施 2S施 31]

1&(fe'J t，n iI下記一一部
「居室の場所」に関する工夫例以外の対応(記憶障害の重症度 中等度・重度)

在 0，在 4，在 13・長年住んでいる家であり、自分の部屋は覚えている

在 7在 10.在 17.自分の部慮は覚えている。他の告1¥屋へ入ることもあるが問題にならない。

在 16，在 18.家の中を歩き回っているが、 特に工夫はLていない

施 6一生笠宣i星であり、場所を覚えている

施 20 角から 2番目の部屋であり、場所を覚えている。

施 14 併殺病院へ行ったり、スタッフステーションへ行ったりするが、道を教えてもらいながら居室へ

帰ることができる。 トイレの隣の部屋であり、 トイレが見えると居室の場所がわかる.

施 30・食堂から部屋が見えており、場所を覚えている

施 12.施 28.スタッフが居室へ誘導している.

施 22 閉じ居室の高齢者と一緒に部屋へ帰る

施 26，施 27.施設の中を歩き回っているが、特に工夫はしていない。

施 29・食堂ですごすことが多い。特に工夫はしていない

移動性が小さい工夫は、「ガスを消すこと Jr便所の場所」のように、特定の行為 ・エラ

ーに対応する記憶を繍っているこ止が多かった。移動性が大きい工夫で、「今後のスケジュ

ーノレ、人の名前・連絡先等Jr以前の出来事jのように、複数の領域にまたがる記憶内容を

カバーするものが見られるのと逆である。

移動性が小さい工夫は、工夫を使用できる空間的 ・時間的文脈が限られるため、応用性

に乏しいと考えられる。一方で、空間的 ・時間的分脈を、工夫が固定されている状況に依

存できるため、使いこなすための労力を必要とせず、痴呆性高齢者にとって利用しやすい

工夫であるとも言える。
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「便所の場所」に関する工夫と潜在的な工夫

匡亙夜間、使所の電気をつけっぱなしにしておいた[在7，在 13，在 16]

「物の置き場所j に関する工夫と潜在的工夫

匡亘物の置き場所を変えないようにしていた[在且在 9，施 3，施23J

匿亘豆~下記一一部
「物の置き場所j に関する工夫例以外の対応(紀憶障耳の遺症度 。軽度)

在6在 12，施 1，施 9，施 10，施 23 一小物をまとめて箱や袋に入れた

施 11，施 15 必要な物はベッドの上に乗せていた。結果的に、必要な物が円に見える位置にあった

全ての事例で、介護者は婦I除等以外で、高齢~-の物を勝手に触らないようにしていた.

使所までの道寸一じのドアを開け肱した[在 16]

便所のドアに目印をつけた[在 7，施 2]

匿互E互亘下記一一部
r{吏所の場所」に関する工夫例以外の対応(記憶障害の重症度 中等度・草度)

イ主3，在 10，在 17，在 18，施 22，施 31-便所の場所を覚えている

在4，施 25ーオムツを使用しており、便所へ行くことはない

施 4胞 27-日中はスタッフが使所へ誘導している。他の場所で失禁することがあり、便所に貼り紙をし

たが、居室入口から使所が見えない位置にあったため、効果がなかった。
，rガラス戸の場所j に関する工夫と潜夜的工夫
~ ガラス戸にぶつからないように、色テープを貼った[在 6]

匪亙互ヨ下記一一一部

「ガラユ戸の場所」に関する工夫例以外の対応(記憶障害の重痕度 軽度)

在 8，9，12 ・サッシは下半分が〈もりガラスになっている.他はふすま ドアで特に問題はない

胞 1.3，5，8.9.10，11，15，21，23，24-老人保健施設出入口がガラス戸であるが、 l註初から線が入っている列

浴室もガラスは上半分だけである。他はふすま ドアで特に問題はない。

胞 26・日中はスタッアが便所へ誘導している。他の場所で失禁することがあるが、特に工夫はしていな

し、白

施止胞 14，胞 20-A号室砕出ると便所が見え、便所へ行くことができる

施 29 日中は食堂ですごしていることが多く、金主主こ主旦主3立向かいの便所へ行ける。夜間はオムツを

使用している。

施 7，施 12，施 19，1i恒28，施 30 日中はスタップが便所へ誘導している。夜間はオムツを使用 している。

また、在宅と施設では、居住空間の規模や居住期間が異なっている。家庭の「小さな食

卓Jは、それだけで席を識別するのを助けている。「長年住んでいる家j で部屋の場所がわ

かりやすいのはもちろんである。痴呆性高齢者で、長年の生活習慣によって体にしみつい

た記憶(手続き記憶)は残りやすいとされている。これまでの行為パター ンで対応できる

家庭的なしつらえは、痴呆性高齢者が残った記憶を活用するのに役立っと考える。

「器具に付若した操作パネノレj は操作パネノレの紛失を防ぎ、「見える位置にある物Jは物

の場所をわかりやすくするだけでなく、物に気付きやすくし、使用を促している。「くもり

ガラスや線の入ったガラス等jはガラス戸への注意を促しており、「ガスコンロの自動消火

装置J r外側からも外せる鍵J は一般的になった安全装置である。「他の場所と同じ床J は

スリッパの履き替えを省略している。

「ガスを消すこと」に関する工夫と潜伝的工夫

匡亙ガユを消し忘れるため、火災等報機をつけた[在 6J

lif，ït:E é~互亙下記 部

「ガニえを消すことJに関する工夫例以外の対応(記憶陳苔の窓症度 軽度)

在 8 鍋をこがしたことはあるが、コンロが最初から皇監盟主選単位であったため問題にならなかった.

また、家には火災警報機が最初から付いている

在 9 高齢者が調理をすることはない

在 12 ガスコンロを使っている時は、輪ゴムを手にかけた

施 1，3，5，8，9，10、11，15，21、23，24ーガスコンロは皇旦i盟主蓋盛笠であり、普段は元栓を閉めている。
別室の机に埋め込んである形で、ユタッフと一緒の時以外に使うことはない。

また、老人保健施設にはスプリンクラーが付いている.

「リモコンの場所Jに関する工夫と潜在的工夫

匡亙エアコンのリモコンをエアコンに貼り付けた[在 8]

1if，it:Ee'J互亘下記一一一部

「便所の鍵の操作方法Jに関する工夫と潜在的工夫

匡耳使所の鍵をかけて開けられなくなるので、鍵を取り外した[在 1]

匡亙豆王亙下記一一部

「使所の鎚の棟作方法Jに関する工夫例以外の対応(記憶障害の重症度。最盛度)

在 11，施 18，施 36-もともと外側から h聞けられる鍵である

在 5ー今のところ、特に問題ない。工夫はしていない

施 17，施 33，施 35-スタップが使所へ誘導している

在 2，在 14在 15，施 16，施 32，施 M ・オムツ等を使用しており、高齢者が便所へ行くことはない

「リモコンの場所jに閲する工夫例以外の対応(記憶障害の重症度 軽度)

在 6・ストープを使っておりスイッチはストープに付いている。テレピはチャンネノレがテレピに付いて

ヒゑ旧式のものである。

在9・高齢者がテレピやエアコンを操作することはない

在 12 ヒーターはスイッチがヒーターに付いている。テレピは不明。

施 1，3，5，8，9，1仏11，15，21，23，24・高齢者がテレビやエアコンを操作することはない。
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「便所のスリッパを使う方法」に倒する工夫と潜在的工夫

匡亙便所のスリッパのまま歩き回るので、 7 ツトを敷きスリッパを使わないようにした[在5J

匿亙豆亘下記一一部
「便所のスリッパを使う方法Jに隠する工夫例以外の対応(記憶障害の重症度 段重度)

在 1，在 11，在 14，施 17，胞 18，施 33)匝35，施 36.便所の床は他の場所と閉じであり、もともと便所専用スリ

ッパは利用していない

在2，在 15，施 16，施 32，施 34ーオムツ等を使用しており、高齢者が便所へ行くことはない

※工夫例以外の対応が見られなかった 7つの工夫は、省略した.

以上のような"潜イ王的な工夫"は、痴呆性高齢者に補助具を使用するための労力や違和

J惑を感じさせることなく、その状況に応じた記憶を補っていると考えられる。

1.5.記憶障害の重症J支5JIJの傾向 ー記憶補助機能を高める手法

記憶障害の全ての段階(軽度から最重度)で、それぞれ工夫が行われ、物忘れを補うの

に役立っていた。記憶障害の全ての段階で、記憶繍助機能を高める可能性があることがわ

かる。記憶隙筈のif!症度見1)の傾向をまとめ、記憶補助機能を高める手法について考察する。

(1)記憶障害の mliÎ~度目 1) の傾向

記憶障害の重症度によって、工夫内容は異 軽度

なり、軽度から最Z五度になるに従って、工夫
の移動性が大きいもの(①携帯の補助具)か中等度

ら小さいもの(③固定補助具)へ移っていく

傾向が見られた(図 1.3)。

移動性が大きい工夫は、応用性が高い反函、

使いこなすために労力を必要し、記憶障害が

重度になると利用が難しい。 このため、自由

度は低いが、利用が比較的容易な移動性が小

さい工夫へと移っていったと考えられる。

重度

長室度

10 15 
工夫の種類数(個)

図L3重症度別、工夫内容

(1 )文字を使 う工夫、(日)物をまとめる工夫、 (ID) 対応関係を示す工夫、 (rv) 配置を

利用した工夫、(v) 行為を他の形で置き換える工夫、(Vl)安全に対する工夫について、

記憶障害の重症度見IJの傾向を見る。 (VII)帰属的意味を利用した工夫については、第 2章で

詳しく分析を行う。

(1 )文字を使う工夫は、軽度から重度までに見られ、重度になるに従って「様々な情報j

を書くものから、「高齢者の名前Jr物の名前Jを書くものへと移っていた(図 1.4)。文
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字によって椀われる記憶内容が、徐々に狭くなっていくことがわかる。 f高齢者の名前Jr物

の名前J，よ日常的によく使われる単語であり、比較的保たれやすいと考えられる。

(日)物をまとめる工夫は、軽度から中等度までに見られ、「同じ有i類の物をまとめる Jr収

納家具の中身がわかるようにするJが行われていた(陸J1.5)。

「収納家具の中身がわかるようにする Jものは、「同じ種類の物をまとめる jの応用型で

ある。物をまとめる工夫は、多数の物をいくつかに分鎖することで記憶への負担を少なく

するものである。しかし、分類した項目や結果は党えていなければならず、重度になると

利用が難しいと考えられる。

同係の起序を持つ潜在的な工夫として「様具に付着した繰作パネノレJがあげられる。物

をまとめる工夫は、工夫の移動性が小さい場合、記憶補助機能を設備等にあらかじめ備え

ておくことが可能であると考える。

(囚)対応関係を示す工夫は、中等度か ら重度までに見られ、「目的地を特徴づける Jr目

的地が見えるようにする j が行われていた。l泊者よりも後者の方がより重度に対応してい

た(図 1.6)0 r目的地生特徴づける j は、記憶を必要とするものの選択肢の一つを際だた

せ、識月Ijを助けている。「目的地が見えるようにするJは、選択肢を見える形で提示するこ

とで、思い出す作業を確認する作業へ変えている。記憶障害が重度になっても利用できる

工夫であることがわかる。

図 1.4 文字を使った工夫
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図 1.5 物をまとめる工夫
当する。場所の配賃金変えないことで、痴呆性高齢者が残った記憶を活用することを助け

ていると考えられる。

これらの潜在的工夫と合わせて考えると、配置を利用した工夫は、軽度から重度までに

対応している。記憶障害が重度になっても利用できる工夫であると考えられる。

宮司都轄

の邸担E

軽度

任務:::i'iO滞隅h具 ②可障肺jlil!lJ具 @酒量当御J具

トタンス叫廿つり同胞主力どを使dた、、

I JjJ(和啄具の中身梢訪れるようt:とする|

一 エアロジの日号泣ジを、、、
，_ --.-，r物をまとめて箱鴨川ペ | エ7~:/i鳴り付侃 J

¥<!J物をまUとめτ キ収入れ7司 L 
一一一ーム「向じ程勝明時EまとめるL トタンスの引き出Uこ中身を部マ¥

I¥F占った

(V)行為を他の形で置き換える工夫は、軽度から最近度までに見られ、重度になるに従

って「手がかりを動作に組み込むJr行為を一連の動作に組み込む」ものから、f介護者が

代行できるようにするJもの、「設備等で代行するJへ移っていた(図 1.8)。前 2者は移

動性が高く自由度が高い反面、使いこなすために労力が必要である ため、記憶障害が重度

になると利用が難しくかったと考えられる。設備等の補助機能を組み合わせることで、 よ

り重度に対応する工夫が可能であると考えられる。

中等1lf.

盟主

政E披 図1.7 配置を利用した工夫

図 1.6 対応関係を示す工夫

官官官市宰喜

の重症度
任携帯例iljljtJ具 ②可動槻h具 ③政協1再h具

間割蛸 q籾抑制J具 ②可酬明h具 ③習制砂漠

の宜括;度

経IJr

中等度 | 目的地を特徴dする|

"、一哩阻一ll:q).入ん日一号噴き争哨r.てd鄭dヂな¥ ' 、B 

しにしておいた

抱E 世'i'JrIO::行くのに迷うため、{野晋まで
の遊すじのドケを開117放した
初UJ，1賠折町電気をつけっぱなしに ，
、、、し、ておいた ・

政直主 |面孤軍おおけるi

軽度 1 ， 持ち物全車備して、枕元に蹴しザヒ1

|目立寸部W~置く|

.1/IJOX置き噺植え加、ように :
¥ していた

|i泣き場所を変えない |

慨
一
鯨
一
雌

図 1.8 行為を他の形で置き換える工夫

~可蜘1勅具 ③E創1再h具宮司静藍喜

の監症度
G携帯の有liJ!iJ具

工夫の移動性が小さいため、多くの潜在的工夫が見られる。「一番近い席Jr角の部屋Jrト
イレの隣の部屋」などは、目的地を特徴づけることにあたり、「見える位置にある居室 ・便

所」などは目的地を見える形にすることにあたる。これらは、記憶補助機能をあらかじめ

居室配置などに捜め込んだものであり、 (VI)配置を利用した工夫へつながるものである。

4'i'JJr 1，'ガヌコンロを使ってしも剛主輪コムJ、
¥伊こ附ヒ ー Jイ三J'-;?;かりを鮒制改週み迎sl

杖l識をつけ、封印、ように訴さ4、
| 州北 |¥ 

中ザ|、 コツすよどの印刷吋 I，E偽恒例附都世fl
、J主主吋可こ乗せていた --'1 

(1V)配置を利用した工夫は、 f目立つ位置に置く j ものと「置き場所を変えなしリものが

行われていた(図 1.7)。これらは小物 ・家具に対する工夫であるが、(凹)対応関係を示

す潜在的な工夫と共通する部分がある。居室配置などに配慮して、目的地を特徴づけたり 、

目的地を見える形にすることは、「目立つ位置に置く」ことに相当する。目立つ位置に置く

ことで、高齢者の行為を思い出させ、利用を促していると考えられる。

さらに、潜在的な工夫である「長年住んでいる家」は、場所の配置を変えないことに相

臨 |¥t:'i!明1::全腕前を郵;ち

最箪度

， 一一一一一主τ-
" 、

|甜梓で附子する L↑トアを閉め却もる町で、ドアクロー¥
: I←を廿t1ヒ ; 
リ・慨rrのスリソノミのまま歩き回るのて、 ;
、lマソトを数き、スリソパを使わ加、よ'
、主にした
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(V1 )安全に対する工夫は、軽度から最重度で見られ、「事故発生を知らせる」もの、「注

怠を促す」もの、「間違っても事故につながらないように準備するJもの、 f危険物を取り

除く」ものが見られた(図 1.9)。工夫は、軽度から最重度までに対応しており、全ての段

階で可能であることがわかる。

仁夫の移動性が小さく、潜在的な工夫が見られる。「くもりガラスや線の入ったガラス j

はガラス戸を目立たせて注意を促しており、「ガスコンロの自動消火装置Jr外側からも外

せる鍵」は間違っても工事故につながらないようにしていると考えられる。

図 1.9 安全に対する工夫

記聞艇事

の鼠症度

軽度

q腕 i干の柵J具 ②可葺桝勘兵 。酒割問h具

lペガスを消しEれるため、火災普通『、、

|司明性を知らせる Jt・B望台lナた ， 

I.---;Ifラス戸』ヰつからないよう I~ご、
同諸制定す、、J主テープを貼った / 

中等度 . 1 -<二一ブをけ-I~ltc 卜一一一
耳lJJr l¥叱ー均トタ4 は |自蜘i蜘阻こー¥¥

肢由主 111腿引、 事矧吋呼幼lこつ淵f制掛肌劫訓州王も胸ら枕凶なωb、よMヲ問哨均鮒将宵禍→五引孔&引札lし-L:狩山落ち町ラ小イ
一---‘-|畑俊助を取り除く|卜'ゑ鳥羽つ同町司副酬にした、

工夫の支l庖者lよ重度になるに従って、高齢

者から介護者へ移っていた(図 1.10)。特に、

中等度が高齢者から介護者へ移行する移行路1

にあたり、工夫実施を周囲が援助するように

なっていくことがわかる。

記憶障害が軽い聞は、工夫の考案 ・利用が

高齢者にまかされているわけだが、本来、 居

住環境は、早い段階から進行に備えた配慮を

行い、その後、使い続けていくことが望まし

い。このことから、軽度を含め、全ての段階

において、工夫実施を援助していく可能性が

考えられる。

軽度

中等度

重度

Jrt:重度
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、尽り外した J 

戸工ここ羊苧舎子--ー一一;
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工夫実施者延べ人数(人)

図1.10重症度別、工夫の実施者

(2)記憶補助機能を高める手法

記憶障害の重症J支別に、記憶制iWJ機能を高める手法をまとめると図 1.11の通りである。

文字を使う工夫

物をまとめる工夫

行為を他の形で置き
換える工夫

安全に対する工夫

軽 記憶障害の程度 最重

様々な情報を書く一一一一一一→
←高齢者の名前を書く・物の名前を苫く一歩

目的地を特徴づける一一一一+
十一一一目的地が見えるようにする 一一一→
置き場所 (配置)を変えなし、 工

手がかりなどを動作に組み込む一→
十一介護者が代行できる形にする ・設備等で代行する

事故発生を知らせる ・注意を促す・事故につながらなし叫勾前 ・危険物を取り除く

図 1.11 記憶補助機能をおめる手法

記憶障害が軽度であれば、移動性の高い工夫を多傑な行為・エラーに対応して準備する

ことができると考える。メモ、日記、手帳等の比較的複雑な補助具については、ホワイ ト

ボードやカレンダーを活用するなど、移動性を少し落として、周囲の手助けが得られるよ

うな配慮が必要である。

記憶障害が進むと、個々の行為 ・エラーに対応して移動性の低い工夫を選択すると共に、

痴呆性高齢者の負担を少なくする配慮が必要である。手がかりは間接的なもの(OiJ 特徴

づけ)よりも、直接的なもの(例・見えるようにする)の方が良く、見えるようにする工

夫は、痴呆性高齢者の注意を引き、使用を促すためにも効果的であると考える。

さらに記憶障害が進んだ場合、物をまとめる工夫をそれだけで活用することは難しくな

り、文字を使った工夫にも高齢者や物の名前だけにする配慮が必要になる。置き場所を変

えないことは、記憶障害が重度になっても有効であり、一連の動作の中で、記憶に負担を

かける部分を設備等で代行することができる。

記憶障害の全ての段階において、安全対策は重要である。工夫の移動性が低いため、設

備や居室配置などに安全に配慮した機能を埋め込んでおくべきであると考える。
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資料 リバーミード記憶のチェックリスト

A物忘れ (1)同 Hま?は2-3目前に言われて.覚えているべきこと色忘れたか

(2)なにかを世いた場所を忘れたか、あるいは付近で物をなくしたか

(3)物がいつもある所を忘れたか、あるいは間違った場所を使したか

(4)あることが起きたとき、例えば昨日だったか先週だったかを忘れたか

(5)持ってきたものを官ihたか、あるし、は物を置き忘れてとりに戻らなくてはならなかったか

(6)しようとしていると書ったことをやり忘れたか

(7) ，)Ij日に行ったことの要点を忘れたか

(8)日常的な FIWIの要点を忘れたか

(9)日常的な下町Iの変更を忘れたか

(10)以前に会ったことのある人の名を忘れたか

B会話に (1)市要でないか、または無関係な出来事についてとりとめのない話をしたか
おいて

(2)"'舌の先まで" I甘ていて、~~つてはいるが完全に f;t.'智い出せない言葉があったか

(3)誰かの菖ったことの要点を取り違えたか

(4)以前にも話したことのある物符や冗談世話したか

(5)既に言ったことを忘れ、おそらく今言ったばかりのことを繰り返したり、あるいは"自分は
何について話をしていたのかワリと言ったことがあるか

c動作 (1)新しい技術を覚えることが図鑑である、例えばゲームをしたり、新製品の扱いを覚えること

(2)しようとしていたことをやり終えたか否かを確かめる

(3)旅行中、あるいは以前に行ったことのある建物の中で述干になる

(4)はじめにやりかけていたことを、ほかの何かに気をそらされて忘れる

該当する項目数

該当する項目数 0-4項目 軽度、 5-9項目 中等度、 10-14項目 重度、 15項目以上最盛度とした.
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~~ 2 ;;'I~ 包t Æ!lされた 11\ -*， '1; の文脈 と Fがかり {史川 lω何llI'1

2. ¥.11 (f.J 

1~î 5tげl 州日í'ì-X--:-~ 11\J 凶少なりベ i い J~ jJrω パメ、市 :-I\'ll ろ L ビソー ド ι lCi-'.::取~， 1 : r、.';LJ，
起の手がヵ、りとしての J，'HU決tQl:検討一jる

2.2調1i.槻 B担

(1)，淵ft}j i1. 
痴~~件 (.:j 齢.{fと 、.t人保健施設の居宅において日出会おを行った 主人保在J!hill殺の居宅

で務室を行った理由 Lt、調査場耐の条件をおお上モ統 --jるためごあろ 本研究~ t、rJ11 
会話で手がかりとして利!ijされたjt;jllljの3、JV十小物な Y 企分析のおt[{tと Lている 洲 1E~~)j 
ouの条j'I:;1;~~なるレ、 fがかり刀!史 JIJitii fî，]~， ~: /i; V，¥ i~ ;:， Iff iたfI!Jミもり、今[If[I L I，Y， j;'， 1 ょ

の条内ん.t' - t 人 f~:jilPkl i1:り'1 1，'- シ ー (， t.: "u，:， ，fu .'，条件が列なっ亡おり、(!'-(:必前

右につい、，~今後凋ti.が必安ごある

老人保健施設 の}，I; 主 :t 令て」人庁11 h.，で 、 ベッド 、 W ~flfl 、タンスがあらかじめ j日立され
ている それ以外;こ家 H- を持ら込んでいるも ω~.t少なく、民政令、々ンスに弘物全人れて

いる へソド同りの飾り付げは13かであり、 'II~!.-、ぬいぐろみ、，:":; ~命名が 11・った r.::.. 作 111

などが LÍ" I~ かれていることが多いいよよ'1 2.1) パノレコニーー企.iI.!iして 111t>:iI H~l ;;l h:比えていた

千二fヰiI上秋であった

調1i.U:'1-1去の紐i設プ 12グラムがない時Hlj，m;に行った 会活nf少しお話合させていただ
いて上ろしいですかj というように始め、対象右が臼発的に話を版関していく仁うに促し

た 調1'i11年Imlよモれぞれ個別に 2--4時間であった。 時Ililにばらつきがあるのlよ、 ・定lI)

v切りがつくまで会話企続けたためである

'ゲ 1'~ 2.1 ，1I1.l 11:場 1!Ji 主人保健施ぷのltl;'.主(骨iJ)
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研究布一 ii~ 人保健胞訟の Jスタクア(Jl!l学 ，J;ilt i:) であり、対象省と面識がある&自由会

~r /)' tデ うI/-(以!l-Jろにあたうて、出後占有 liIl後f丁為自体が対象右にとって非日常的な
L山ごめると、〆ータがx態泊‘ら泊、:n維れたものになヮてし上う危険性がある この点で、
研究-I'i':1二I.l主で泊'，>対象ィ汗と H常生i2;tUrlllで会おを繰り返しており、おお上そ日常的fJ.

会話.!:hlllllかぷi.lーできたと巧える 方、脆i設スタ γアである研究有の立場が、i'l仕1な会話

M/井11:-妨げ、データに影響ナろことが巧えられる しかし、文lがγ 自由会話l上庖段プ(1グ

シム:こ限ら j・、{若々に肱iI井!されており、会話企データとして矧いることに支隊はないと判

lけした 研究名一i1 u'{ 後ケアに挽υる介護職nではなく 、対象-r，-ω受け止めJJI上比較的おお
ら泊亀なら山ごあったと Jうえる 上た、 rfJi慢にあたって 、対象有ーの既知!"L¥が薄く、対象省ーの

対応1こ合わせご初先luii(/)仁うに後ナることらあヮた

会 I~I~ ~ t、対象自及び攻、hi.・介泌職只(/)(/Ai"l'iて、テープに録f干した 対象者が利用し

と手がかりは、モの1'l111.支メモした 下がカ‘りは、写具や装飾品など、形があるものだけで

なく、人似やもjし、を合め、両後-Ifも五J惑で感じることができたものとした 手がかりの平1)

111 i t、対象-I'iの1JIlilJや似線のdVJき、話題の展開 ・文脈上のつながりなどから総合的に判断

した T がかりやぶの内総がわかりにくい場合は、話の展開会妨げない程度に、同 じ話を

繰り返し、対象-/tから倣認した

調1i終(1去、テープから過去から現{主に干る tlj 米 'l~ に関する 'l~ 1111 を~;Lt き出し、利用した

Fがカ‘りと介わせた テープに11対象有一;こ特定ωパい回しゃiIillぷ現、広味のあ耳、 i，t11'，、
必題v')1l:史・ 1"りなどがfr";1:.れるため、これら企芯訳して九き tI~した 会話カ‘らデータを

収集ナろ訓1't 研究でi1、デーータ(/)精度合 1:げるため、テープから 主き出した事柄を対象

行;ニ li，j~ んごもらい、戸、lW・i"{i{rねしたり、コメントを付け加えてもらう作業が行われること

がちる し h‘し、本研究では倒~性高齢-Ifi: 対象としているため、対象主自身に政認全取

ることは|村正主であった このため、書き出した、)~柄が実態とかけ離れたものにならない仁

示、デ』ーがに研究斤が判断した珂一白など4左足述し、さらに、こ』し主でに研究有が対象-/fと

11常化爪J幼lf1iにおいて会照会繰り返してきた記録とつき合わせてれ，立与さを Eき))[1えた

氾1起内'件u、芭人保(ばJ血設の介必職員 ・ケースワーカーと共に、実際の出来事と照合し
，こ FI~I な，'.\:l 、 自/l、家政に/gjV、合わせた

(2)対象百

対象イ庁 ~J 、 主人保健)庖設 ~JtfJli に 2 ヶ月以 iょ入所しており、会話が可能である症であっ

た 芭人保MJ;血ぷlこは扮lij止似があるが、痴呆協は小物などの持ち込みに制限があるため、

一般機入所-I'iに限った。 主た、入所直後で生活が務ち着かない中では、周囲の家具や小物

なと企利HIして充分に話を以降iできないため、 2ヶ月以上入所している者に限った

会Jlilt、話しかけに応じることができれば良く、つじつまが合っているかどうかや、同

じ訴の繰りjQ;しは間わなかった p 会話を嫌がらない右を選んだため、全員友性であった

対象名ーの)t;本以!陀UJA2.1 (/)jJf!りである

痴呆の疑い 9名、軽度痴呆 13名、中等度痴呆 15名、重度痴呆 3名であった。記憶隊'8

:t粍皮 14*今、中等度 11名、 ifif支 10名、最近皮 5名であった ;己憶障害はリバーミード

，ie't昔、<l)チ E ックリストをiIlいて評価した(第!な 資料参照)

以内(/)移動:1 8名が'1'椅{i"使用しており、 3名:ニ{可うかの介助が必要であった
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jX 2.1 対象有基本属性

盆樽令 λEliWllO 痴呆蜜躍 配獅宮古の Eヂ明耳鍬IJ 年齢 λm開1"痴呆WiE度 1噛輔の 局ム叔糊h

'1 iJ~泡E ・2 方法 '1 E滋'JJC・2 方法

1 1 86歳 2ヶ月 痴呆¢跡、 2項目、側主 >1l椅子介助 211 88歳 5ヶ月 中古有抱蔵品 7項目、特渡 品開)fJJJ

2184銭 3ヶ月 事1鈎昆呆 3項目、館主 話再干自立 221 71~ 2ヶ月 司吻鰍保 8項目、ヰ哩液 歩行自立

3172歳 2ヶ月 砲廻延長 4項目、昭宜 8可刊T勃 231 75持 3ヶ月 中叩狙蔵l~ 8項目、中望者![車降材開

4169歳 8ヶ月 鈎麹起草 4項円、軽度 8珂ザ)fJJJ 241 80歳 11ゥ月 簡劃Ii~長 5項目、ヰ増田E市精子自立

5174歳 11ヶ月 痴呆¢粉、 2項目、極主 ifjff自立 251 72識 7ヶ月 髄抱鰐長 5項目、中執E樹?自立

6185歳 2ヶ月 痴呆の駒、 2項目、簡主 掛奇子自立 261 82歳 9ヶ月 盟設痴呆 11項目、 1匙藍 指す自立

7183歳 4ヶ月 痴呆城島、 2項目、砲責 歩行自立 271 80歳 4ヶ月 中鶏怨迩呆 11項目、盟主 車精子自立

8188歳 3ヶ月 痴呆ι跡、 4項目、崎重 折T自立 281 79様 8ヶ月 中期麹海呆 11項目、盟主 樹新効
9182最 2ヶ月 痴呆江高島、 2項目、問主 樹子自立 291 84歳 10ヶ月 中型再現起草 12項目、重度 者珂7自立

10177歳 8ヶ月 読勝味主今、 3項目、崎支 桝す自立 30183歳 3ヶ月 中期抱E保 12項目、鼠度 歩行自立

111 82歳 6ヶ月 演深江草正い 4項目、鱈宜 五ifi'自立 31187綾 4ゥ月 中期目百保 10項目、 E渡 4鞠子自立

121 88歳 9ヶ月 軽度第深 2項目、組支 若耳鳴立 32181 歳 2ヶ月 司，等主犯荘 14項同、車宜 当珂7自立

131 88歳 6ヶ月 髄盟結長 4項目、輸主 指予自立 33185歳 2ヶ月 ヰ喝却眠 11項目、血E 樹T自立

14169歳 8ヶ月 僻死者晶、 3項目、崎重 車務子自立 34185議 2ヶ月 ヰ抑却眠 12項目、盛度 』併す自立

151 82歳 5ク月 経関車呆

S項民 キキキ呼付n句得喝帯綿擁鵠を夜裏良

話珂T自立 351 82銭 3ヶ月 中鞠眠 13項目、頭皮 卵子自立

161 81 歳 4ヶ月 館第艇長 5項目、 !Ji'1'i自立 36191成 5ク月 直臨己主

17 項項頃項事鼠目回目民、!是佐雌島岨甜醐副凪g 

t併す自立

171 83載 9ヶ月 崎努起草 B項目、 五珂T自立 371920量 2ヶ月 重副題呆 17 当耳干自立

181 80歳 7ヶ月 軽館高呆 5項目、 湖沼立 38180歳 3ヶ月 中等強痴呆 15 現珂T自立

19173歳 10ヶ月 軽謹務自民 6項目、 耳輪子自立 39176歳 2ヶ月 ヰ時智主痴呆 15 現珂T自立

201 82歳 2ヶ月 間短怠呆 5項目、 五珂苛H閉] 40/84.~ 2ヶ月 ヰ崎直拠品 17 当珂T自立

円CDR司臨勺リパーミート泊蜘チェックM ト窃附l

(3)分析方法

手がかりを下記の 10項目に分類した。

手がかりは、ベッドに座っているという状況から「自分は病人だj と言う、周聞にあま

り物がないという状況から「泥俸に入られたJと言うなど、現在の状況が手がかりになっ

ていることがある。この時は、前者のように雨齢者自身の状況をさしている場合を⑥高齢

者、後者のように周囲の状況をさしている場合を④家具とした。

①写真

②装飾品

③生活用品

@家具

⑤景色 ・天候 ・季節

⑤高齢宿自身

⑦面接者

制龍員や他の高齢者

⑨音 ・匂い

⑬その他
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想起内容を下記の lO項目に分類した。 このことから、①~@の複合関係、出来事相互の関連性や現在へのつながりを含めて、

間違いの起こり β を分析した。

①生い立ち

②家族

③昔の職業

@丙気

⑤施設入所の経緯

⑥施設のプログラム

⑦歳近の天候

⑧1隊員や他の高齢者

⑨習慣や好み

⑬その他

最後に記憶障害の重症度月IJの傾向をまとめ、出来事を想起させる環皮について考察した。

2.3.手がかりと想起内容
手がかりと想組内容の関係は、手がかりから話が始まるとは限らず、 話の途中で手がか

りを使って話を広げていくといった形が良く見られた。また、 1つの手がか りから、話は

幾屯にも展開されていた。このため、会話の中の時間的な前後関係 ・時点の一致ではなく、

文脈上のつながりから、手がかりと怨起内容の関係を捉えた(例 2.])。

利用された手がかりは表 2.2のとおりである。「装飾品Jr景色 ・天候 ・季節Jr高齢者
自身Jr職員や他の高齢者j などが多く利用されていた。想起された内容は表 2.3のとお

りである。家族、病気、職員や他の高齢者などについて、話す者が多かった。

表2.2 利用された手がかり例2.1 手がかりと想起内容の捉え方

12345678910 11121314151v6fE1例71番81号92~ 2 12223242~ 262728293~ 3 1 3233343~ 3637383940 

写義生鞘紫聡沓そ関酎真飾活色の員猪品用宅匂他唱品天い自候身の 広

x x 
且 xx x x x x x x x x x x x x 

・季節

x x x x x x x 
x x x x 
x x x x x x x x x x x 

x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x且
x x x 

高齢者 x x x x x x x x x x x x x x x x x 
x x 
x x x x x 

「昔、歌が好きでよくラジオを聞いていたが、ここにはラジオがなし、」という誌をしており、家族がこの

前、面会に来た( がラジオを持ってこなかった)話になった。

床頭台の上にあった金と三丞金を見せて、丞主豊2エ主主と話し、床頭台の引き出しに入っていt写真を

取りだした。写真は、老人保健施設の行事時に、家肢と一緒に撮したもので、?宅某を見せて客I*.~紹ー方:をし
た。その後、話は行事時にもらったカードに移った。

(下線部 J 愉しぐるみ」と「孫」 てきたJ話が対応してしると初

手がかり「装飾品J→想起内容「家族」である

(下線部一一一 写真」と「家族の紹介Jが対応していると考える

手がかり「写真J→想起内容「家族」である

xは該当する項目を示す
表2.3 想起内容

1 2 3 4 5， 6 7 8 910 ， 1112131415 1事617例1番819号20 2122232425 2627282930 31323334350 3637383940 

病亀撞ー生寄母聞そ昔脇蔵訟f気いのの醐入や他立のの所天榊プちの候のロ鑑時グ識ラ危ム 且 足

x x x x x 
x x x x x x x x x x x 

x x x 
x x x x x x x x x x x x 
且 X .l X x x x x x x x x x x x x 

x x x x x x x x x x x x x 
x x x x x x x x x x 
x x x x x x x x x x x x 

x x x x 
x x x x x x 

想起内容は、少なからず現実とは異なった事柄を含んでいた。このような間違いを、下

記の 4点から捉えた。

①欠損出来事内容の一部が、思いだそうとしても思い出せない

②修正話の部が事実と異なる

③短縮昔の出来事を、現t:Eや最近のように話す

@合成複数の異なった時点、の出来事を、区即位ずに混ぜて話f xは該当する項目を示す

(1)手がかり「写真Jr装飾品j
①と②は出来事内容の間違いであり、③と④は時間制l上の位置づけの間違いである。

既往研究において、記憶障害による想起の間違いは、出来事内容の不正確さと、時間軸

上の位置づけの不明瞭さを含んでおり、両者が関係して生じていることが報告されている

山、ヘまた、想起の問遣いは、記憶が保たれている部分(昔の記憶)と失われた部分(最

近の記憶)の境界で起こりやすく、失われた部分の文脈を補うために出来事相互の関連性

が変化することが報告されているほ3)

写真は、家族の写真、遺影、廠設行事の写真などを手がかりにして、「家族Jr施設入所

の経緯Jr施設のプログラムJに関する事柄が話された。家族の話をしている時に、家族を

詳しく紹介するために写真を使ったり、話が途切れた時に話題を提供するために、写真を

使ったりする様子が見られた。写真は床頭台の上に飾られているものだけでなく、引き出

しから意図的に持ち出して使われていた。
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装飾品は、ぬいぐるみ、花、誕生日カード、高齢者自身が作った貼り紙 ・折り紙などを

手がかりにして、「家族Jr普の職業Jr病気Jr胞設入所の経緯Jr施設のプログラムJr職

員や他の高齢者Jr有償や好みJに関する事柄が話された。装飾品の多くは、ベッド周囲に

飾つであるため、自然に目に入って話題になっていた。装飾品をくれた人を紹介したり、

作った時の状況を話したり、見た目で感想を言ったりしていた。

一部を紹介する。

事例 1 手がかり「写工{Jr装飾品J 想起内容 「家族」

rtf、歌が好きでよくラジオを聞いていたが、ここにはラジオがないJという話をしており、家族がこの

前、面会に来た( がラジオを持ってこなかった)話になった。

床頭台の上にあったぬいぐるみを見せて、孫が持ってきたと話し、床ilJl台の引き出 Lに入っていた写真を

取りだした。:与点は、主人保健施設の行事時に、家族と一緒に嫁したもので、写真を見せて家族の紹介をし

た。その後、話は行r.:時にもらったカードに移った。

事例 I6 手がかり「写真J 想起内容「家族J

而接者が穏を聞かせてくれるように頼むと、自分の生年月日と住所を言い、家族構成を説明し始めた。

設初は名前と続柄、職業などが言えていたが、途中で名前が出てこない人がいて、床頭台から色紙を取り出

した。 色紙には寄せ書きが占いであり、写真が貼られていた。色紙は家族からのもののようで、名前と写真

を確認しながら、もう一度、家族構成を説明し始めた。

話は、夫が早〈亡くなり、仕事をしながら子育てをしたことへ続いていった。

事例 24 手がかり「装飾品J 惣起内容 「家族」

外泊の時の符をしていた。外泊では家族が皆、集まって一緒に食事をしたとを話し、タンスの上に立てて

あったカードを指さして、「あれは係がくれた」とさい、孫の話を始めた。

話は、それぞれの家族の紹介へと続いた@

事例 18 手がかり「装飾品j 想起内容 「施設のプログラムJ

身障手帳の話をしていて、手帳を探そうと床頭台の引き出しをあけたところ、施設のサークノレで作った折

り紙が出てきた。面接者がのぞき込むと、「嫌やと言うのに、誘われて j とサークノレに行っていた時の話を

始めた。 00さんは上手だが、なかなか閉じようにはできないとか、結局、先生に仕上げをしてもらったと

か、この細かい所が難しいとか、いろいろな誌が出てきた。

話は、以前いた病院で作ったカパンの諾へと続いた。

事例 17 手がかり「装飾品」 想起内容「施設のプログラムJ

タンスの上に草花が飾ってあった.面接者が見ていることに気づいたようで、高齢者が職員と一緒に花を

つみに行った話を始めた。自舌は花の種類に続き、花の種類に詳しい人がいる話へと移った。
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(2)手がかり「生活用品j

手提げ袋、時計、カレンダ一、日記、メモ、薬、タオノレ、コップなどを手がかりにして、

I生い立ちJr家族Jr昔の織業Jr病気Jr施設入所の経緯Jr施設のプログラムJr職員や

他の高齢者Jr習慣や好み」に関する事柄が話された。
時間を確認するために時計を見るなど、話の途中で生活用品を使ってそのまま話題にな

ったり、病気の話をしていて薬を取り出すなど、話を詳しく説明するために生活用品を使

ったりする様子が見られた。生活用品を使うことで、話は広がり、時計を見て目が見えに

くくなった話になったり、薬を取り出して飲むときに薬をこぼす話になったりしていた。

話の内容は多岐にわたり、生活用品を手に入れた時の様子、購入した理由、使用方法や形

状、使いやすさ、使っていた時の失敗談、以前に使っていた生活用品の説明、生活用品の

好みなどであった。

一部を紹介する。

事例 30 手がかり 「生活用品j 忽起内容「家族j

「これ見てj と座っていた押し車を指さし、「これは00さんがくれたのJ(長兇の名前)と家践の話を

始めた。その後、押し車の使い心地や柄の話へと続き、「なくさないように名前が書いてあるJと荷物入れ

の蓋の裏を見せたところで、「これは00さんがくれたの」と最初に戻った。

その後、家族の話から「なくさないように名前が書いである」までの務を、もう一度繰り返した.

事例 6 手がかり 「生活用品;¥!J，起内容 「施設入所の経緯j

自宅で介護していた娘が入院し、自分は施設に入所した話をしていた。パタパクして入所したため、当初、

必要な物がなく、施設の物を倍。ていたと言い、スリッパを指さした。

入所当初、履き物がなく、施設で大きな靴を借りていたが大きすぎて、売J苫で皆と同じように上靴を買っ

たが、靴を履く習慣がなかったため、なんとなく気持ちが惑かった。その後、家旗がスリッパを持ってきた

が、すぐに脱げてしまうため、スタッフがゴムをつけてくれたと話した.

話は、 度スリッパを落としてきて探したことへと続いた。

事例2 手がかり f生活用品J 想起内容「病気J

家族の話をしていたが、ふと床頭台の上にあった時計を見て、時間を確認した。その後、「時軒の針が見

えにくし、Jと言い、目がかすみやすくなった話をした。話は、若い頃は元気だった話に続いた.

事伊IJ4 手がかり f生活用品」 怨起内容 「施設入所の経緯」

ベッド績に段ボーノレ箱が積み上がっている状況で、荷物が増えていく話をし、以前 人暮らしだったが、

一人暮らしが難しくなったため施設に入所した話をした。その後、病院や胞設を転々とした話へと続き、病

院の医者と家族が知り合いであったことから、家肢の話へ移った。

-41-



事例 14 手がかり 「生活用品J 惣起内容 f好みJ

車精子のブレーキが甘くなり、見てもらっているがなかなか直らない話をしていた。車崎干のプレーキを

見せながら話を Lていたが、ふと車精子にかかっている手提げ袋を見て、「そうそう、これね Jと、 他の高

齢者が持っていた手提げ袋をほめたところ、その高齢者の家族が同じ物を作ってき亡くれた話をした。

手提げ袋の柄や仕上げ方について、しばらくおは続き、「こんな物が作れるんだねえ」と、自分は不器用で

学校の裁縫の時間にも苦労した話へと移った。

(3)手がかり「家具J

小物を入れているかご、タンス、ふとん、床頭台、ベッドなどを手がかりにして 、「家族J

I病気Jr職員や他の高齢者Jr習慣や好みJに関する事柄が話された。

家具は、高齢者が現在おかれている状況を説明するために使われることが多かった。ベ

ッドに座っていることから、自分は病人であると話したり、周りにあまり物がないことか

ら、泥棟に入 られたと話したりして いた。

タンスの一部が綴れていたり、ふとんが外に干してあるというような、家具が通常と異

なった状況にある場合は、その状況を手がかりにして話が始まることもあった。以前にタ

ンスを直したことや、ふとんの綿を入れ直したことが話された。

- :'fI¥を紹介寸る。

事例 38 手がかり「家具J 想起内容「家族J

商接者が尋ねたことには答えるが、あまり自分から話をしなかった。

面接者が何をしているのか尋ねたところ、居室内にパッドが並んでいるのを見て、「自分は管理人だ」と

言った。自分は一人暮らしで、ここを管理するために、 1年前に移り住んだと話した。

その後、居室にスタッ 7が入ってきたため、話はスタジ 7へと移った。

事例 28 手がかり f家具」 想起内容「家族J

「寒し、から上着が欲しし、Jときわれ、面接者が上着を探そうとタンスを見たところ、タンスの取っ手が片

方取れていた。高齢者も気づいたようで「直せばいいのになあ J と言い、直す方法を説明し始めた。面倭

者が日曜大工の経験を尋ねると、「仕事ではないけれど、父親がそんなこともしていたJと話していた。

その後、高齢者は、直す方法を手真似して繰り返した。

事例 32 手がかり「家具J 想起内容「その他J

面接者が r，、かがですか」と尋ねたところ、周りにあまり物がないという状況から、 「泥棒に入られた」と

話した(そのような事実はなU、)0 r晩に被こそぎ持って行かれたj と繰り返した。

その話をしていた時に、|司じ部屋の高齢者が廊下に出ていったため、「あいつが泥棒やJと言い始めた。

面接者が「大変ですね」と言ったところ、「みんな良くしてくれるのでJと話が変わり、家主主の話へ移っ

ていった。
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(4)手がかり「長色・天候・季節J

外の風景、天気、温度、明るさなどを手がかりにして、「生い立ちJr家族Jr昔の職業」
「病気Jr施設入所の経緯Jr胞訟のプログラムJr最近の天候Jr職員や他の高齢者Jr習慣

や好みJに関する事柄が話された。

話が途切れた時に天気や季節の話になったり、牛い立ちゃf干の職業などを詳しく説明す

るために風景を使ったり、病気や施設入所の経緯などの時期を説明するために季節を使っ

たりする様子が見られた。景色 ・天候 ・季節は現況について感慰金言ったとしても、その

話だけに終わることは少なく、同じ様な景色 ・天候 ・季節の中で起こった出来事の話にな

ったり 、これらの移り変わりから高齢者自身や他の移り変わる出来事を回怨したり将来を

展望した話になっていた。

一部を紹介する。

事伊13 手がかり「天候j 想起内容「最近の天候j r病気」

施設のプログラムの話をしていたが、話がひとくぎりついたところで、天気の揺を始めた。

外は雨が降っており、「最近は夜、寒し、Jという話をし、 トイレが近くなった話へ移った。夜間、 トイレN

行くのは大変であり、 一度トイレで伎座から落ちた話をした。

事例 31 手がかり「面接者jr天候J 想起内容 f般近の天候j

面接者を近づいてきたのを見て「あんたどこ行って来たの」と言い、「みなさん元気。 Jなどと何気ない

話をしていた。ふと面接者の服装を見て「あんた寒いのにj と、天候の穏になった。「また雨が降るかもし

れなし、から、用意して出かけないと」と話していた。

事例 19 手がかり「天候」 想起内容 「最近の天候」

「施設の行事が良い天気でよかったIという誌から、「今日はくもっている j r股近、ずっと天気が悪いJ

と話し出した。話は「天気が惑いと、どこへも行けないj r仕事にならなし、」と続いていた。

事例 20 手がかり「天候J 想起内容「病気」

「腰が痛し、Jと話していた。その日はくもりで、「こんな天気の日は、よけいに痛い」と、腰痛が良くな

った り、悪くなったりしている話を続けた。

話は、腰痛治療のために通っているリハビリで、よく出会う高齢者のことへ移っていた。

事例 11 手がかり「外の景色J 惣起内容 「生い立ち」

老人保健施設で行っている手芸サークノレの誌を Lていて、 「今度は編み物だ」と冬に向けた話になった。

外を見て、山が色づき始めた話から、以前山の中に住んでおり、どこへ行くにも徒歩で毎日山道を歩いた

話へ移った。
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事例 21 手がかり「外の呆色」 旬、起内容 f生い立ちJ

外を眺めて、稲刈りが終わった話をしていた.すると、生まれ育った家は謹一面が1スキで、ススキを取

りに行った話を始めた.ススキを何に使ったのかまでは思い出せなかったが、姉妹でススキを取りに行った

時のことを詳しく括 Lた.

事例 1G : 手がかり「季節」 組起内容 f施般入所の経緯」

秋になったと話していると、ちょうどこのくらいの気候の時に施政へ入所したという話を始めた.冬に骨

を折って病院に入院し、暖かくなっ/-ら家に帰ろうと思っていたら、施設に入ることになり、また4になっ

てしまうと、順序が行つ介り戻つt-りしながら話された。

最後は正月には家に帰りたb、Jというおであった.

(5)手がかり f雨前告者自身J

/.ii齢者自身の服装、年齢、病気、施設に入所しているという状況などを手がかりにして、

「生い立ちJr家政Jr rrの械業Jr病気Jr施設入所の経緯Jr施設のプログラムJr習慣や
好みJに関する事柄が話された。

高齢在自身を説明するために服装や年齢を使ったり、あまり話が進まない時に高齢者自

身のことを話題にして、，;1[;の校薬会広げていく線下が見られた。高齢者自身の事柄を話題

に出す時には、高齢-/f自身がそれについてどう思っているかが一緒に話されることが多く、

同じような気持らを持った出来事の話へ移っていた。

過去の出来事が詳しく話されるときは、[よく失敗するが、普からそうでよく怒られたJ

f力仕事をしていたので節くれだった手になった」など、高齢者自身は過去と現在をつな

げるために使われていた。

一部を紹介する。

事例 10 手がかり「高僻者自身Jr写真;(1:1，起内容「家康Jr昔の職業」

あまり話が進まず、面接者泊旬、ろいろ理事ねてみても、 Iぼけてるさかい、あきませんにやJと繰り返す.

話は「ぼけてるさかい、あきませんにやjから、少しずつ枝葉に分かれる形で rooにもよく怒られるJ
と家族の名前が出たり、「ょうお容さんにも迷惑かけて」と昔の職業の話が出たりしていた。家族の名前が

出た時に、床頭台の上に立ててあった写真を見せて、 fこれが00や。忘れんように名前が書いてあるJと

裏に書いてある名前を見せた.

事例 37 手がかり「高齢者自身:tL1，起内容「家族j

挨惨をし、面俵者と天気や今日の昼食の話をしていた。

ベッドに一人で座っているという状況から、いきなり「みんな殺されてしまったJと言い出し、「お父さんも

お母さんも」殺されてしまったと話す.自分自身は病気で入院していたから助かったと言い、「お父さんも、

お母さんも」設されてしまったと繰り返す。
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事例 5 手がかり「高齢者自身I 想起内容 I昔の職業J

施訟のプログラムで洗泌物たたみがあり、以前は参加していたが、疲れるのでやめた話をしていた.昔は

家の商売と家事を一手に引き受けており、「ここに来てまで(洗瀧物をたたまなくても)J と言っていた。そ

して、自分の手を見て、「力仕事をしていたので節くれだった手になった」と話した.

その後、話は、父規が厳しい人でよく叱られた話しに移った。

事例 39 手がかり f高齢者自身J 想起内容 f昔の職業」

話はあまり続かず、とぎれとぎれであった.

面接者が何をしているのかと尋ねたため、エプロンをしているという状況から f商売Jをしていると話す.

長年、夫と一緒に簡売をしており (何の商売かは不明)、お金の苦労がたえないと話す。

事例 23 手がかり「高齢者自身」 想起内容「病気J

「本当にお世話になってJrパチがあたりますJを繰り返していた.話はあまり発展しなかったが、「本当

にお世話になって lに「私は役にたたんから 」と手がしびれて細かいことができなくなった話が入ったり、

「こんなおばあさんになって Jと徐々に体が動きにくくなっていった絡が凶てきたりしていた.

事例 25 手がかり「高齢者自身J 想起内容「病気J

今日のおやつの話をしていると、「最近太ったと言われるJと亘い始め、「車置が丸くなったJrおなかが出

きた」と気にしだした.話は、『以前、結尿の気があると言われたJことに続吉、級近動きにくくなり、腰

膝が痛くなってきた務へと移っていった。

事例 35 手がかち 「高齢イ昔自身j 惣起内容「好みJ

面接者が挨拶をし「お話をIUIきたいのですが 」と頼むと、「こんな絡好で恥ずかしいJと言う。さらに、

「こんな汚い絡好でJと服装の話を続けた。「白いスラーフとした服」が姉きだと話し、昔、モデノレが着てい

てあこがれていたと言った.

事例 13 手がかり「高齢者自身j 想起内容「その他」

額に青あざをつくっていた.d置をはじめるとすぐに、転倒して飯をうった話をし、「恥ずかしし、から閉じこ

もってるj と言った.

その後、顔を見て、家族に笑われた話をし、話は家族や施般に入所した経緯へと移った.

(6)手がかり「而接者Jr職員や他の高齢者J

面接者の服装、容貌、年齢、口調、面接をしているという状況などを手がかりにして、「家

族Jr病気Jr施設入所の経緯Jr施設のプログラムJr職員や他の高齢者Jr習慣や好み」に

関する事柄が話された。
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会話の導入時に面後者の服装や商援をしているという状況を話題にしたり、他の誰かを

詳しく説明するために面後者の体絡や年齢を使ったりする様子が見られた。

一部を紹介する。

事例 8 手がかり rdii接占一J 組、起内容「施設のプログラムJ

面後者が入っていくと、「今日は忙しい日や」と朝から施設の行事の練習をして、家族的面会があり、昼

ぎまで喫茶底で一緒にいて、そこから併殺病院へリハビリへ行き、 b匝設 2l'でしているサークノレに参加して、

居室に帰ってきたばかりだと話した.

「忙しい方がいし、Jと、話は昔の職業へと移った.

事例40 手がかり「而接者」 惣起内容「その他j

面援者を見て「きれいな!眠、必てJrお駄貨もらってきたかj と言い、 「今、お母さんが帰ってくるから J 
と路すが、いつの時点の開のことを指しているのかは不明。

その後、「良かったなあ、 00さんも啓んでるわJ(00さんが誰かは不明)、「私はあかんJと話し続けた。

職員 ・他の高齢者の出入り、廊下から聞こえる話し声などを手がかりにして、 f家族Jr昔

の臓業Jr病気Jr施設入所の経緯Jr胞設のプログラムJr職員や他の高齢者Jr習慣や好み』
に関寸る事柄が話された。

話の内容は、以前に脇員 ・他の高齢者止の問であった出来事が多く、相手は当人ではな

く、似た人 ・似た状況の出来事であることも少なくなかった。高齢者自身を説明するため

に知り合いを紹介したり、これからの行動予定を説明する中で、理由として職員の動きを

あげたりすることもあった。

一部を紹介する

事例 26 手がかり「他の高齢者」 旬、起内容「家族」

同じ部屋の高齢者が唯尚子に乗ったまま穫ているのを見て、「ちょっと見てやってJと面接者に言った.

面援者が大丈夫であることを隠すと、「小さい子がかわいそうに」と言い、あの子は近所の子供なのだが、

祭りで貌とはぐれたらしいと需った.また、自分には子供がいないので、よく近所の子供を面倒見ている

と話した.

その後、子供が好きだという話へ移っていった。

事例7 手がかり『他の高齢者J 偲起内容『職員や他の高齢者」

「腰が痛し、Jときい、湿布をもらっているが自分では鮎れず、スタッフに頼むがなかなか来てくれない話

をしていた.携のベッドで物音がしたため、戸をひそめて、「隣りの人は何でもかんでも(スタッ 7に)頼州

でしてもらっているが、自分はできることは自分でしているJと言った.話は、夜に隣の高齢者がスタッフ

を呼んで大騒ぎをしたことへと統さ、「自分はできることはしているのに、(スタッフに)頼ってばかりいる

と言われるJと繰り返した.
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事例9 手がかり「他の高齢者」 煙、起内容「習慣や好みJ

面接者が入った時に、隣の高齢者が面接寄に按拶をして居室から出ていった.15を始めると、すぐに fあ

の人は j と隣の高齢百ーとの附であったトラプノレの話になった. rああいうのは、どうも Jと性格的に好き

か嫌いかの問題に発展した。その後、話は I私は子供にも、キツイと言われるけど 」と、家族の話へ移った

事例 27 手がかり 1也の高齢者」 想起内容 f家主妄Jr昔の職業J

家で西陣織を作っていて、兄が社長をしているという話をしていた(昔、そうであったらしい).閉じ居室

の高齢者を指さし、 fあの人がおばさんで、手伝いに来てくれている」と話した(そのような事実はなb、).

その後、話は西陣織を覚えた当初の苦労話へ移っていった。

事例 34: 手がかり「他の高齢者j 想起内容「家族」

面接者が話をしてくれるように頼むと、 「これから家に帰るところだ」と言う{そのような干定はなしつ。

燐のベッドに寝ている高齢者を指さして、「あれは私の子供で、一緒に帰る」と話す。病気なので、病院に

つれてきたが、宥てもらえないので辿れて帰るところだと這う。

その後、家に帰る話は、パλ停の位陸を尋ねるところまで発展していた.

事例 12 手がかり「職員J 想起内容 f普の職業J

売庖に買い物へ行った話をしているところで、スタップが居室に入ってきた.高齢者はスタッ 7を紹介し、

「この人は良くわかってくれてるけど Iとスタップによって対応に差があることを話した.その後、スタ

ッフが、以前一緒に働いていた人に似ている話になり、その人の名前や家族偶成などを詳しく錯しだ.

(7)手がかり「音 ・匂し、Jrその他」

廊下から聞こえる物音、施設の放送、湿布の匂いなどを手がかりにして、「生い立ちJr家
政Jr昔の職業Jr病気Jr胞設入所の経緯Jr施設のプログラムJr最近の天候Jr織員や他

の高齢者Jr習慣や好みJに関する事柄が話された。
音 ・匂いから推測される生活用品などについて話したり、汗 ・匂いを通じて現在高齢者

が感じているような感情を持った以前の出来事が話された。

その他、高齢者が{可かに取り組んでいる状況などを手がかりにして、『生い立ちJr家族J

f病気Jr施設入所の経緯Jr施設のプログラムJに関する事柄が話された。
一部を紹介する。

事例 22 手がかり「匂し、J 想起内容「好みJ

面接者と一緒に居室へ入ると、おかきの匂いがした.高齢者も気づいたらしく、お菓子の話を始め、好き

な物と嫌いな物をあげ、 fやっぱり、 00のAムが一番J(和菓子の名前)だと言った.その後、話は和菓子

を食べに遠方まで出かけたことへ移り、応の近所の峰子やそこまでの道のりが詳しく話された.
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事例 36 手がかり f音:mAi!内容 f家族J

面接者が中心になって、何気ない話をしていたところ、廊下で大きな音がした。高齢者はおどろき、「私5

ここに居てもいいのか」と面接者に尋ねた.rここに居ても，'，、j と答えたところ、子供の頃、よく親に怒ら
れた話をした。

事例 29 手がかり「音:11.¥起内容「病気」

居室にちょうど西陽がAし込んでおり、暖かくて気持ちが良いと話をしていた.

その時、施設でスタッフを呼び出す肱送が入った.高齢者は聞き取れなかったようで「頭が悪うて、何に

もわからんから Jと亘った.そこから「頭がポーフとしてて1と事故で頭をぶつけた話を始めた.

事例 33 手がかり Iその他J 悠起内容 f生い立ちJr家族J

ベッドの上で、ふとんを広げたり、枕を落としたり、床頭台のタオノレを取ったり、せわしなく動き回って

いた.面接者が戸をかけると、 rooさん、呼んでJ(以前のかかりつけ医の名前)と言う。「今はいないJと
言うと、「あの人も忙しし、からJと家族がみんな世話になった穏や、ずっと以前から知っているという話を

した。その後、何度も rooさん、呼んで」と繰り返していた.

手がかりと想起内容の関係をまとめると表 2.4のとおりである。

手がかりの中で、 『景色 ・天候 ・季節Jr音・匂b、」は多様な事柄を思い出させていた。

逆に f写真Jr家具JIよ特定の事柄を思い出させていた。想起内容の中で、家族に関する事
柄は、様々な手がかりによって話されていた。逆に、最近の天候、生い立ち、昔の職業に

関する事柄は、特定の手がかりによって話されていた。

表 2.4 手がかりと想起内容の関係

医亘圏
胞 職

施 椴 員
設 の や
入 プ 最 他 習

生 昔 所 ロ近 の慣
し、 の の グの 高や
立 家 職 病 経 ラ天 齢好
ち 族 業 気 緯 ム 候 者 み

匡~;~， ~ I 写真 • • • 装飾品 • • • • • .1 • 
生活用品 • • • • • • .1. 家具 • • -・長色天候季節 • • • • • • • .1 • 
高齢者自身 • • • • • • • 面接者 • • • • .1 • 
職員や他の高齢者 • • • • • .1 • 
音 ・匂い • • • • • • • -・その他 • • • • • 

-は手がかりによって想起された内容を示す
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2.4.出来事相互のI姐述性と現手Eとのつながり

想起内容の正枇性について、介護者から椛認できた結果をまとめると表 2.5のとおりで

ある。

表2.5 怨起内容の間違い

①欠航
②修正
③短縮
@合成

xは該当する項目を示す

このような間違いの起こり方を、欠損 ・合成 ・短縮 ・修正の順にまとめる。

(J)欠fH:- ;:ftl が思い 11~せない

f欠損Jは出来事の中で印象が薄かったり(事例 21)、高齢右にとって印象の恋い(事

例 30，事例 17) 部分に起こ っていると 考え られる。また、家族の話のように、高齢者が

これまでに繰り返し話す機会があった話題に比べて、あまり話してこなかったと推測され

る内容に起こっていた(事例 16)。

また、「欠損Jr修正Jr合成Jには関係が見られた(図 2.2)。ある出来事の一部が思い
出せないことによって、その後に生じた見IJの出来事の文脈が変わってしまい、出来事のつ

じつま を合わせるために、修正が起こっていた(事例 30)。ある出来事の一部が恩い出せ

ないことによって、それぞれ見IJの形でその出来事につながっていた 2つの出来事を区別で

きなくなり、 合成が起こっていた(事例 17、事例 20)。

図 2.2 欠損、修正、合成の関係

Aの話 Bの話

Aの欠損部分が、 Bの特定部分を説明する

鍵になっていた.欠慣によって、 Bの話が

現在や他の出来事とうまくつながらなくな

り、特定部分の修正が起こった.

『欠慎lによる「合成j
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AのZ舌 Bの話 Cの話

Aの欠lJ1部分が、類似するBとCの関係を

説明する鍵になっていた.欠嶺によって、

Bの話と Cの話が区別できなくなり、混じ

ってしまった.



事例 21 欠銅

昔、姉妹でススキ令取りに行ったと高い、 一面にλスキがあった情景が重量かに話された。しかし、面接者

が尋ねても、ススキを何に使つ行方、は思い出せなかった。

事例 l6 欠備

家広からもらった色紙を見ながら話をしていた.色紙の名前や写真を傭認しながら、家族構成を説明して

いたが、色紙を f，、つ維にもらったかj という話になると、思い出せなかった.

事例 30 欠煩修正

押し車を長男が買ってくれたと点い、新しい押し車を見せながら、長男の事を繰り返し話していた.

実際には、長男は数年前に亡くなっている.押し寧は孫が購入して施設に持ってきたものであった。長男

が亡くなった当時、高齢占ーは長児が亡くなったことを理解していたが、締役入所後、家族を目の前にする機

会が少なくなり、徐々に事実が薄れていったものと考える。

事例 17 欠鍋・合成修正

タンスの上に飾ってあった草花の話をしていた。高齢者は、この草花は職員と一緒につみに行ったものだ

と話していた.

実際には、高齢布が職員と花をつみには行ったが、その11':は食堂に飾られていた。花はすぐに枯れてしまい

高齢者が残念がったため、職員が同じ，1':をつんできて、高齢者の居室に飾ったものであった.高齢者の中で、

花が枯れた事実がなくなり、 f{Eをつみに行った→現在目の前にある花Jになっていたと考えられる.

事例20 欠Ul'合成 ・修正

「腰が摘し、j と君い、腰痛で盤形外科にかかった話をしていた.その時の医者の名前がなかなか思い出せ

なかったが、ょうやく fOO先生Jであることがわかった。話は腰痛治療に通っているリハビリのことへ続き

その後、リ ハピロで出会う高齢古の話へ移った。

仲良く話をしている線下や、高齢者の言った言葉などを詳しく話していたが、その高齢者の名前がなかな

か出てこなかった。ょうやく思い出したが、 fOOさん」と医者の名前を寄った.面接者が、それは先程話し

た医者の名前であることを説明したが、高齢者は既に医者の名前を君ったことを忘れており、名前を変えな

かった.

リハビリで出会う高齢者は別の名前であった.医者の名前を思い出した印象が強かったために、その名前

前が頭に残っており、混じってしまったと考えられる.

(2)合成 :違う出来事を混ぜて認す

「合成Jは、複数の出来事に共通する部分に起こっていた(事例 24、事例 4、事例 13)。

毎年の旅行など、同じ種類の出来事が繰り返して起こっていると、前後関係があいまいに

なり、「合成Jが起こりやすいと考えられる(事例 4、事例 13)。
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事例 24 合成 ・修正

外泊時、家肢が皆、集まって一緒に食事をした話をしていた.すると、タンスの上に立ててあったカード

を指さして、「孫がくれた」と孟い、係は3人で、みんなまだ小さいという結を始めた.

孫は実際は6人いる.また、孫は成人しており、カードは施設の行事時に、遊びに来た幼稚園児が全員に

一枚ずつくれたものである.

外泊時に家族が集まって食事を した事と、施設の行事時に幼稚園児も含めて皆で集主った事が一緒になり、

「孫=幼稚園児j になったと考えられる.

事例4・合成 ・修正

毎年、友達と旅行していたと話していた.高山や長崎へ行った認をし、ある年は、金沢で友達の一人とは

ぐれてしまい、探して苦労したと話していた。その後、話は岡山や和歌山へ行ったことへ移っていた.

よく面会に来る高齢者の友人に尋ねたところ、一緒に旅行に行っており、宮減や鹿児島へも出かけていた.

しかし、友達の一人とはぐれたのは、高山だったと話していた.毎年の旅行のことであり、高齢者の中で細

かい部分の区別がつかなくなり、内容が一部混じってしまったと考えられる.

事例 13 合成修正

転倒して、額に青あざを作っていた。車置を見て、家族に笑われた符をしていた.

しかし、実際には、今回、施設で転倒して青あざができてから、高齢者はまだ家族に会っていない.高齢

者はこれまでにも転倒を繰り返しており、以前、青あざをつくって家族に笑われた時のことと混じっている

と考えられる.

(3)短縮・背の出来事を、最近のように話す

昔の職業の話をしている時に、高齢者の中で退職後の出来事がなくなってしまうように、

「短縮j は、話の対象としている種類の出来事が起こらなかった期間がなくなってしまう

形で起こっていた(事例 19、事例 27、事例 18、事例 39)。

また、「短縮Jr修正Jr合成j には関係が見られた(図 2.3)。短縮によって現在に近づ
いた出来事のつじつまを合わせるために、修正が起こったり(事例 27、事例 39)、短縮に

よって時間的に区別がつかなくなった複数の出来事が混じってしまい、合成が起こったり

していた(事例 18、事例 39)。

事例 19 短縮

f天気が悪いと、どこへも行けないJf仕事にならないJと邑ーった.言葉の端々をつなげると、行商の商

をしており、雨が降ると山道を歩くのが大変であるという話であった.

高齢者自身は、現在も行商の仕事をしているかのように話していたが、実際に花を売り歩いていたのは、

数十年前のことである。当時、山道が多かったのは話の通り であった.
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図 2.3 短縮、修正、合成の関係

「短縮Iによる 「修正 l

f? 
「短縮 lによる『合成 l

-=11*' I~ 
短縮された期間の聞に、 Aの話と現在との関係

を説明する出来事があった。短縮された結果、

Aの話が現在にうまくつながらなくなり、修正

が組こった.

Aの話 Bの話

Aの話が現在に近づいた結果、最近のB

の結と混じってしまった。

事例 27 短縮修正

家で両陣織を作っていて、(自分の)兄が社長をしていると話していた。閉じ居室の高齢者を指さし、「あ

の人がおばさんで、手伝いに来てくれているJと訴した。

高齢者が卜数年前まで、家で西陣織を作っていたのは本当である。高齢者は自分の兄が社長をしている と

話したが、高齢者に兄はおらず、社長は長男である。また、同じ居室の高齢者は叔母さんではなく、 手伝い

に行っていたことはなかった.

高齢.lfは現在も西陣織を作っているように話しており、年輩になった長男や、同じ居室の高齢者を説明す

るために、『兄が社長」をしており、同じ居室の高齢者が 「おばさんで手伝いに来てくれているJことになっ

たと考えられる。

事例39 短縮・合成

面接者が何をしているのか尋ねたところ、「商売」をしていると話した。長年、夫と一緒に商売をしており

お金の苦労がたえないと話した.面接者が商売の内容を尋ねたが、「商売だJと答えるだけで、何の商売か』

わからなかった。

実際には、夫は学校教員であり、夫と一緒に商売をしたことはない。しかし、夫と離婚した後、長男家旗

と同居し、長男が惣3高度や肉屋など、商売を始めては次々と変える中で、商売を手伝っていた経緯がある.

高齢者は今、 f商先jをしているように話したが、手伝っていたのは十年近〈前のことである.年輩になっ

た長男を説明するために、「夫の商売」を手伝っていたことになったと考えられる.

事例 18 短縮合成修正

施般のサークルで先週、折り紙をしたと話していた。 00さんは上手にできていたが閉じようにできなか

ったとか、先生に仕上げをしてもらったとか、細かい所が難しいとか、いろいろな話になった。

施設のサークノレで折り紙をしたのは3ヶ月前だが、高齢者は「先週Ji::話していた.また、話に凶てくる

rooさんJは3ヶ月前にはまだ入所していなかった。
rooさん」は手芸が得意で、小さなキーホノレダーなどを作っては周囲の高齢者にあげていた。食堂の机
で作っていることが多く、高齢者もよく目にしていた。

高齢者の中で、施政のサークノレが「先週Jになった結果、サークノレの後に入所した rooさん」が食堂で
上手にキーホルダーなどを作っていることが混じり、庖般のサークノレに重量加したことになったと考えられる.
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(4)修正.話が事実と異なる

「修正」の最も顕著な例は、現在のわずかな手がかりから、過去の出来事の多くを説明

しようとするものであった(事例 38、事例 32、 事例 37、事例 26、事例 34、事例 29、事

例 33)。手がかりが変わる度に過去が全て変わってしまうため、高齢者はいくつもの人生

を生きているかのようであった。

事例38 修正

面接者が何をしているのか尋ねたところ、居室内に八ツドが淀んでいるのを見て、 「自分は管理人だJと

言った.自分は一人暮らしで、ここを管理するために、 1年自Ijに移り住んだと話した.その後、居室にスタ

ッ7が入ってきたが、高齢者はスタップを「自分の娘だJと紹介し、ここに家篠で長年住んでいるとEった.

実際には、 3ヶ月前に施設に入所して来ている.管理人をしていた経歴はなく、娘はいるがあまり交流は

ない。施設入所前は、三男家族と同居していた.

事例32 修正

「泥織に入られたJと昌い、同室の高齢者を「泥持だ」と 首っていた.

周りにあまり物がないという状況から出た言葉であり、実際に泥俸に入られた事尖はない。問主の高齢者

も「泥締Jの路をしていた時に偶然通りがかったため、泥降級いされただけであり、その後、高齢者自身は

「泥俸Jと言ったことを忘れてしまい、にこやかに話をしていた。

事例 37 修正

いきなり「みんな殺されてしまったJと言いだし、「お父さんもお母さんもj殺されてしまったと話した.

自分自身は病気で入院していたから助かったと言い、 fお父さんもお母さんもj設されてしまったと繰り返

した。

戦時中も含めて、そのような事実はない。父親も母鋭も他界しているが、殺されたわけではない.また、

高齢者が入院したのは、施設に入所する直前の数ヶ月だけであり、父親や母線が存命中に、高齢者が入院し

ていたことはなかった。

以前、病院に入院していたことがあり、さらに今、ベッドに一人で座っていて父親 ・母親が見あたらない

という状況から出た言葉であると惟測される.

'1>例26 修正

閉じ部屋の高齢者が車精子に乗ったまま寝ているのを見て、『小さい子がかわいそうにJと言った.あの

子は近所の千供なのだが、祭り で観とはぐれたらしいと話した.また、自分には子供がいないので、よく近

所の子供の面倒を見ているとおした.

車待子に乗ったまま寝ている高齢-/l-を、子供と勘違いしていた.さらに、祭りや行事はなく、高齢者自身

には三人の息子がいる。過去に似た情景があり、子供の面倒を見たのかもしれないが不明である.
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事例 34 修正

面接者が諾をしてくれるように頼むと、「これから家に帰るところだJと言う。隣のベッドに寝ている高

齢者を指さして、『あれはねのチ供で、一緒に帰る」と話す.病気なので、 病院につれてきたが、看てもら

えないので連れて帰るところだと話し士。

当日、高齢者が家に帰る予定はなかった.背、干供を病院へ連れていったことはあっただろうが、同室の

高齢者一を f(-供だ」と1舌し?のは明らかな勘違いである。

事例 29 修正

「頭が悪うて、何もわからんから"'J と這い、 「頭がポーッとしてて」と事故で頭をぶつけた話を始めた.

面接者が尋ねたところを占とめると、道世多いていて車にはねられ、頑をぶつけたという話であった。

実際には、交通事依「あっ/干ことはなく、これまでに頑をぶつけた事故はなかった。

事例 33 :修正

fOOさん呼んでJと以前のかかりつけ医の名前を言った。面接者が「今はいない」と言うと、「あの人も

忙しし、から」と家肢がみんな世話になった認や、ずっと以前から知っているという話をした.

fOOさんJは産婦人科医であり、高齢者が数十年前に看てもらい、その後しばらく相談に乗ってもらっ

ていたことは確かである.しかし、家肢が看てもらったことはなく、数十年前から交流もとだえている。

2.5.記憶障害の重症度別の傾向ー出来事を怨起させる環境

記憶障害の全ての段階(軽度から最重度)で、手がかりが使われ、様々な過去の出来事

が怨起されていた。記憶陣容の全ての段階で、想起の手がかりとしての居住環境を検討し、

環境づくりを援助する可能性があると考えられる。

記憶障害の重痕矧lの傾向をまとめ、出来事を想起させる環境について考察する。

(1)記憶障害の宣言症度5]IJの傾向

記憶障害の重症度によって、使用される手がかりの傾向は異なり、軽度から重度にかけ

て「写真Jr装飾品Jが減り、軽度から中等度にかけて「音 ・匂b、jが若干増えていた(図 2.4)。
「生活用品Jr職員や他の高齢者jは軽度から使われており、重度まであまり変わらなかっ
た。最重度では使用される手がかりの種類が減り、残っていたのは「高齢者自 身Jr職員や
他の高齢者Jr音 ・匂bリ等であった。
「生活用品Jr職員や他の高齢者jは、高齢者が何度も後して多織な経験を持っている日

常的な手がかりであり、記憶障害が重度になっても比較的利用しやすかったものと考えら

れる。一方、「写真Jr装飾品JIよ、手がかりと高齢者の関係が特定の経験に限られており、

記憶障害が重度になり個々の出来事に関する記憶が薄れてくると、特別に印象深い出来事

でない限り、利用が難しくなったと考えられる。
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記憶障害が最重度になっても、『高齢者自身Jは最も身近で利用しやすい手がかりであっ

たと考えられる。「音・匂し、」は視覚以外の五感に働きかける手がかりであり、「職員や他

の高齢者j は、却1きを持って積極的に高齢者へ働きかけてくる手がかりである。記憶障害

が最重度な場合、利用できる手がかりの種類がIIRられる中で、これらの条件を検討する必

要があると考え られる。

写真

装飾品

生活用品

家具

景色・天候 ・季節

高齢者自身

面接者

職員や他の高齢者I:!il

音・匂い

その他

o 2 4 6 8 10 12 14 

量度

、-1-，-rT'吋ー.

最重度

-r i-I 

o 2 4 6 8 10 o 2 4 6 8 10 0 1 2 3 4 5 
骸当者数(人)

図2.4 霊症度別、手がかり

想起内容は、軽度から重度になるに従って、「施設入所の経緯Jr施設のプログラムJr最

近の天候Jが減り、「生い立ちJr家族Jr昔の職業Jr病気J等が最後まで残っていた(図 2.5)。

痴呆性高齢者では、比較的最近の出来事の記憶が障害されやすく、逆に昔の記憶は保た

れやすいとされている。「施設入所の経緯」等は、比較的最近の出来事であるために、記憶

障害が重度になるに従って思い出すことが難しくなり、逆に「生い立ちJr家族J等は、 昔

の記憶を含んでおり、最後まで残っていたと考えられる。

確認できた想起内容の間違いは、軽度で少なく、中等度で f欠損』、高度で「修正j が最

も多かった(図 2.6)0 r修正Jr短縮Jは全ての段階(軽度から最藍度)で見られるが、
記憶障害の重症皮によって、その起こり方に差が見られた(図 2.7)。

『修正Jは、軽度では、毎年の旅行など、同じ種類の出来事が繰り返し起こっている場

合、前後関係が区別できなくなり、 2つの出来事が混じってしまっていた(合成+修正)。

中等度では、以前の出来事を思い出せないために、最近の出来事の分脈が変わってしまい、

違う解釈になってしまっていた(欠損による修正)。重度・最重度では、現在のわずかな手

がかりから、過去の出来事の多くを説明しようとするため、情報に乏しい部分が想像的に

作り出されていた(修正のみ)。
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「短縮Jは、軽度 ・中等度では、数ヶ月前の出来事を先週のように話す程度であったり

(短期間の短縮)、数十年前の出来事を現在のように話しても、出来事の内容自体は変わら

なかった(短絡のみ)。重度・忌重度では、数十年前の出来事を現在のように話すことで、

長男を兄と間違えるなど、出来事の内務自体が変化していた(短縮による修正)。
五度.Jiを箆度

々lf百四n、
.'~t!青恥ら酎掛かること、-， 、ぜ~ -...'

平l聞できる手がかりや、他の関連する出来

事の記憶に乏しし、ために粒す初当制育報

から多くを搾測しなければならず、世抽平

が起こる

重症度別、修正・短縮の起こり方

f修正lの起こり方

軽度 中等度一/ー、
/ケ沓戒~-\ / ¥ / 欠慣 は毎在¥

-1 → 日 1-令一-[ 一一 、 、一一+

繰り返し起こる鏑似した出来事が、区~II Bと現在と丹つながりを説朋するAの

できなくなり、混じって違う出来事にな 一部抗習し出「せないために、 Bがーす匹

ってしまう 変容してしまう

図 2.7

長S}~6 ~ 。九
f葺論jq)起こり方

軽度中等度

昔の出来事が、現在の出来事であるカ切ように官、し吐iされる

ことで、現在と食し泣う部分が修正される

以前の出来事が現企に沿づくことで、より最近の出来事と混じって

しまったり、昔の出来事が、そのまま現在の出来茅であるかのよう

に酌曲される

以上から、記憶障害の重症度別に特徴をまとめ、出来事を想起させる環境を考察する。

記憶障害が軽度であれば、多様な手がかりを使うことができ 、手がかりから最近の出来

事を含め、現在につながる多くの出来事を想起することができる。多くの出来事の相互の

関連性から 、個々の出来事について内容を細やかに捉えることができると考えられる。

繰り 返し起こる類似した出来事については、前後関係がわからなくなり混乱してしまう

こともあるが、 出来事を区別させるような手がかりを準備することで対応できると考えら

れる。「景色 ・天候 ・季節Jr音 ・匂いj のような多綴な事柄を思い出させる手がかりでは

なく 、「写真Jr家具」のような特定の事柄を思い出させる手がかりが活用できると考える。
以前の出来事を現在の出来事のように話してしまうことについても、短期間のずれであ

った り、 時間的なずれがあっても出来事の内容は正擁に思い出すことができる。このため、

日付を書く等、手がかりの時間的な位置づけをわかりやすくすることで、失われた期間を

取り戻す可能性が考えられる。

記憶障害が進むと、高齢者との関係が特定の経験に限られる、非日常的な手がかりにつ

いては利用することが難しくなり、さらに、手がかりを利用しでも、比較的最近の出来事

を恩い出すことが難しくなる。利用できる手がかりや、特に現在につながる部分で思い出

(2)出来事を想起させる環境

最重度中等度

生い立ち

家族

背の職業

病気

施設入所の経緯

施設のプログラム

最近の天候

職員や他の高齢者

o 2 4 6 8 10 0 1 2 3 4 5 
該当者数(人)

図2.5 重症度別、想起内容

o 2 4 6 8 10 12 14 0 2 4 6 8 10 

その他

最量度重度中等度軽度
-，-1 -r -，--，-， -r-，--，-， -i-，一一、一、

_! _，_ _，_ J _!. _，_ _，_ 1_!' _，_ _，_ J 

OO-，-ry，-，-，-"ーマー，-，ー「一、

o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 0 1 2 3 4 5 
該当者数(人)

図2.6 重症度別、想起内容の間違い
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せる出来事が少なくなるために、総体的に情報が乏しく、出来事相互の関連性や個々の出

来事の内容が捉えにくくなると考えられる。

高齢者が何度も接して多くの経験を持っており、できれば現在も使い続けているなじみ

の物や日用品を活用し、現(:Eとのつながりが納得しやすい形で、手がかりを準備する必要

があると考えられる。

さらに記憶障害が進んだ場合、利用できる手がかりは少なくなるため、より身近で、動

態的に高齢者に働きかけてくるような手がかりを検討しなければならない。音や匂い等、

視覚以外の五感へ働きかける可能性も考えられる。また、現在のわずかな手がかりから、

高齢者が過去の出来事の多くを説明しようとして、過去をゆがめてしまうことのないよう、

高齢者が繰り返し話す印象深い出来事にポイントを置いて、手がかりを準備する必要があ

ると考える。比較的妓近の出来事は思い出すことが難しいため、高齢者が話す出来事は普

にさかのぼったものであるが、それらの出来事が豊かに思い出されるような場面をつくり、

高齢者が思い起こす過去のイメージを膨らませ、現在へつながるものにしていくことが考

えられる。

第 3章 過去の習慣による乗っ取り型エ ラーにおける状況の類似性

3.1.目的

痴呆性高齢者で起こりやすい過安の習慣による乗っ取り型エラーを取り上げ、居住環境

との関係を検討する。

3.2.調査概要

(J)調査方法

痴呆性高齢者と介護者から、場所 ・時間 ・人の取り違え、道具の取り違え、目的のすり

かえについて聞き取り調査を行った。高齢者からの聞き取りは可能な場合に限った。

間違いは、それぞれ下記のように例をあげて説明した。 これらは痴呆性高齢者でよく見

られる間違いである叩2)。

場所の取り違え 便所と間違えて浴室などで割削吋ーる。

時間の取り違え . 夜中に片づけ事などを始める。仕事をやめたのに、仕事~こうとする。

人の取り違え 続柄を間違える。亡くなっている人を生きていると言う。

道具の取り違え ガスコンロの上にポットや炊飯穏をのせる。

目的のすりかえ 「家に帰る」と言って外に出て行くが、一回りすると帰ってくる。

調査項目は①間違いの内容、 ②状況、③取り違えたものとの類似性、④取り違えた行為

が過去に間違いでなかった時期があった場合は、④ーlその期間、④-2生活内容を変更し

た経緯、④-3変更後の経過などであった。

合わせて、居住歴を調査し、 小物 ・家具や近隣を含む住環境の記録を行った。これらは

分析の基礎資料とした。

(2)対象者

対象者は 「第 1章Jと同様である(表 l.l参照)。

士 1)佐竹隆三 健忘症候群の臨床病理学的研究、精神神誌 S3、pp242.298、1951

(3)分析方法

聞き取りから得られた間違いは、場所 ・時間・人の取り違えを、①場所の間違い ・②時

間の間違い ・③人の間違いとした。道具の取り違えを④行為の対象の間違いとした。目的

のすりかえを⑤行為の目的の間違いとした。分類項目は下記のとおりである。

文献

文 2)前回進、大川匡子 作話の臨床的研究 脳動脈捕に合併した 33例について、精神神経学雑誌 80、pp.43-63、

1978 ①場所の間違い 似す為の対象の間違い

②時間の間違い ⑤行為の目的の間違い

③人の間違い

文3)司直中淑彦 臨床神経精神医学一意識・知能 ・記憶の病理、医学書院、1986
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分類①~⑤から、それぞれ過去の習慣によると推測される間違いを取り上げた。間違い

は、高齢右もしくは介護者から過去の生活内容が確認できたものに限った。

分額①~⑤で、間違いの級知をまとめ、起序を分析した。起序は、間違いの時間的経過

から、 (1)生活内容の変更時、(日)変更後の経験、(旧)現在へのつながりで検討した。詳

細は下記のとおりである。

3.3間違いの極類と起序

多くの過去の智慣によると推測される間違いが起こっていた。間違いの内容は表 3.2の

とおりである。

(1)変吏に気づく手がかりが充分だったか

([1)変吏後に、変更後の状況で経験を蓄積しており、参照できる情報が充分だったか

(fII)最近の出来事に関する記憶が保たれており、以前の情報が、正しし、文脈でま見恋につながっていたか

(凹)ーl変更後の経験が充分活用できたか

([日)ー2 変更Mの出来事と現濯を充分区別できたか

(1)場所の間違い

場所の間違いには、移動に関する間進いと、場所の区別に関する間i主いが見られた。

移動に関しては、自分の現位置を(他の場所との関係の上で)間違えるもの(②)、自分

の現位置と目的地との位置関係を間違えるもの(⑤)、目的地の位置を(他の場所との関係

の上で)間違えるものがあり(⑥~⑨、⑬)、移動に付随して隊害物の位置を間違えるもの

(④)が見られた。

場所の区別に関しては、物を置いた場所を間違えるもの(①)、食堂の府を間違えるもの

(③)、現在住んでいる家を自分の家だと思わないもの(⑬~⑫)が見られた。

いずれも、位置関係や場所が変わったことを思い出せず、起こったエラーであった。物

の置き場所を変えたことが見た目にわからなかったり (①)、進う場所であるのに似たっく

りであったりして(②)、位置関係や場所が変わったことを思い出す手がかりが少なかっ

た。 食堂の席が変わっても 、同じ椅子が並んでいる中で、席が変わったことを示すものは

なく(③)、家具の配置が変わっても、狭い家の中で、部屋に入った所に置いである家具は、

家具にぶつかる直前まで確認することができなかった(④)。居室や便所の場所が変わって

も、前の場所へ行って間違ったことに気づく までは、変更を思い出す手がかりはほとんど

なく(⑥~③、⑬)、位目立関係が変わって目的地へ行く近道ができたことは、位置関係を党

えてしまうまでに、それを知る手がかりがなかった(⑤)。

さらに、位置関係や場所を変えたばかりであったり(①~⑦、⑫)、時間が経っていたと

しても、高齢者が最近の出来事を思い出せなかったりして(③~⑪、⑬)、新しい位置や

場所に関して、高齢者が想起し参照できる出来事が少なく、位1賞関係や場所の変更を知る

情報が乏しいことが考えられた。新しい位置や場所に関して、惣起し参照できる出来事が

少ないことは、高齢者が家を自分の家だと恩わない(⑬~⑫)ことにまで発展していた。

さらに、状況の類似性 ・習慣変更との関係を分析した。本研究において、状況は「各時

点における様々な事象のありさま」を言い、習慣は r(変更前まで)繰り返し経験したこと

により、高齢者が怨定していた綴々な事象の枠組みJを言う。前者は客観的なものであり、

後者は主観的なものである。これらは共に、嫌々な事象に関する事柄が、階層的に関係、を

持って機能していると考えられるほ3 九このため状況の類似性は、各種の間違いを含めて、

それぞれの問迎いが生じている状況の類似度を犯握した(表 3.0。習慣変更は、居住歴 ・

住環境の記録から続年的な生活内容の変化及び高齢者の対応 ・開港いの変化を記述した。

状況の類似性・沼償変更との関係から、附Ji畠い事例を下記の 411宇に分け、間違いの起序を

分析した。

(1)状況の類似性が高く ・習慣変吏が大きいケース

(2)状況の類似.1'171(高く ・習慣変更が小さいケース

(3)状況の頬似性が低く ・習慣変吏が大きいケース

(4)状況の類似性が低く ・習慣変更が小さいケース

I :tkiR.o:亙函E
(1 高...(2) 

直盈宝訂大 ←ート→ 小
(3低 r(4) 

表 3.1 状況の類似性の従え方

ラ低 ↓ (伊J) 市i時 一一一{吟 附i追いが生じてb、る状況の類似L't

①場所の間違い 食堂のl活を間違える 便所と浴室を間違える 自分の家を家だと思わない

②時間の間違い 曜日を間違える 季節を間違える 昼夜を間違える

③人の間違い 人の名前を間違える 鋭族の続柄を問途える 同居家族の続柄を間違える

④行為の対象の間違い ボタンをかけ違える ラジオと時計を間違える 食べ物以外の物を口にする

⑤行為の目的の間違い 売底へ寄るつもりだ
便の所に吋、逆子方くつ向のも食りだ堂〈っ行た 昼つ食もをり食だべったに食の堂に4「T家く

ったのに、そのまま
居室へ帰ってしまう ってしまう へ帰るjと奮い外へ出る

場所①「置き場所を変えたのに、以前と同じ場所を探した」の起序

置き場所を変えたことを、その対象とする物を深す時に思い出すことができず、起こったエラーである.

世き場所を変えたことは、その周囲を含めて大幅に見た目が変わっていなければ容易に気づくことができな

い。置き場所を変えたことを想起させてくれる手がかりが少なかったと考えられる.

また、置き場所を変えてから、その物を使う機会があまりないと、新しい置き場所での経験が少ない.手

がかりがあったとしても、:I!!.起できる出来事が限られ、健き婦所の変化を教えるものにならなかったと考え

られる.

最後に、記憶障害の重症度見IJの傾向をまとめ、エラーを制御する環境について考察した。
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表 3.2 過去の習慣によると推測される間違いの内容(全データ)

場耐叫晶豊島、 '~JlO湘h島、 人崎温い |行為の支崎駅事主島、 |行楠の自由世耳目lil1-、

※[ 1内は事伊雌号、在在怠施措置昆
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場所② r2 Fのサークノレに出かけ、そのまま 1Fの食堂から帰るように居当へ帰ろうとした」の起序

なじみのない場所へ出かけ、自分の居場所が日頃と違うことを、居室へ帰る時に思い出すことができず、

起こったエラーである.自分の居母所が日頃と違うことは、周囲の状況から判断できそうだが、老人保健範

設で2F食堂と 1F食堂が似通ったっくりであったため、手がかりに乏しかった.また、 2F食堂から 2F 

居室へ帰る}j法と、 1F食堂から 1F居室へ帰る方法は全く同じであり、 1Fと2Fが違うだけという情造が

さらに混乱を引き起こしたと考えられる.

また、高齢者は、これまでに 2F食堂ですごした事が少なく、 ZJo"食堂から居宅へ帰岳にあたって、也、起

し重量照lできる出来事が限られていた.多くの出来事の蓄積があり、容易に怨起で主た 1F食堂から居室へ帰

る方法に乗っ取られてしまったと身えられる.

場所③「食堂の席を変わったのに、以前と同じ場所に座ったJの起序

食堂の席を探す時に、席を変わったことを思い出せず、起こったエラーである.場所①と同僚の起序であ

るが、物の置き場所の場合は、以前の場所を燥しても物が見つからないという下がかりがあるのに比ベ、食

堂の席の場合は、以前の場所にも同じ精子があるため、さらに手がかりに乏しいことが考えられる.食堂の

席は、閉じ椅干が並んでいる中で、一つに自分の席という意味を付けただけのものであり、そこに名前が書

いてあったり、自分の所有物が置かれていない限り、下がかりはほとんどない.周囲の人に間違っているこ

とを注意されるまで、つまり新しく手がかりが与えられるまで、気づかないことは容易に推測できる.

さらに、食堂の席を変わったばかりであれば、新しい勘所での経験が少なく、新しい場所での出来'11.が高

齢者の中に蓄積されていない.このため、手がかりがあったとしても、手がかりから組起し参照できる出来

事が少なく、席の変更を教えてくれるものになりにくかったと考えられる。

場所④「家具の配置が変わって、家具にぶつかったj の組序

移動している時に、家具(障害物)の配躍が変わったことを思い出せず、起こったエラーである.家具の

配世が変わったことは、 i塞くから家具を確認できればわかるが、家の中ではふすまを聞けたら家具があった

というように、直前までわからないことが少なくない。あらかじめ思い出させてくれる手がかりに乏しかっ

たため、家具にぶつかってしまったと考えられる。

また、家具の配置は、目的が移動であり、そこに付随する問題にすき・ない.注意は目的地に向けられており

家具の配置を思い出す余地が少なかったと考えられる.さらに、家具の配置が変わったばかりであれば、新

しい配置での経験が少ない.このため、手がかりがあったとしても、手がかりから、新しい配置に関して想

起できる出来事が少なく、配置の変化を教えてくれるものにならなかったと考えられる.

場所⑤『居室を変わったのに、前と向じ道を通り、連回りで便所へ行った」の起序

便所へ行く時に、居室を変わり使所へ行く近道ができたことを思い出せず、起こったエラーである.

居室を変わったことはわかっていたとしても、新しい居室からi虫所へ行くi!.工道があることを思い出すため

には、使所との位置関係や周囲の構造などを示す、別の手がかりが必要である.しかし、便所が見える位置

にない限り、手がかりの利用は容易でない.さらに、遠回りで便所に行ったとしても、最終的に便所にたど

りつくため、間違いを知らせる手がかりは何もない.

また、居室を変わったばかりであれば、新しい居室から便所へ行った経験が少ない.このため、使所へ行

く近道に関して想起できる出来事が少なく、道を知る情報に乏しかったと考えられる.
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副島所⑥・⑦「居室を変わったのに、前の居室へ行ったj の起序

居室へ帰る時に、居寄を変わったことを思い出せず、起こったエラーである.

居室は、居室が見える位置にない限り、位置の変更を容易に確認することができなし、。間違って前の居室

へ行き、自分の街物がないことに気づくまでは、何の手がかりもなかったことが考えられる。

さらに居室を変わったばかりで、新しい居室での経験が少なく、手がかりがあったとしても、新しい居室

に関して怨起できる出来事が少なく、居室の変更を知る情報に乏しかったと考えられる.

(前頁からの続き)

ため、参照する過去の出来事と、現状が呉なる場合、現在につながる最近の出来事を思い出すことが難しい

と、判断に支障をきたすことが考えられる。この高齢者の場合は、転居を含む最近の出来事を思い出すこと

が難しくなり、著書照している出来事が、以前の家のものであるため、現在の家を自分の家だと恩わないこと

が考えられる。

転居まもなくで、現住の家での経験が少なく、現庄の家に関する出来事が告書積されていないことも関与し

ていると考えられる.高齢者が家を自分の家だと思うためには、高齢者が自分の家を判断する上で、参照す

る出来事の中に、現在の家に闘するものが噌え、そこに自分自身が関与していたという事実が重ねられるこ

とが必要である.その際、高齢者が以前の家から持ってきた荷物等は、過去の出来事と現在をつなE、これ

までの経験の上に新たな経験を積み革ねていくことを助けてくれると考える.

場所⑧ 『改築後、数十年たっているが、以前便所があった場所にある裕室へ行ってしまう」の起序

便所へ行く時に、改築して使所の場所が変わったことを思い出せず、起こったエラーである。

場所⑥・⑦と同僚に、便所も、便所が見える位置にない限り、位置の変更を容易に確認することができない

間違って裕宅へ行き、便所がないことに気づくまでは、手がかりがほとんどなかったと考えられる.

屠所⑥・⑦と異なるのは、改築してから数十年たっている転である。高齢者は数十年間に、新しい便所に

何度も通い、経験を積み重ねている.手がかりが少なかったとはいえ、新しい便所に関して想起できる出来

事は多く、使所の場所の変吏を知る情報があったはずである。しかし、痴呆性高齢者では最近の出来事を恩

い出しにくくなるとされている.織近の記憶は、以前の出来事を正しい分脈で現夜へつなげる役割を果たし

ており、 最近の出来事を思い出しにくくなることで、以前の出来事が現在と分徹してしまうことが考えら

れる.この高齢者も、痴呆発症によって、最近の出来事を思い出しにくくなり、数十年にわたって作られて

きたイメージと、今、目の前にある情景とがglJのものになって Lまい、情報が役に立たないものになってし

まったことが考えられる.

場所⑩ rw家に帰る』と言い、結婚前(数十年前)に住んでいた家へ行こうとした」

場所⑪ r~家に帰る』と重い、数十年前に住んでいた住所を昌う J の起序

高齢者は、現在の家を、自分の家だと思っていない。

場所⑫との違いは、転府後、数十年がたっている点である。高酎~-I.fは数十年にわたって、現在の家で生活し

現在の家に関する出来事を蓄積してきている。高齢者が自分の家を判断する上で、参照する出来事の中に、

現在の家に関するものはあ9、そこに自分自身が関与していたという事実が重ねられているはずである.考

えられるのは.高齢者が痴呆発症によって、是近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつ

ながりがあいまいになった結果、高齢者が数十年にわたってつくってきた(現在の)家のイメージと、今、

目の前にある家が、別のものになってしまっていることである.高齢者は、結婚前の家に行こうとしている

が、高齢者の中にある家のイメージは、その後の数十年間にわたる現なの家での出来事によって修正されて

おり、高齢者が探す家はどこにもないことが推測される.

必要なのは、過去の出来事と現在をつなぎ、これまでの経験の上に新たな経験を積み鼠ねていくことであ

る。以前から使い続けている家具ゃなじみの人間関係などは、これらを助けてくれると考える。

場所⑨「 以前倉庫があった場所にある家肢の部屋へ入り、物を持って行ってしまう』の起序

改築後、倉庫が家族の部屋になったことを思い出せず、起こったエラーである.場所の変更に伴うエラー

であるが、場所⑥、場所③と異なるのは、高齢者が間違って家族の部屋へ行っても、間違ったことに気づい

ていない点である.

高齢者は家族の部屋へ入って、以前、倉胞であった時のように、そこにある家族の物を持って行っている.

考えられるのは、現復の家族の割1底と、以前の倉.1<に共通点が多く、間違いに気づく手がかりに乏しいこと

である。少なくとも、 現在の家族の部屋は、以前、倉庫があった場所にあり、位置閥係は共通している。そ

れ以外にも、現在の家族の部局は、以前の倉庫と同一視される程、高齢者にとって似た場所であったと考え

られる.

また、改築から数十年がたっている.高齢者は改築後、数十年間、この家ですごしており、経験を積み重

ねている.しかし、高齢者は痴呆発症によって、比較的最近の出来事を思い出すことが燥しくなっていた。

以前の記憶と現在とのつながりがあい£いになって、エラーが起こったと考えられる。

場所⑬「転居後、数年たつのに使所を探して外に出た(以前は使所が外にあった)Jの起序

便所へ行く時に、転居して便所の場所が変わったことを思い出せず、起こったエラーである.主面所の変更

に伴うエラーであり、場所⑧と同峨である.場所⑧は、以前、便所があったところに浴室があり、間違って

浴室へ行ってしまっていたが、この場合は、以前、使所が外にあり、間違って外へ出てしまっていた.

また、便所③は改築であるが、この渇合は転居である.転居の方が改築に比ベて、現在と以前の状況の相

違点が多く、高齢者が間違いに気づく手がかりが多いようにも考えられるが、転居で家が変わっていても、

外に出てしまうために、手がかりがあまり活用できなかったとも考えられる.

場所⑦と同様に、この場合も、使所の場所が変わってから、数年が経過している。数年の聞に、高齢者は

新しい便所へ何度も通い、経験を笹績している。しかし、痴呆発症にムって、比較的Jf1:近の出来事を思い出

すことが難しくなったために、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになり、エラーが起こったと考え

られる.

場所⑫「転居して『家に帰る』と曾うようになった」の起序

転居して、自宅の雰囲気や状況が変わったことを思い出せず、起こったエラーである.場所の変更に伴う

エラーであるが、場所⑥、場所③、場所⑨と異なるのは、現在の家を、自分の家だと思っていない点である.

高齢者は、多くの建物の中から自分の家を区別するために、過去の多くの出来事を参照していると考えら

れる.家に関する多くの出来事から、家の雰凶気や状況を知り、そこに自分自身が関与していたという事実

から、自分の家を判断していると考えられる。過去の出来事によって、現在を判断しているのである。この
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(2)時間の間違い

時間の間違いには、現時点の曜円・時間帯(昼夜)の間違い、特定の行為を行う曜日 ・

時間の間違い、日課の変吏に{下う間違いがあった。間違いは、いずれも状況が似ており、

間違いに気づくし、ずれも手がかりが少ないために起こっていた。

f見H寺点の曜日・時間併の問i主いは、現時点を知る有効な手がかりが少ないために起こっ

ていた。現時点の曜日を示す手がかりには、新聞の日付やカレンダーなどがあるが、どれ

も高齢者が使わなければ役に立たないものである。高齢~へ積極的に働きかけて曜日を知
らせる手がかりに乏しいことが考えられた(①)。現時点の時間帯(昼夜)は、周囲の明る

さなど、曜日に比べて比較的利用できる手がかりが多いが、高齢者にとってイ分でなかっ

たと 考えられる(⑨ )。

特定の行為を行う曜日 ・時間は、「デイサービス=水曜日」のように、行為と曜日の対応

が記号的で;意味がなく、思い出す下がかりに乏しいことが考えられた(G))。日課の変更を

伴うものは、次の「日銀の変更」でまとめて述べる (②、③)。

日課の変更には、!磁同 ・ I時間~'Hiを変吏して継続しているもの、やめてしまったものがあ
った。 やめてしまったものの中には、やめてから数十年が経過しているものも 見 られ た。

曜日 ・時間帯を変更して継続しているものは、周閣の状況が変わっていないため、変更を

思い出す手がかりがほとんどなかった(②、③)。やめてしまったものは、道具を片づけた

りして周囲の状況が変化していたが、高齢者が最近の出来事を思い出せなかったりして、

総体的に手がかりに乏しかったと考えられる(⑤、⑥、③)。やめてから数十年が経ってい

るものは、現在の周囲の状況が、数十年前と偶然似ていたために、区別できなくなり、混

乱が生じていた(⑦、⑬)。

時間①「日曜日に、平日と同じように哲人クラブへ出かけたJの起序

日日朝日に、日曜日であることを思い出せず、起こったエラーである。暇口を思い出す手がかりには、新聞

の日付、カレングーの印、周聞の人の平日とは異なる酎IJ;き方などがある。また、前日が土曜日であったこと

を思い出せれば、今日が日哨円であることがわかる.

しかし、これらの手がかりは、そちらに注意を向けなければ活用寸ることができない.高齢者は老人クラ

ブへ行こうとしており、噌日を艦認する余地がなかったと考えられる.

時間②「入浴日が変わったのに、以前と同じ曜日に準備をしていたJの起序

人間団日が変わったことを思い出せず、起こったエラーである.入浴日が変わったことは、メモなどを残し

ていない限り、見た目にわからず、変更を思い出す手がかりはほとんどない.

また、入浴日が変わったばかりであれば、その曜日に入浴をした経験が少なし、。高齢者が、入浴するために

過去の凶来事を想起し参照した場合、入浴日の変更を知る情報に乏しかったと考えられる。
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時間③「サークルの時聞が変わったのに、以前と同じ時間にでかけた」の起序

サークノレの時間が変わったことを思い出せず、起こったエラーである。サークノレの時間が変わったことは、

メモなどを残していない限り、見た目にわからず、変更を思い出す手がかりはほとんどない.

また、サークノレの時間が変わったばかりであれば、その時間lにサークノレへ行った経験が少ない。高齢者が、

サークノレへ行くために、過去の出来事を惣起し参照した場合、時間併の変更を知ることができる情報が少な

かったと考えられる。

時間④「デイサービスがない曜日も行く用意をしているJの起lτ
高齢者はデイサービスへ行っていることは覚えているが、 デイサービスが何雌日なのかを覚えていない.

デイサービスへ行っていることは、過去の出来事を思い出寸中で知ることができるが、それが何曜日なの

かを、過去の出来事を並べて、不定期に変動する他の日課との関係から他測することは容易でない.また、

曜日は、日曜日から土曜日まで 7日に分けて仮られている記号にすぎず、「デイサーピス=0躍日」と覚える

ことは、ただの丸暗記に近い。ディサービスと曜日との対応が、記号的で意味がないため、高齢者は過去の

出来事から、デイサーピスの峨日を知ることができず、混乱を生じていたと考えられる.

時間⑤ 「老人クラブをやめてしばらくたつが、その時間に出かけようとする lの起序

老人クラブをやめたことを思い出せず、起こったエラーである 0 -1':人タラプをやめた後、関連する道具を

片づけたりして周囲の状況は変化しているが、高齢者が老人クラブをやめたことを思い出すには十分でなか

ったようである.

また、日課を変更したばかりであった時間② ・時間③と呉なり、老人クラブをやめてからしばらくたって

いる.老人クラプをやめた後、高齢者は新しい日諜で日々をすごすようになり、現在までの聞に、新しい日

蝶での経験を蓄繍している.しかし、痴呆性高齢者は、比較的股近の出来事を思し、出すことが量産しくなると

されている。この高脈者も、痴呆発症により、ここしばらくの山来事があいまいになり、回線の変更を知る

情報に乏しくなったことが身えられる.

時間⑥「退職してから数年たつが、以前の仕事先に出かけた」の起序

退職したことを思い出せず、起こったエラーである.退職後、 関連する道具類を片づけており、周聞の状

況は変化しているが、高齢者が退職したことを思い出すには十分でなかったようである.

また、退職後、数年がたっている.時間⑤と同線に、退職後、高齢者は新しい日課で日々をすごすように

なり、 数年聞にわたって新しい目線での経験を蓄積している.しかし、高齢者は痴呆発症により、危近の出

来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになった結果、日銀の変更を知る情

報に乏しくなったと考えられる.

時間⑦「 学校の用務員をしていた。デイケアのことを『学校へ行った』と話している」の起序

学校の用務員をやめたこと、その後、デイケアへ通っていることを詳しく思い出せず、両者が混じってし

まったエラーである。

用務員の制服などは既になく、周囲の状況は大きく変化している.しかし、それ以上に、 現在通っている

デイケアとの共通点が大きかったものと考えられる.高齢者にとって、デイケアの建物やプログラムなどは、
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(前頁からの続き)

学校に近かったのかもしれない.昔と現在の状況が偶然似ていて、区別する手がかりが少なくなったことに、

高齢者が痴呆を発症し、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになったことが重なって、エラーが起こ

ったと考えられる。

時間③ 「自営業を手伝わなくなって卜数年たつが、机の上の伝票を居室へ持って行って Lまう」の起序

自営業を手伝わなくなって、伝票を持っていく必要がなくなったことを思い出せず、起こったエラーである

高齢者は自営業を手伝わなくなっているものの、家で自営業は続けられており、周囲の状況は手伝ってい

た時とあまり変わらない。高齢者が、自営業を手伝わなくなったことを思い出す手がかりは、あまりなかっ

たと考えらnる。

また、自営業を手伝わなくなって十数年がたっているが、痴呆発症により最近の出来事を思い出しにくく

なり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになった結果、自営業を手伝わなくなったことを知る情報

に乏しかったと考えられる。

時間⑨「夜中でも、目が覚めると食事をする(朝食のつもり )Jの起序

夜中に、夜中であることを思い出せず、起こったエラーである.夜中に、夜中であることを思い出すため

の手がかりとして、 11寺普十、明るさ、間聞の人の日中とは具なった動きなどが考えられる。また、自分自身が

夜中によく目を覚ますことを思い出せれば、夜中であることを知る一つの情報になってくれる。しかし、こ

のような手がかり等は、時間を確認することに注意を向けなければ活用できない。高齢者は、食事をしよう

としており、時間を確認する余地がなかったと考えられる。

さらに、夜中に目をさますようになったのが比較的最近のことであったなら、高齢者はそれまで、長年、

目がさめたら朝で、朝食を食べるという行為を繰り返してきたと考えられるa このため、痴呆発症によって、

鳥近の出来事があいまいになる中で、容易に想起し参照できた行為に乗っ取られてしまったと考えられる。

時間⑩「 家政婦の仕事をしていた。現在の自宅を仕事に来ている家だと話LているJの起序

家政婦をやめたこと、家を変わったたことを詳しく思い出せず、両者が混じってしまったエラーである。

数十年の問に周囲の状況は大きく変化していると考えられるが、高齢者が家政婦をやめたことを思い出す

には、十分でなかったようである。それ以上に、家政婦をしていた時の状況と、現在の家での状況が似ており

区別できなくなったと考えられる。高齢者にとって、現在の家でのすごし方は、自分の家よりも家政婦とし

て出先で仕事をしているイメージに近いのかもしれない。

高齢者が痴呆を発症し、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになったことが亙なって、エラーが起

こったと考えられる.

(3)人の間違い

人の間違いには、名前の間違い、続柄の間違い、雇用関係などの自分との関係づけの間

違いがあった。
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名前の間違いは、人主名前の対応が記号的で意味づけがなく、思、い出す手がかりに乏し

いために起こっていた。医者を変わるというように、同じ場面で対応する相手が変わった

ことも影響していたと考えられる(①)。

続柄の問遣いは、家族と 緒にすごした過去の多くの出来事を(正しい分脈で)現在に

つなげる手がかりに乏しいために起こっていた。痴呆発症後、高齢者と家族の関係が変化

したり(②、④~⑥)、施設に入所して周囲の状況が大きく変わったことも影響していたと

考えられる(⑥)。

雇用関係などの、自分との関係づけの間違いは、今と以前の特定の状況が似ているため

に起こっていた(③、⑦、③)。関係づけの間違いには、亡くなった人を探すというような、

混乱も見られた(③)。施設に入所して周囲の状況が大きく変わったことも影響していたと

考えられる(⑦)。

人①「主治医を、以前のかかり付け医の名前で呼んだ」の起序

医者をl呼ぶ時に名前を思い出せず、以前の状況と混じってしまったエラーである。

高齢者は医者が変わったことは覚えている。しかし、名前がとっさにtJ¥てこず、無意般のうちに以前のか

かり付け医の名前で呼んでしまったと考えられる。名前は、人についている記号にすぎない。医者が山田で

あっても斎藤であっても、他のと・んな名前でも良く、そこに何の意味づりもない。このため、高齢者は名前

を思い出す手がかりが少なく、エラーが起こったと考えられる。

また、医者を呼ぶ時に、高齢者は無意識のうちに以前のかかり付け医の名前で呼んでいる。他の名前でも

良かったわけだが、同じ医者の名前が出てきている.名前を思い出すために、過去の出来事を想起し重量照す

る時、高齢者は「診察室で、机に向かっている自衣の人を呼んでいる」状況を思い浮かべていたと考えられる

名前は人についているものだが、単に容貌や体格ではなく、その人が繰り返し出てくる状況などを含めて、

過去の出来事が参照されている。名前の検索は、状況に依存しており、状況が似ていると名前を間違ってし

まいやすいのである。

高齢者は周囲の状況から医者の名前を思い出すところまではできたが、問じ状況で対応する相手が変わっ

ているため、以前の医者と現在の医者の名前を区別する手がかりがなく、エラーが起こったと考えられる.

人②「長女宅から三女宅へ行った時、三女を長女と間違えたJの起序

三女に対応する時に、以前、長女に対応した状況と混じってしまったエラーである。

三女に対応する時に、高齢者ーは過去の出来事を参照する中で、「介護をしている子供に対応しているJ状

を思い浮かべていたと考えられる。ここから f介護をしている干供」の中で、長女ではなく三女に対応する

ためには、思い浮かべる状況を長女と三女に分けて、整理しなければならなかった。しかし、状況を分ける

手がかりが十分でなかったために、混じってしまったと考えられる。この時、高齢者は長女宅から三女宅へ

行っている.長女宅へ三女が来たのであれば、家主である長女と、客である三女を間違えることはなかった

かもしれない。しかし、高齢者が三女宅へ行ったために、共に家主である長女と三女を区別できなくなった。

さらに、高齢者は三女宅へあまり行ったことがなく、 三女宅で介護を受けた経験が少なかった.このため、

三女宅について「介護をしている子供に対応している」時にいた建物や使っていた小物など、他の付属条件

を詳しく思!.!t、出すことができず、長女宅の状況と三女宅の状況を分けることができなかったと考えられる.

そして、三女宅に関して参照できる出来事が少なく、相対的に長女宅に関する出来事を参照する比E置が箆く

なったために、長女宅での対応に乗っ取られてしまったと考えられる。
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また、高齢者が長女・ 三kから、介護を受けるようになったのは比較的級近のことである.高齢者はこれ

までに長女 ・三女と一緒にすζ し、事くの経験を蓄積している。高齢者が長女・三女に対応するのに、想起

し参照する出来事は少なくなかった.三女に対応するのに、「介護をしている了供に対応しているJ状況を劇

い浮かべなくても、「三kと一緒にすごしているJ状況で良かったはずである.しかし、介護を受けるように

なっ亡、高齢者と長女 ・4女との凶係が変化する中で、高齢者は過去の出来事を参照しづらくなっていたと

考えられる.そのため、比較的最近の記憶に頼らざるを得ず、情報が少なくなったことが考えられる.

(前頁からの続き)

高齢者は、痴呆発症により、帰近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在が正確な文脈でつな

がらなくなった結果、エラーが起こったと考えられる。

また、痴呆発症後、高齢者と子供の関係は変化していた。続と F供、どちらかと言えば、面倒をみる人と

面倒をみられる人という関係から、立場が逆転し、介護を受ける人、介護をする人という関係になったので

ある。この変化は、最近のものであるため、まだ経験が浅く、高齢者が過去の出来事を悠起し参照する中で、

思い出すのは容易でない。一方、高齢者と孫との関係は変化していない.組母と f~、面倒をみる人と面倒を

みられる人のままである。~近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶が現伝と正確な分脈でつながら

なくなっている高齢者ーが、係にとの関係を強め、以前の子供との関係を蕊ねたとしても不思議はない.痴呆

発症による関係の変化が、続柄を間違えるエラーへ影響していたたと考えられるのである.人③ f以前、知り合いにお金骨持ち逃げされたことがあり、家に来る人を皆、泥俸呼ばわりするj の起序

家に来る人に対応する時、以前、知り合いにお金を持ち逃げされた状況と混じってしまい、起こったヱラ

ーである.家に来る人に対応する時、高齢者は過去の出来事を想起し参照する中で、「家にあがって、話し

こんでいる人へ対応しているj状況を思い浮かべていると考えられる.そして、それが、知り合いにお金を

持ち逃げされた時の状況と似ているために、両者を区別できなくなり、混じってしまったと考えられる。

また、痴呆性高齢者は鳥近の出来事を思い出しにくくなるとされている。この高齢者も、痴呆発症により、

最近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになってしまった結果、両

者を区別できなくなったと考えられる.

人@)r介護省(長%の嫁)を『看護姉さん』と呼んでいるj の起序

介E盤./fに対応する時、病院で介護を受けた時の状況と混じって Lまい、起こったエラーである。

「看護婦さんJは、高齢者にとって、病院で白衣を着ている人ではなく、介護をしてくれる人の役割名称

であったと考えられる.このため、看護婦と自の前にいる長男の嫁を区別できなくなったと考えられる.

長男の嫁は、結妨以来、ずっと高齢者と一緒に暮らしている.一緒に数多くの出来事を経験しており、高

飾者が長男の嫁に対応する時に、想起し参照できる出来事は少なくなかった.しかし、痴呆発症後、高齢者

と長兇の嫁との関係は恋化していた。高齢者と長兇の嫁との関係が、介護を受ける人、介護をする人の関係

になるにつれ、高齢者は、これまでの出来事を参照しづらくなっていたと考えられる。そして、痴呆発症に

より、高齢者が最近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになったこ

とが重なって、エラーが起こったと考えられる。

人⑥「施設の職員を、家族の名前で呼んでいる」の起序

胞設の職員を呼ぶ11寺に、家族を呼んでいた状況と混ざってしまったエラーである.

高齢者は施設の臓員をi呼ぶ時に、「一緒にいて介護をしている人に対応しているj 状況を思い浮かべてい

たと考えられる。「介護をしている人Jは現在は施設の職員であるが、以，illlよ家族であった.

本来なら、介護をしている人の容貌 ・服装、介護を受けている泌物、 l白lりにいる人などを手がかりに、家

と施設を区別し、施設の職貝と家族を分けることができるはずである.しかし、施設入所は人や関係を大き

く変える出来事であり、混乱をきたしたものと考えられる.施設に入所することで、家族の役割や位置づけ

は変化している.家族と一緒にすごしてきた多くの出来事が、高齢者にとって参照しづらいものになったこ

とが考えられる.さらに、高齢者が対応しきれない周囲の人や関係の大きな変化によって、以前の記憶が現

在に正しい分脈でつながらなくなり、エラーが起こったと考えられる.

人⑦「数十年前に旅館を経営していた。施設で、他の高齢者を従業員だと話している」の起序

地設で他の高齢者に対応する 11寺に、 数十年前に旅館を経営していた状況と混ざってしまったエラーである。

高齢者にとって、施設は旅館に近かったのかもしれない.旅館を経世していた時から数十年がたっているが

現在の状況と、昔の状況の一部が似たものであったために、区別できなくなりエラーが起こったと考えられる

高齢者と他の高齢者との関係は、「同じ建物の中で一緒に行動しているが、客でもなく、家族でもない人」で|

あった。それは、昔は旅館の従業員だったのである.また、施設入所は比較的島近の出来事であり、周囲の

人や関係が大きく変わる中で、混乱をきたしたものと考えられる.

「人⑤「係を 自分叫と間違え…の起序

孫に対応する時、昔、白分のチ供に対応していた時の状況と混じってしまい、起こったエラーである.

係へ対応する降、高齢者は「家族である小さな子に対応しているJ状況を思い浮かべていると考えられる.

f家康である小さな子」は現在は孫であるが、昔は自分の子供であった.

家族の続柄も、名前と同岐に、閏の前の状況から、過去の多くの出来事を想起し重量照する中で区別されて

いる。成人した自分の子供は、生まれた時から幼稚園・小学校を経て、何十年という時の中で、社会に出て、

結時し、それぞれに子供をもうけ、 40代半ばになったという過去の記憶が、現在に正確な分脈でつながるか

らこそ、自分の子供であることがわかる.それがなければ、単に同居している 40代半ばのおばさんである。

孫も同様であり、成人した自分の子供が、結婚し子供をもうけ、その子供が小学生になっているという比較

的最近の記憶が、現在に正搬な文脈でつながるからこそ、係であることがわかる.

人③「数十年前に亡くなっている家族を探したJの起序

家族が亡くなっていることを思い出せず、起こったエラーである.何らかの状況が、亡くなった家族と以

前すごLた状況と似たものであったために、乗っ取られてしまったと考えられる。

目の前の状況と、亡くなった家族と以前すごした時の状況を区別するには、周囲にいる人が以前よ りも年

老いていることや、居室の配鑑や家具 ・小物の変化などを利用することができる.また、家旗が亡くなって

から数十年間に、その家旗がいない状況で蓄積してきた経験がある。しかし、高齢者が痴呆発疲により、是

近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいになる中で、これらを有効に

活用できなくなったと考えられる.
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(4)行為の対象の間違い

行為の対象の間i主いには、変更を伴うものと、変更を伴わないものがあった。

変更会伴う間違いは、変更したばかりであったり(①~④、⑦、③)、変更してからしば

らくたっていても、高齢者iJl長近の出来事を思い出しにくく なっていたりして(⑥、⑨)、

変更内容を思い出せないために起こっていた。変更内容には、対象の変更、配置の変更、

取り扱い方法の変更があった。

対象の変更を伴う取り違えでは、新しい物が目立つ位置になかったりして、物を新しく

したことを思い出す手がかりが少なかった(①、②)。古い物を使ったり、古い物を探 した

りしていた。配置の変更、取り吸い方法の変更を伴うものは後述する (③、⑦、⑨)。

配置の変更をfドう IIf!i主いでは、台所用品の取り違えなど、行為に集中していると新しく

なった物の配置を容易に確認できなかった(⑦、③)。

取り扱い方法の変更を伴う問遣いでは、取り扱い方法がどう変わったのかが、見た目で

確認しにくかった(③、④、⑥、⑨)。取り扱い方法がその時々によって変わるものは、今

回がどちらの方法であったのかがわからなくなり、取り扱い方法が新し くなったものは、

取り扱い)J法を問迎えるほど、どちらが正しい方法であったのかがわからなくなり、混乱

が強くなっていた。

変更を伴わない対象の取り違えは、形が似ている物で起こっており、区別しにくかった

ことが考えられた(⑤、⑬)。

行為の対象① 「新しい鞄をiJeおうと、持ち物を入れて準備して置いたのに、古い鞄を持って出た」の起序

鞄を持って出る時に、鞄を変えたことを思い出せず、起こったエラーである。持ち物を入れ替えて準備し

ていたため、鞄の盛さなどが、これまでと巡ったと思われるが、高齢者が間違いに気づくには十分でなかっ

たようである.

また、新しい鞄は買ったばかりで使ったことはなく、高齢者が新しい鞄のことを思い出寸情報が限られて

いたと考えられる.

行為の対象②「手芸1)-ータノレで新しい作品を始めたのに、以前の作品を探していた」の起序

手芸サークノレで作品を探す時に、新しい作品を始めたことを思い出せず、起こったエラーである。手芸サ

ークノレで以前の作品を完成させ、新しい作品を始めたことは、作品を探してみるまで見た目にわからず、{可

の手がかりもない。また、新しい作品を作り始めたばかりであり、高齢者が過去の出来事を想起し参照する

中で、新しい作品に気づく情報が限られていたと考えられる。

行為の対象③「鍵をかける方向が縦被逆になった。鍵をかけようとして鍵を開けてしまったJの起序

鍵をかける時に、新しい鎚をかける方法を思い出せず、起こったエラーである。

高齢者は鍵を変え、鍵をかける方向が縦績逆になったことは覚えていた。ただ、鍵をかける方向が、以前

の鍵が縦横どちらであり、新しい鍵が縦償どち らであるかが思い出せなかった。鍵をかける方向を間違えれ

ば間違えるほど、前と後のどちらがどちらであったのかが区別できなくなっていったと考えられる。
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(前頁からの続き)

鎚をかける方向は見た目にわからず、実際に動かしてみる主で、手がかりは全くなかった.また、以前の

鍵と新しい鍵は外観が全く同じであり、鍵がかかる方向が逆になっているだけの違いであった。高齢者は、

鍵をかけるために、過去の継をかけた状況を思い浮かべるが、以前の鍵と新しい鍵の外観が同じであるため、

思い浮かべた状況がどちらのものであったかが区別できず、役に立たなかったと考えられる.同傑に、高齢

者はこれまでに間違いを繰り返しており、思い浮かべた状況が、正しかった時のものか、間違った時のもの

か区別できず、混乱を強めていったと考えられる。

行為の対象④「洗濯する衣類を出しておいたのに、 衣類と 緒にタンスへ入れてしまった」の起序

衣類をタンスに入れる時に、洗濯する衣類を出しておいたことを思い出せず、起こったエラーである.

洗溜するために出しておいた衣類は、衣類であることに変わりはなく、着替えた時に洗消しようと思って出

しておいただけのものである。見た目は洗濯済みの衣類とほとんど変わらない。着替えた時の意図を思い凶

させてくれる手がかりは、ほとんどなかったと考えられる。

また、高齢者は長年、家事をしており、衣類を分けて一方は洗f討をし、 一方はタンスに入れることを繰り

返し行っている。この類似した状況が繰り返し起こる中で、自の前にある衣類が洗溜前のものなのか、洗II~

済みのものなのかがわからなくなっても不思議はない。高齢者は目の前にある衣頬を取り扱うために、その

衣類を分けた状況を思い浮かべるが、目の前の衣穎と、その前日にタンスに入れた衣類は、見た目がほとん

ど変わらない。思い浮かべた状況がどちらのものであったかを区別するのは容易でなかったと考えられる。

行為の対象⑤ Iテ・ジタノレ時計のボタンを押して、『ラジオがならない』と言ったJの起序

ラジオとデジタノレ時計を間違えたエラーである。高齢者にとって、ラジオとデジタノレ時計が似たものであ

ったために、区別できなくなり、起こったエラーであると考えられる。

行為の対象⑥「 鍋に物を入れておくと、他の容器へ移してしまうJの起序

以前のように、 度にたくさん作って容器に移して保存しておくような食事の支度をしなくなったことを

思い出せず、起こったエラーである。高齢者が食事の支度をしなくなって数十年が立ち、物の配置など、周

囲の状況も変わっていたと考えられるが、高齢者が食事の支度をしなくなったことに気づくには、十分でな

かったようである。さらに、鍋に物が入っているという状況が、高齢者一が以前、食事の支度をしていた時に、

一度にたくさん作って容器に移して保存していた状況に似ていたために、区別できなくな り、乗っ取られて

しまったと考えられる。

行為の対象⑦「便所を改装後、洋式便器の隣りにある男性用の使器に腰かけたJの起序

洋式使器と、隣にある男性用の便器を間違えたエラーである。使所を改装後、便器の配置が変わっており、

高齢者の混乱を引き起こしたと考えられる。便所の配援が変わっていることは見た目に確認できるが、排般

に注意が向いている高齢者にとって、十分な手がかりでなかったことが考えられる.

また、改装したばかりであり、新しい便所を使った経験が少ない。このため、高齢者が想起し参照できる

新しい便所に関する出来事が少なく、配置の変更を知らせるものにならなかったと考えられる。
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行為の対象⑧『台所を改抜 l.-t.-j具、ふきんをコンロに乗せて、火をつけたJの起序

いる.配置の変更は見た目に確認できるが、食喰の支度に注意が向いている高齢者に、台所用品の配置を確

認している余俗はなかったと考えられる.

また、改装u-ばかりであり、新しい台所を使った経験が少ない.このため、高官告者が想起し参照できる
出来事の中に、新しい台所vr:期するものが少なく、配置の変更を知らせるものにならなかったと考えられる。

行為の対象⑨『保温できる炊飯禄 炊飯が終わるとごはんを他の容総へ移してしまう」の起序

炊飯器が保温できるものに変わり、炊飯が終わってもごはんを他の容器へ移す必要がなくなったことを思

い出せず、起こっt-エラーである.炊飯器が変わったことは、色や形態などが具なるために確認できる。し

かし、炊飯絡の機能が変わっFことは、丸t-だけではわかりづらい。よく見れば、古い炊飯器にはなかった

保温スイッチが付いており、保l!l.できる炊飯穏に変わったことがわかるが、高齢者にとって十分な手がかり

でなかったと考えられる.

また、保温できる炊飯跨に換えてから十数年がたっている。高齢者は新しい炊飯器を、十数年にわたって

使用しており、経験を蓄積している.高齢者が炊飯絡を使うために、過去の出来事を怨、起し参照する中で、

新しい炊飯器に関する情報も少なくなかったと考えられる。しかし、痴呆性高齢者は最近の出来事を思い出

しにくくなるとされている.この高船./1-も、痴呆発症により、是近の出来事を思い出しにくくなり、以前の

記憶と現在のつながりがあい占いになる中で、有効に活用できる情報が少なくなってしまったと考えられる。

行為の対象⑮ I電気のコードを腰に締めたJの起序

官E気のコードを、着物の腰ひもと間違えたエラーである。高齢者にとって、危気のコードと着物の腰ひも

が似たものであったために、区別できなくなり、エラーが起こったと考えられる.

(5)行為の目的の間違い

行為の目的の間進いは、し、ずれも当初jの目的を忘れてしまい、途中から別の行為に変わ

ってしまうものであった。目的は高齢者の頭の中だけにあり、忘れてしまった時に、思い

出す手がかりはほとんどなかった。

間違いは、いずれも場所を移動することによって起こっていた。目的を思い立った場所

に帰ってきた時に、当初の目的を思い出すことがあることから(③)、目的を思い立ったと

ころから場所を移動し、周囲の状況が変わってしまうことが、目的を忘れる原因の一つに

なっていることが考えられた。また、移動中に目的地を見ても、それだけでは目的を思い

出せなかった(<1)、⑤)。

当初目指していた行為と、取って代わった行為は、共通部分が予想以上に少なく、数十

年前の行為が現れることもあった(⑤、⑥)。
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行為の目的① I食堂からリハビリへ行くつもりが、そのま'J:m空へ帰ってしまったIの起芹
fリハビリへ行く」ことが、食堂から移動するうちに「居室へ帰るJことに乗っ取られていた.共通する

のは、食堂から出て、リハピリへ行く道と、居室へ帰る道が分かれるまでの数十mである.その数十mのう

ちに、リハビリへ行くことを忘れてしまい、いつものように無意織に居室へ帰ってしまったと考えられる.

「リハビリへ行く Jことは、高齢者が頭の中で考えているだけであり、それを忘れた時に思い出す手がか

りは何もない。リハビリ室に向かつて歩いているという、現在、進行中の行為内務が、目的を思い出す手が

かりにな岳こともあるが、それが、「居室へ帰る」等の別の行為と同じものであった場合、区別ができなくなり

明らかな手がかりにならなかったと身えられる.

行為の目的②「必要な物を取りに、居室へ戻ったのに、そのまま寝てしまっ1::Jの起序

「必要な物を取りに行く Jことが、移動するうちに「居室へ帰って寝る』ことに乗っ取られていた.共通

するのは、現在地から居室へ帰ることである.現在地から居室へ帰っているうちに、必要な物を取りに戻っ

たことを忘れてしまい、そのまま寝てしまったと考えられる。

目的①と同様に、「必要な物を取りに行く Jことは高齢者が頭の中で身えているだけであり、それを忘れた

時に思い出寸手がかりは何もない。食堂で作業を続けるために、机の上にiltJl.を広げたままであるというよ

うな、進行中の行為内容が、目的を思い出寸手がかりになることもあるが、この場合、高齢者は食堂を見て

確認できる位置におらず、手がかりにならなかったと考えられる.

行為の目的③『美容院へ行くつもりだったのに、パン屋でパンを買って帰ってきた」の起序

I美容院へ行く Jことが、家を出て渉くうちに fパJ屋へ行く Jことに乗っ取られていた.共通するのは、

家を出てパン屋までの道である{美容院はパン屋を通り錯して、まだ先にある)0家を山てパン屋まで拶〈う

ちに、美容院へ行くことを忘れてしまい、高齢者は家に帰ってくるまで、美容院へ行くはずであったことを

思い出せなかった。

円的① ・②と問機に、「美容院へ行く Jことは高齢者が頭の中で考えているだけであり、それを忘れた時

に想い出す手がかりは何もない.現在進行中の行為内容が、目的を思い出す手がかりになることもあるが、

それが、別の行為と同じものであった場合は、区別ができなくなり、手がかりになかなかったと考えられる.

しかし、高齢者は家に帰って、美容院へ行くはずであったことを思い凶している.家は、高樹事者が美容院

へ行くことを思い立った場所であり、閉じ場所に戻ったことで、再[1'目的を思いだしたものと考えられる.

行為の目的@)r食堂から便所へ行くつもりだったのに、そのまま居室に帰って寝てしまった1の起l芋

「便所へ行く j ことが、食堂から移動するうちに f居室へ帰るJことに乗っ取られていた.共通するのは、

食堂から使所までの道である(居室は便所を通り越して、まだ先にある)0食堂を出て便所まで移動するうちに

便所へ行くことを忘れてしまい、居室へ帰って寝てしまったと考えられる.居室へ帰るまでに、途中に便所

があったにもかかわらず、高齢者は便所へ行くことを思い出せなかった.

目的①~③と同傑に、「使所へ行く J 目的は高齢者の頭の中だけにあり、忘れた時に哩~v、出す手がかりが

なかったa さらに、食堂、使所、居室間の移動は、日常生活の中で頗繁にあり、食堂から便所へ行って食堂

に戻ることもあれば、食堂から使所へ行って居室へ帰ることもあり、便所へ行かずに、食堂から直接、居室

へ帰ることもあった.つまり、食堂から便所 ・居室方向へ向かったとしても、その経路はその時によって様

々であり、一定のものではなかったのである.このため、高齢者が目的を忘れた易合、便所・居室方向へ向
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(1)状況の類似性が高く、習慣変9!が大きいケース

(前頁からの続き)

かつて歩いているという現在進行中の行為内容からは、何も得ることができなかったと考えられる. さらに、

高齢者が過去の出来事を忽起し参照したとしても、多傑な状況が区別できず、有効な情報にならなかったと

事例(施 23) は、 2ヶ月前に入院、その後老人保健胞設へ入所した。自宅から生活内

容は大きく変化したと考えられるが、老人保健施設では充庖へ行ったり、サークノレ活動へ

参加したり、自分なりのすごし方で日々をすごし、物をしまい込んでなくしたりするもの

の、あまり大きな混乱もなく日常をおくっていた。入院 ・入所に伴う習慣変更が順調に進

みつつあったと考えられる。

この中で、最近、 さらに居室を変わり 、このため物の置き場所が変わって「物の槌き場

所を変えたのに、以前と同じ場所を探すj 間違いが起こり、同時に入浴の曜日が変わって

「入浴の曜日が変わったのに、以前と同じ暇日に準備をしていたj 間違いが起こった。問

i迄いは、新たな生活内容の変更に対応しており、生活内容の変更が問i主いを引き起こした

と考えられる。しかし、混乱が広がることはなく、間違いは生活内容の変更に直結する部

与えられる.

また、高齢者は、途中に便所があったにもかかわらず、便所へ行くはずであったことを思い出していない.

目的③が目的を思い立った場所である家に帰って、目的を思い出しているのと対照的である。移動中に目的

地を凡ても、それだけでは目的を思い出す手がかりにならないことが考えられる.

行為の目的⑤ f食堂に行くつもりだったのに、『仕事に行く』と雪いだし、食堂を通りすぎた」の起序

「食事に行く jことが「仕事に行く」ことに乗っ取られていた.高申告占ーが働いていたのは十数年前のこと

である.2つの行為はその時点が見なっており、共通するのは、自分の居室から出て歩くという車だけである

さらに、数十年前と周聞の状況は大きく変わっており、共通点が極めて少ない行為に乗っ取られていること

がわかる。

痴呆性高齢者では最近の出来事を思い出しにくくなるとされている。この高齢者も、 仕事をやめてから+

数年が立っているが、J¥'，¥:近の出来事を思い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりがあいまいにな

る中で、両者を明確に区別できなくなり、混じってしまったと考えられる。

分だけにとどまっていた。

間違い 自体は、類似性の高い状況での乗っ取り型エラーであり 、痴呆性高齢者に限らず、

討をにでも起こりうる内容である。しかし、入院 ・入所から 2ヶ月、老人保健施設での生活

構築は未だ柔軟性に欠けるものであり、さらなる生活内容の変更に対応できない脆弱性を

有していたと考えられる。ここに居室を変わる事態が加わったため、問i盆いが起こった可

能性が考えられる。

行為の目的⑥ rw家へ帰る』と‘守って外に出るが、庭で花を見て帰ってきていたJの起序
「家へ帰るJことが I庭で花を見るJことに乗っ取られていた.高齢者は、現在住んでいる家を自分の家

だと思っていない.ぷ齢者が「帰る」という家は、 転居前の家であると考えられる. 2つの行為はその時点

が異なって②おり、共通するのは、現在の家から外に出るという点だけである.目的⑤と問機に、共通点が

めて少ない行為に乗っ取られていることがわかる.

目的⑤と同様に、この高齢者ーも、般近の出来事を恩い出しにくくなり、以前の記憶と現在とのつながりが

あいまいになる中で、両者を明確に区別できなくなり、混じってしまったと考えられる。

施23・場m<Dr物の置き場所を変えたのに、以前と同じ場所を探したJ
時間② 「入浴日が変わったのに、以前と閉じ曜日に準備をしていたlの背景

縫年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・l間違い

昭和50年頃
方、ら
慢性関節リ'/マチで入退院
を繰り返す

ホームへノレパーに家事を手 何をしようとしていたのか

伝ってもらう 忘れることがある
水を止め忘れる

慢性関節リウマザで入院、

その後老人保健施設へ入所
身q;臨りのこと ベフい等をド周た、す囲自ご句分十 物をしまb、込んでなくす片づけ等は自分でして

- 売応ヰ~ータノレに行く

なりのすごし方で一日

居室を変わる l物の世糊を変えたのに、以前と|
(入治、日が変わる) 同じ場所を探した

|入浴日が変わったのに、以前と同じ|
曜日に準備していた

昭和64年頃
泊、ら

平成7年夏

3.4.状況の類似性 ・予司tl't変更との関係

(1)状況の類似性が高く 、習慣変更が大きいケースが 3例、 (2)状況の類似性が高く、習

慣変更が小さいケースが 7例、(3)状況の類似性が低く、習慣変更が大き いケースが 14例、

(4)状況の類似性が低く、習慣変更が大きいケースが 6例であった。 (3)状況の類似性が低

く、習慣変更が大きいケースには、(3)ーl入院 ・入所などの生活内容の変更に伴うもの、

(3) -2痴呆進行後に対応できない種類の生活内容変更が加わったものが見られた。

過去の習慣によると縫測される間違いについて、それぞれの起序を分析する。

平成7年秩

このような例は他に、見慣れない 2Fへ行った時に r2 Fのサーク ノレへ出かけ、そのま
ま 1Fの食堂から帰るように居室へ帰ろうとしたj 間違いが起こ った事例(胞 15)、居室

を変わり 「居室を変わったのに、前を閉じ道を通り、遠回りで便所へ行ったJr居室を変わ

内

h
U句，
.
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ったのに、前の居宅へ行ったJ間違いが起こった事例(在 13) が見られる。いずれも、

新しい生活権築の途上において、さらに生活内容の変更が加わり、間違いを起こしている。

しかし、混乱が広がることはなく、間違いが生活内答の変更に直結する部分だけにとどま

っているのが特徴的である。

(2)状況の類似性が向く、習慣変更が小さいケース

施 15 場所② f2Fo:>サークノレに出かけ、 1 Fの食室から帰るように居室へ帰ろうとしたIの背景

事例(錨 1) は胞設入所から i年が経ち、入所前にいた併殺の病院へ通ったり、趣味の

手芸を続けたりして、大きな混乱もなく日々をおくっていた。この中で荷物が増え「物の

置き場所を変えたのに、以前と同じ場所を探した」間違いが起こった。特に大きなきっか

けはなく間違いが起こっており、これまでから繰り返し行ってきた日常的な行為が無意識

のうちに、過去の習慣に乗っ取られていた。 しかし、混乱が広がることはなく、 一定の間

違いの範屈にとどまっている。

間違いの内容は、類似性が高い状況での乗っ取り型エラーであり、痴呆性高齢者に限ら

ず、誰にでも起こりうるものである。痴呆性高齢者では、最近の出来事に関する記憶が隊

害されやすく、以前の出来事と現在とのつながりがあいまいになることで、さらにエラー

が起こりやすい状態にあると考えられる。

経年以うな生活内容の変化 高齢者の対応・間違い

平成6年春|老人保健施設デイケアに通
うようになる

事成7年夏|老人保色雌般に入所・身の回りのこと、ベyド周囲d
片づけ等は自分でしていた : 
・当初、居室の場所が覚えられな
かった 1 

-1日のスケジユ}ノレは、職員以
F討をかけ誘導していた ! 
毎日、 1F食堂で洗泌物たたみ(

をし、一緒にしている他の高断
者と知り合いになる

施 1:場所⑦「物の世き場所を変えたのに、以前と同じ場所H躍したlの背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 -101mい

平成4年春 脳梗塞で病院へ入院 夜に騒ぐ
「物を盗られた」と言う
虫が遭っているなど、なし
物が見える

転院 身の回りのこと、ベッド周囲の 物をしまい込んでなくす
片づけは自分でしている -電話がかけられない

問じ路を繰り返す

(前院で始まった間違いほ
なくなった

併設の老人保知施設へ入所 併殺病院へ通いながら、手芸・
友人関係などを継続する
老人保健施設の他の高齢者ス
タッ7も以前から知っている者

が多く、生活範囲・交友関係を
広げていく

(荷物が培えていく) 1:の置き噺を変えたのに以前と|
じ場所を傑した

平成7年秩 |サークルに出かけ 1 Fの食堂か可
帰るように居室へ帰ろうとした l 

在13 揚戸rr@f居室を変わったのに、出jと同じ道を通り、遠回りで便所へ行った」
場fff@f居宅を変わったのに、前のE号室ハ寸守ったl の背畳

平成4年秋

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応・間違い

昭和30年 l結妨。現在の家へ住むよう
になる

平成6年秋

平成4年頃|肺気随で入退院を繰り返す卜 一人で外出しなくなった
家の中で帰除、洗泊、簡単な従
事の支度等をしていた : 

入裕が一部介助になった

介護者が毎日、病院へ通っておト夜中に片づけ等を始めた
り、介護Sの~が見えないと季節を間違えた

探し回っていた :・ 「お茶碗を盗られたJと言
ったが、探すと見つかっだ

j ・便所~'i'くと、 道に迷b 呼高
。室に帰って来られなかった

平成7年夏|肺炎で入院
平成7年秋

このような例は他に、「物の置き場所を変えたのに、以前と同じ易所を探した1事例(復

12、施 9)、 「主治医を、以前のかかり付け医の名前で呼んだ」事例(施 9)、 f日曜日に平

日と閉じように老人クラブへ出かけたj 事例(在 6)、「食堂からリハビリ室へ行くつもり

が、そのまま居室へ帰ってしまった」事例(施 11)、「食堂から使所へ行くつもりだった

のに、そのまま居室に帰って寝てしまったJ事例(施 28)、「デイサービスがない曜日も

行く用意をしている」事例(在 17) が見られる。

いずれも特に大きなきっかけなく間違いが起こっているが、混乱が広がることはなく、

一定の間違いの範囲にとどまっているのが特徴的である。

平成7年秋|退院
(居室を使所に近くした)

家事はしなくなった.身の回り:r-入院して始まった間違し¥
や簡単な片づけ等はしている i、立退院後、なくなったノ
ベシドに慣になっていること月号
多い

|居室を変わったのに、前と同じ道を|
通り、述回りをして使所へ行った

|居室を変わったのに、前の陸へ行|
った l 

。。勺，.
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施9 場所① 「物の置き場所を変えたのに、以前と同じ場所を探した」

人① 「主治医争、以前のかかり付け医の名前で呼んだJ の背最

施設28:行為の目的④ 「食堂から便所""i'iくつもりだったのに、 居室へ帰って寝てしまったlの背来

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応・間違い

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

昭和40年頃 変形性股関節症で医者にか
かるようになる

(丹、かり付け医ができる)

歩行困難になり病院へ入院

(主治医が変わる)

転院

(主治医が変わる)

併殺の右人保世勧面設へ入所

(主治医が変わる) ることがある

杖を忘れることがある

物の置き場所を変えたのに、以前と

同じ場所を探した

主治医を、以刷のかかり付け医の名

前で呼んだ

平成2年夏 老人保健編設へ3ヶ月入所|退院後、ヘッド横にポータプノレ:・同じ話を繰り返す

退所後、老人保健施設ディ lトイレを蹴き、日中は老人室で 1・季節を間違える

ケアへi通う |すごす。デイケアがない日は、 j・孫の顔がわからない
ホームへノレパーが来ていた 1・ポータプノレトイレを使った

着答え、入浴は介助であった ! ことを忘れ、何度もポータ

プノレトイレを使うことを繰

り返す
昭和60年

平成元年秋

平成3年春|結尿病で一時入院

病院から老人保健施設へ入

所するが、結尿病などのた

めに何度も再入院する

平成6年春

平成7年秋

平成6年春|自宅退院するも、 1ヶ月後 l日常生活に必要な範囲は、広械
病院へ預かり入九病院か|子で自由に移動し、結所へ来だ

ら、老人保健施設へ入所 | り、外をながめたりして、一日;

をすごしていた

1日のスケジューノレ111班員が戸;

をかけていた : 

トイレ利用に介助が必要であっi
たため、職員がトイレへ誘導U
ていた

(便所へ誘導している時、職員が他のことをしている聞に)

l食堂から便所へ行くつもりだったの|
に、 居室へ帰って寝てしまった | 

平成7年

施設 11 行為の目的① I食堂からリハピリへ行くつもりが、そのまま居室へ帰ってしまったJの背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い 在6 時間(i)r日畷日に、平日と閉じように老人クラブへ出かけたIの背景

平成4年夏 |独居。脱水症状で倒れてい

るところを発見されて入院

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

平成7年

現在の家に移り住む

手首を骨折して、自宅療養。

i 新しい鞄を使おうてと、置持いたち
物を入れて準備し

のに、古い鞄を持ってでt

ラブへ出かけた

平成4年秋 1I転院
昭和5年頃

平成4年

平成6年春|併殺の老人保健施設入P.Jro

平成6年秋|他の老人保健施設入所へ移 |・身の回りのことはしている。当初、併設病院へ来て、 i園
る。 卜普段使う物は全てベッドの上，~ に迷ったことがある

乗せて、寝たまま手が届く位置

に置いていた い持って来なかった物を、矧

喫PA所八タバコを吸いに行つだ って帰ろうとして傑す
り、すークノレに出たり出なかっj 日にちを間違える

りして、自分のすごし方で 日(同じ誌を繰返すことがある|

をすごしている。腰痛のためト水を止め忘れる

リハビロへ通っていた J 閉じ服を着続ける

平成7年秩 サークノレq;時間が変わった

のに、以前と同じ時間に出

力斗7た

|食堂からリハビリ明くつもりが、|
そのまま居室へ帰ってしまった | 
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(3)状況の類似性が低く、習慣変更が大きいケース

経年的な生活内容の変化

在 12 場所①「物の置主場所を変えたのに、以前と閉じ場所。探したj の背景

(3)ーl入院・転居などに伴う生活内容の変更
独居。近所の介護者宅へ食
事に通っていた

近所から不用心と話が出て、 掃除や片づけ等はしていた
介護者宅の隣へ移り住む (食事の支度買い物は介護者)

外""-'l1'くと迷子になる

|物の置き場所を変えたのに以前とl
同じ場所を探した

平成3年

予成4年

平成6年

平成7年

高齢者の対応・間違い

経年的な生活内容の変化

在 17 時間⑪「デイサービスがなし吋目日も行く用意をしているlの背景

高齢者の対応・間違い

事例(在 4)は、入院・入所・再び自宅へとめまぐるしく生活内容が変わる中で、家の

中を歩き回り、昼夜間わず寝たり起きたりするようになっている。家族の続柄を間違え、

服を着る順序を間違えるなど、様々な種類の間違いが頻発する中で、多くの過去の習慣に

よると推測される間違いが起こっている。

生活内容の変化に充分対応できていないことは明らかであり、混乱が続く中で、過去に

構築されていた習慣に依拠せざるを得なくなり、過去の習慣による乗っ取り型のエラーが

生じていると考えられる。ただし、参照されている過去の習慣は、混乱の原因となった生

活内容の変化(入院 ・入所)直前のものではない。入院 ・入所前の在宅生活よりもずっと

以前の、十数年から数十年前のものである。高齢者が想定する様々な事柄に|期する枠組み

が、ずっと以前のものへ後退していることがわかる。

このような例は他に、入院 ・自宅の改築の中で痴呆症状(間違い)が見られるようにな

事例(在 11)、転居後に痴呆症状(間違い)が見られるようになった事例(在1)、入院 ・

転院・施設入所の中で痴呆症状(間違い)が見られるようになった事例(施 22) がある。

痴呆進行に伴って混乱は広がり、現在起こっている間違いの内容は、し、ずれも十数年から

数十年さかのぼったものである。

一方、痴呆発症 ・進行は、そのために介護者宅への同居(転居)・施設利用などを必要と

し、痴呆性高齢者の混乱をまねいている。痴呆が進み入退院を繰り返した後、介護者宅へ

同居し、「家に帰る」と言うようになった事例(在 2) がある。痴呆進行後、介護者宅へ

同居、施設入所し、施設の高齢者を職場の同僚だと言っている事例(施 17)、痴呆発症後、

介護者宅へ同居しデイケアへ通うようになり、デイケアを「学校に行ったj と言っている

事例(在 18) がある。

「家に帰るJと言う家は、 1年前のものであるが、「職場の同僚だ」と言う職場は、十数

年前のものであり 、「学校に行ったjと言う学校は数十年前のものである。現在の施設入所、

デイケア利用での経験が、最近までの生活の延長線上に位置付けられていないのは明らか

である。さらに、これらの間違いは、施設入所、デイケア利用前に起こっていた各種の間

違いに比べて、状況の類似性がかなり低いものである。「職場Jr学校」というやや無理の

ある設定は、高齢者が混乱の中で精神的安定を得るため行ったものである可能性が推測さ

れる。痴呆発症 ・進行によって、生活内容の変更への柔軟な対応が難しくなっているとこ

ろへ、取り扱いきれない生活内容の変更が加わったために、過去と現在が異なった文脈で

つながり、歪んだ形で新しい生活構築が始められてしまったのである。現在の日常生活に

支障をきたさず、過去への認識を変えないように、新しい生活像を修正していくためには、

周囲の配慮された働きかけと、安定した時間を要することが微調lされる。

昭和25年頃|生まれ故郷で結婚

昭和46年 |有料老人ホームへ入居。

昭和初年 |入院し、その後介護者宅で
一日朝東養する。

平成4年夏|有料老人ホームの職員と衝
し、退居。老人病院へ預り
入院

平成4年~介護者宅へ引き取られる

平成6年 |デイサービスへ迦 l凶行く
ようになる

調理、掃除は施設の職員がしゼ
いた
j也I壊の教養講座に参加したり、 i
買い物へ行ったりして自由に寸十
ごしていた
他の入居者や職員とは衝突する。
ことが多かった

病室(個室)に閉じこもったま
まE、ドアを聞けて、外を通る(
人を眺めてすごしていた : 
病院職員に批判的で、うまくし1
かなかった。友人もなかった(
失紫し、常時おむつになった:

当初はトイレへ誘導していた J 季節を間違える
徐々 に行けるようになった : 同じ話を繰り返す
当初は介護者について回ってし1・当初は「物を絞られた」と
た。徐々に老人室で人ですこ:度々言っていた
せるようになった。:当初は「ここは熱海の家
・当初は一人で外出できなかった有料老人ホーム)だJと
徐々に、自宅前の公園へ入方言っていた
散歩に出るようになった.公殴
で隣に住む高齢者と知り合いに:
なり、行き来するようになったl

け当初は、デイサービスから
帰ってくるとデイサービス
に行ったことを忘れていた

家具の配置が変わって、家
具にぶつかった

平成7年

。406
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在4 場所⑩ rw家に帰る』と言い、結婚前{数ト年前)に住んでいた家へ行こうとしたJ
時間③ 自営業を判'"わなくなって 、抗の上の伝票を居室へ持って行ってしまうJ
人⑥ r介護者(長男の嫁)を『看護婦さん』と呼んでし、る」

行為の主f象@)r沈イ揺する衣類を出しておいたのに、 衣類と一緒にタンスへ入れてしまったJ
行為の対象⑤「デジタノし時計のボタンを押して、『ラジオーがならなし、』と言った」

行為の対象⑥「 鍋に物を入れておくと、他の容器へ移してしまう l の背景

在 11 時間⑨ 「夜中でも、目が覚めると食事をする(朝食のつもり)J

人③ 「数十年前になくなっている家悠を探したJ

行為の対象⑦「便所を改装後、洋式便器の隣りにある男性用便器に腰かけたj

行為の対象③「台所を改装した後、ふきんをコン口に乗せて火をつけたJ

行為の目的⑥ rr家へ帰る.1~言って外に凶るが、庭で花を見て帰ってきていたj の背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い
昭和25年

昭和 16年頃 結婚。現在の自主へ住む

家内工業を始める

家内工業から引退する

出歩くのが好きであったが、老 同じ話を繰り返す

人会や貸し吻などに行方当なくな 傘を杖代わりにしていたカ
る.老人室でぼんやりしていた よく忘れてきていた

化粧をしなくなる。銭湯は介護 銭湯で、洗面器を間違えて

者が促せば、一人で行っていた 持って帰ってくる

電気のコードを妓いて回る

便所を汚す

f寺t叫舟をしまい込む
ポータプノレトイレをゴミ雑

にしてしまう

老人病院へ預かり入院 家族が 1日おきに通っていた 家族の続柄を間違える

1日のλケジューノレは職員が声 当初、廊下で寝ていること

をかけ、誘導していた が多かった

病院から老人保健施設へ入 居室ですごすことはなく、ずっ -季節を間違える
所。 2ヶ月で自宅へ退所 と食堂で他の高齢者と一緒にす 年齢を尋ねると 40歳位だ

ごしていた。 と言う

老人保健施設デイケアへ通 家の中を歩き回り、昼夜間わず 敷きふとんをかぶったり、
っている 寝たり起きたりしている 毛布だけで寝ていたりする

般を着る傾序を間違える

|恥帰るJと白い結婚前に9
いた家叫すこうとした

|自営業を手伝わなくなって机の司
の伝票を居室へ持っていってしま

|介護者(長男の嫁)を f看護婦札JI
と呼んでいる

|洗濯する衣類叫て置いたのに | 
タンスへ入11，てしまった

iデジオジがタ岬なら計なのし、ボj タン刊して、 r4 
と言った

! 鍋明入れておくと他の容器|
に移してしまう

平成7年

昭和44年

昭和37年頃

昭和 52年 平成元年

平成元年頃

平成3年頃

平成5年頃 平成3年

平成7年春

平成5年

平成7年夏

平成7年数
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経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い

旅館を始める

旅館に住んでいたが、{主ま

いを別にする

変形性膝関節症の手術のた 入院中、孫にこずかいたを語
め入院 して忘れたことがあっ

退院後、凡舞いに来ていf

再手術のため入院。退1札 折、の名前を間違える
自宅を全面改築する 洗剤をつけずに皿を洗う

リモコンの操作ができなし

遡5日老人保健施設デイケ -電話がかけられない

アヘ行くようになる 服を着る順番を間違える

家族の続柄を間違える

「自分の物ではなし、」と老

人室のタンスに入っている

物を全て出してしまったこ

とがあった

水洗便所を流し忘れる

|夜中でも目が覚めると食事をする

(朝食のつもり)

l数十年間に亡くな州、る家族を
探した

|便所を雌後、問器の隣りにあl
る男性用便器に腰かけた

|せ台所て火を改をつ齢け、たふきんをコン時1

1;家に帰るJと外に出るが庭で花|
を見て帰ってきていた

F
h
υ
 
0
6
 



長EI 場所⑬「転居後、数年たつのに、使所を保して外に出たJ

行為の対象⑨「保温できる炊飯掠 炊飯が終わるとごはんを他の容器へ移してしまうJ
行為の対象⑩前気のコード少腰に締めたl の背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応・間違い

平成冗年 主夫婦が介護者宅へ同居す 「物を盗られたJと言うよ
る うになった

温風ヒーターの操作が覚え

らオ乞なかった

-1号れ物をしまい込む
-季節や天候に応じた服が五
られなし、

平成3年 夫死亡

週3回デイザーピスに通う

ようになる

平成5年 月に l度、ンョートステイ 電気のコードを抜いて回る
を利用するようになる テレビのONlOFFができ

ない

浴室や便所の前にある押J入
で排II!I:する

平成6年

-I~償制する

服の順序や表裏を間違える

トイレットペーパーが使え

なくなる

洗面所ではなく、流しで島

を洗うようになる

開き戸を引き戸のように、

聞けようとする

水を止め忘れる

平成7年 テレピに昔話しかける

I皿をかじったり、フォーク

やスプーンを捨てたりする

ふとんをたたんで、 7 ツト

レスをかぶって寝ていたこ

とがあった

-ズボンの片方に両足を入れ

ていた

下着を下ろさずに、使器に

!l1!かける

-水洗便所で水を流し忘開れけるら
-便所の鍵をかけて、

れなくなる

掃き出しから転落する

l転居f僻たつのに 便所持して|
外に出た

|保温できる炊鵬炊飯が終わるつ
ご飯を他の容器へ移してしまう

|電気のコ ドを腰に締めた

胞 22 行為の目的②「必要な物を取りに、居室へ戻ったのに、そのまま寝てしまったiの昔景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

脳性小児マヒで足部の変形

自宅では 入浴予る術郎簡畑後単な片事そ合持向干ナが強くなり、入院、 手術 以外の身の回り

等はしていた

歩いていたが、

オムツ使用にな

平成6年

平成7年春 転院

平成7年夏 老人保健施設入所 -持ってきた物を忘れて

日にちを間違える

よく「物を盗られた」

フ
夜中に起き出して騒ぐ

自分の年齢を 10歳程度、

間違える

平成7年秋

に、そのまま寝てしまった

在2 場所ulIf転居して『家に帰る』と言うようになったJの背景

昭和 15年頃

平成3年頃
から

平成6年

平成7年

経年的な生活内容の変化

結婚。

多発性脳梗塞で入退院を繰

り返す

多発性脳梗塞で入院

介護者宅へ退院

高齢;o/tの対応・間違い

-洗面所や流しで放尿するこ

とがあった

家族の続柄を間違えていた

「列車が出るからJと食事

夜中に起き出して、家の中

を歩き回った

家の中を歩き回ることは続いてる
いる

-食事を食べなくなり、介助す

ようになった

l転な居ったして阿る」出ように|



胞 17 人⑦「十教年前に旅館を経営していた篇設で、他の高齢者を従業員だと話しているlの背最

経年的な生活内容の変化 高画事者の対応 ー間違い

昭和38年 旅館を始める

昭和58年 旅館の仕事をやめる

'JZ成5年 -物をしまい込んでなくす

-ガスを消し官止もる

タンスの出し入れができな

くなる

平成7年春

平成7年夏

酢:女が入fJ!.長止宅へ同居

い長声のっ日トl女とつ制てを院日にいの州ダじつ問つースるYい的4てZ出7て比廿い5ょF日闘合4た批ーごっルてでし制い2す蜘な見職もるえ仕が員こなs切とq r-人では護られないJ1: 

言い、廊下で寝ていた

老人保健施設へ入所 季節を間違える

同じ服を着続ける

[旅館を経営叶た。施設で、他|
の高齢者を従業員だと話している

在 18 時間⑦「 学校の用務自少していたのデイケアのことを『学披-"1"1った』と話していろlの背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

戦後 夫が戦死。家族で学校に住

み込み、用務員をする

昭和63年 -閉じ話を繰り返す

閉じ物を買ってくる

平成2年 季節や天候に応じた服が

着られない

-同じ"~を着続ける
-汚れ物をしまい込む

平成6年 独居が難しいと民生委員か 近所で、知り合いとそうで
ら連絡があり、介護者宅へ ない人の区別がつかない
引き取られる 水洗便所を流さない

一度、一人で外へ出て帰っ

てこられなかった

平成7年 老人保健施設デイケアへ行 デイケアがない日は、介護者と -家族の続柄を間違える
くようになった

一法211
を家の中で飼っており、

んでいる

(3) -2痴呆進行後の生活内容の変更

事例(施 4)は、 l年前に老人保健施設へ入所し、当初、食堂の席を間違えていたが、

徐々に覚えたばかりであった。その時に食堂の席を変わったために、以前と同じ場所へ座

ってしまった。このような例は他に、半年前に老人保健施設へ入所し、当初、居室合間違

えていたが、徐々に覚えたばかりの時に、居室を変わり、以前と同じ居室へ行った事例(施

14) がある。

両者共に、食堂の席や居室に関する新しい想定の枠組みができたばかりであり、変更に

対応できる柔軟性を持 ち合わせていなかった。ここへ変更が加わったために、いわば当然

の結果として問違いが起こったと考えられるのである。

また、鏡を見て話をしたり、食べ物以外の物を口にするなど、類似性の低い状況で間違

いが起こっている中で、施設入所し、施設職員を家族の名前で呼んでいる事例(施 16)

がある。このような例は他に、便所以外で排f世したり 、食べ物以外の物を口にするなど、

類似性の低い状況で間違いが起こ っている中で、施設入所し便所へ誘導されることになり、

使所へ行くつもりが(職員が他のことに手を取られている問に)居室へ帰って寝てしまっ

た事例(施 27) がある。

両者共に、痴呆進行によって、様々な事柄に対応する枠組みが粗雑になっており、初め

て会う施設職員や、経験のない施設のプログラムに柔軟に対応できるだけの受け皿を持ち

合わせていなかった。ここへより高い精度を必要とする生活内容の変更が加わったために、

いわば当然の結果として間違いが起こったと考えられるのである。

施4;場所③「食堂の席が変わったのに、以前と閉じ場所に座ったlの背最

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い

平成2年 |脳梗塞で入目先 3ヶ月で退卜入浴、着替えが一部介助になる閉じ話を繰り返す
院 卜片づけ等は介護者がしていた;物をしまし'ldんでなくす

水を止め忘れる

平成4年 |歩行困難になり、老人保健|老人保健施設内では手を引いて!・家族の続柄を間違える

胞設へ入所。半年で退所し、|杖歩行。自宅ではったい歩き 季節を間違える

その後老人保健施設デイケトトイレへ介護者が誘導していた・食事を食ベた事を忘れる

アへ通う i 

平成6年 !介護者が入院し、老人保健 1・1日のスケジュールは、職員がj

胞設へ入所。 I声をかけていた

平成7年 I (食堂の席を変わる)

居室の場所や食堂の席は、徐々j・当初、居室を間違えた

に覚えた 食堂の席を度々、間違え剖

・居室で寝ていることが多く、サi・悦所以外で俳推すること力
ークノし等に誘われると参加するiあった
食堂で隣の席になった高齢者と;

気さくに話をするが、その場眠

りのことが多い

ベッド周囲の片づけはしていた・汚れ幼をしまい込む

|食堂の席が変わったのに、以前と同|
場所に座った | 



施 14 場所⑦「居室を変わったのに 以前と同じ居室"'itったIの背景 施設27 行為の目的(j)f企堂から使所r.4iくつもりだったのに、 居室へ帰って纏てしまったiの背景

経年的な生活内容の変化 高齢者一の対応・間唯い 経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

平成3年

行護能い友問てに重者たっ陪Lな付がてた《りい毎近き一がわ所合人週允あずbでわ日徐ま時3商を駒々りU宮と多に侃キSb歩市喝飛dく出行1eなにζ1〈F迫行りな聞れっ回つ介ててだ弓 首位隔が 制ずられムない

同じ物を賀ってくる

服を何枚も重ねて着る

-水洗便所の水を流し忘れる

一人で外へ出ると帰ってこ

られなくなる

-タンスの中の物を全部出し

歩きにくくなってかオいらはたム。、ツ食使日堂常用! てしまう
で介護者とすごして 鋭を見て話をする

生活はほぼ全介助、 ・箸やスプーンが使えない

老人保健施設へ入所 -車精子に座り、詰所前の机です:食べ物以外の物を、口に入

ごしている。 れる

平成7年

これまでは家事をしていたが、 洗吊1機が使えない
徐々に介護者がするようになる 物をしまい込んでなくす

同じ物を買ってくる

電話がかけられない

-お米宇といで、水者捨て、

中身だけを炊飯紫に入れる

-ガスを消し忘れる

.;7ンスの出し入れができヌ

くなる

石油ストープを消るし忘ばれかるり
ほうきで同じとこ

を』立〈

入浴中、同じところばかり

洗う

遠出すると帰って来られえ
し、

鎖骨骨折、自宅療養 着替え、入浴を介助するように

なった

家の中で迷うようになり、排f世 -テレピに話しかける
は介護者が便所へ誘導するよう テレビを消し忘れる

になった ふとんを斜めにひいたり、

ひく順序を間違える

使穏を見て「ここでしてがし車
いのか」と聞いたこと

った

老人保健施設デイケアへ通

うようになる

頻繁に外へ出て、帰って来られ 裕室の折れ戸が開けられえ

介な護か者ったと。一家緒のに中でも、 居間で
し、

いても落ち着か 昼夜を問わず、外へ出てし

ず、老人室前の廊下を繰り返し 〈

行き来していた

家の改築のため、老人保健

当回酬伐もをかし3喝初かるっく闘らがなたのけ創こf侮近てとスり刊かケ吋η〈た線ま司一ジめ部す緒「醐j聞て」法Uす川と言え制のtごHいがす間場闘、所よ歩食押闘措うしt盆にて a)ヲ限切ヰで色体槍する

施設へ入所 -居室を間違える

-食べ物以外の物を口にする

他人の物を持っていってし

まう

(職員が他の高齢者と 緒に便所へ誘導していると)

I~堂から使所4くつもりだったの|
居室へ帰って寝てしまった

昭和62年頃手成6年夏|老人保健施設へ入所 当初、居室を間違えた

l 当初、食堂の席を間違えた

平成6年秋|心不全で、老人保健施設か|病院の中を歩き回るため、職員;・夜中に騒ぐ

ら入院 l 詰所ですごすことが多かった。

平成6年冬|老人保健施設へ再入所 卜即精子で入所したが、再び老~・服を着る順序、左右を間違
車を押して歩行するようになっiえる
た l自のスケジューノレl対酷員ー居室を間違える

が芦をかけていた ト食堂の席を間違える

快活で周聞にいた高齢者とにぎ・タンスの中の物を、全て出

やかに話をするが、その場限りiしてしまう | 
であることが多い。居室や食霊長他人の物を、持って行っ対

の席を間違えるため、周到の高 しまう

齢者と衝突することがあった(戸夜中に顎ぐことはなくな

l¥った

一平成7年春|他の老人保健施設へ転所 |・食堂や廊下で、老人事に腰かけ:

て、周聞をながめていること力量

多い。サークル等には誘われてざ

も内容には参加せす、周りにし1
て、会話にだけ参加していた l

-当初、居室を間違えていたが、;

徐々に覚えて一人で居室へ帰料

るようになった。

昭和 63年

平成2年

平成7年秋 |同室者のタンユを開けてし

まうため、衝突し、居室を居室を変わったのに、以前と両E雇1
変わる 室叫すった | 平成3年

胞 16 人⑥「施設の職白書ド家康の名前でl呼んでいる lの背景 』 平成6年

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応間違い

平成5年

平成6年

平成7年

このような例は他に、同じ物を何度も買ってきたり、月Eを何枚も重ねて着るなどの間遠

いが起こっている中で、「置き場所を変えたのに、以前と同じ場所を探したJ事 例(在 9)、

-90 ーハHJV



持ってきた物を忘れて帰ったり、自分の服と他人の服を間違えるなどの間違いが起こって

いる中で「手芸サークノレで新しい作品を始めたのに、以前の作品を探していたJ事例(施 12)

がある。食べ物以外の物を口にするなどの間違いが起こっている中で、「食堂へ行くつもり

『仕事へ行く』と言いだし、食堂を通り過ぎた」事例(施 35) がある。

施35 行為の目的(5)f食堂に行くつもり 、『仕事に行く』と苫いだし、食堂を通りすぎたIの背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い

平成昨夏!心不全で一時入院 |・入院までずっと畑仕事をしてしi-11:---物以外の腕口にする
たが、退院後、日常生活のほぼ・便器に手を入れる
全てに介助が必要になり、外ベ
出ることもなくなった。
急に怒り出して手をあげること
があった
家の中を歩吉、物にぶつかった:
り、転倒を繰り返していた : 

平成5年秩|週5日老人保健施設デイケ|デイケアでは施設の中を歩いた:

アを利用するようになる |り、ぼんやりと立って周閤をな:
がめていることが多い。急に怒 j
り出すため、他の高齢者と衝突(
することもあった l 

EE9:場所① 「物の置き場所骨変えたのに‘以前と同じ場所を傑した!の背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 e間違い

平成2年

現{Eの自主へ移り住んだ

家を部改築したが、老人 電話番号を間違える
主は変わっていない

ガスを消し忘れる

ようになる

友達と外出しなくなる
-ミシンかけや和裁をしなくな
-タンスの出し入れをしなくな

;・同じ物を何度も買ってくる
靴下が左右違う
服を何枚も茸ねて着る

げの置き場所蹴たのに以前とl
同じ場所を探した

昭和30年頃

平成5年

平成7年
入蹴健

院

保

入

人
再

老
で

ら

全

か
不

院

心

病

所

春

秋
年

年

F

O

n

b

 

成

成
平

平

平成7年 |食堂へ行くつもり I仕事に行く J I 
と言いだし、食堂を通りすぎた

施 12:行為の対象(2)f手芸サークルで新しし、作品を始めたのに、以前の作品を傑していた!の背景 (4)状況の類似性が低く 、習慣変更が小 さいケース

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い
入院 ・入所のような大きな生活内容の変更がなくても、痴呆発症 ・進行と、それに伴う

後々な生活(行為)内容の変更によって、間違いが生じているケースがある。

事例(在 16) は、結婚後数十年にわたり現在の家に住んでおり 、改築してから二十年

近くが経っている。 3年前に同じ物 を何度も買ってくるようになり、ガスを消し忘れるよ

うになった。このため貿い物 ・食事の支度は介護者がするようになり、高働者はこれまで

続けてきた家事をしなくなった。つまり、痴呆発症によって、高齢者の生活内容が変わっ

てしまったのである。さらに、高齢者はこれまで行ったこともなかったデイケアへ行くこ

とになり 、デイケアで介護者の名前を呼び続けていた。調査時点で、高齢者は家族の続柄

を間違えるようになり、荷物をまとめて f家に帰ります」と言うようになっていた。

「帰りますJ と言う家は、結婚前(数十年前)に住んでいた家であり、さらに、家を改

築する前(二十午前)に戻ったような行動が見られ、改築前に便所があった場所にある浴

室で排他し、改築前に倉庫があった場所にある家族の部屋から荷物を持ち出していた。こ

の間に、入院 ・入所のような大きなきっかけがあったわけではない。痴呆発症 ・進行と、

それに伴う様々な生活内容の変更があり、それらの相乗作用によって、間違いが起こった

と考えられるのである。

平成4年 脳使塞で入II1i.8ヶ月で退
院

老人保健地殻デイケアへ通 日にちを間違える
うようになる

物をしまい込んい親で族なのく続す梓
-同居していな
を間違える

同じZ舌を繰り返す

1ヶ月に l度ずつ、老人保 -/写れ物をしまい込む
健艦設のショートステイを
利用する って継続する し にしてしまう

当初、日中はデイケアですご 手提け車砲を、持ち帰るのを

ていたが、サークノレ活げ動るや向蛍j忘れる
者から交友関係を広 ・他の高齢者の服と自分の目

1日のス食ケ堂ジやュ居ーノ室レはへ職誘員導がし声でj を間違える
をかけ、
いた

l手芸サタノレ捕しし叩始めつ
のに、以前の作品を探していた

平成5年秋

平fjJt5年冬

から

平成7年



イ主 16 場所⑧ 「改築後、数十年たっているが、以前使所があった場所にある浴室吋子ってしまうj

場所⑤ 「以前倉庫があった場所にある家族の部屋へ入札物を持っていってしまうJ

場所⑩ rmnこ帰る』と己主い、結婚市(数十年初に住んでし、た家叫すこうとしたJ
人③「 お金を持ち逃げされたことがあり、家に来る人を皆‘泥俸よばわりするj の背景

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い

昭和40年頃 夫死亡。介護者宅へ同居 家事は高齢者がしていた

昭和 SI年 自宅を改修

平成4年 賢い物、食事の支度などは、介 -同じ物を何度も買ってくる

護者ーがするようになる -鍋をこがす

-ガスを消し忘れる

平成5年 老人保健施設デイケア叫す デイケアはあまり好きではなく 閉じ服を着続ける
くようになる 当初は、介護者の名前を呼び続

ていた

平成7年 家では老人室ですごし、小さな 家族の紛摘を間違える
家具の位置を変えたり、タンス 季節を間違える

の中の物を出したり、壁の綴れ タンスの中の物を、全部仕
ているところを気にしたりして してしまう
いる.他の部屋に入ったり、荷 水洗便所の水を流し忘れる

物をまとめて「帰りますJと言

うこともある

l改築後、数十年た叶浴杭室4以7前くI
便所があった局所にある

[ 以前倉庫があd 所にある家町
の部屋へ入り、物を持っていく

I~家に帰る」
でいた家へ行こうとする

家に来る人を皆、泥棒呼ばわりす

また、自転車で出歩いていたが、徐々に速くへ行けなくなり、自転車に乗れなくなって

からは、今度はパスに乗って、以前にパスで出かけていた先へ行 くようになった事例(在 2)

がある。行き先は、自転車に采っていた問は近所のパチンコ屋であったが、バスに乗って

からは 3年前までしていた職業の得意先になった。この間に、一時入院しているが、すぐ

に「帰りたb、Jと言って帰ってきている。他に大きなきっかけがあったわけではない。痴

呆進行とそれに伴う生活内谷の変更によって、間違いが起こ ったと考えられる。

以上のような例は他に、痴呆進行などによって rw家に帰る』と言い、数十年前に住んで
いた住所を言う J事例(在 14)、「長女宅から三女宅へ行った時、三女と長女を間違えたI

などの事例 (在 10)、 「孫を自分の子供と間違えている Jなどの事例(在 5)、「美容院へ

行くつもりだったのに、パン屋でパンを買って帰ってきたJ事例(在 3) がある。

在2:時間@r退職してから数年たつが、以前の仕事先に出かけたJの背景

経年的な生活内容の変化

昭和20年 |結婚ロ現在の家へ移り住む
大工をしていた

平成4年

平成5年

平成6年

脳梗塞で一時入院。退職

平成7年春|病院に一時預かり入院

平成7年歌

高齢者の対応・間違い

自転車で出歩いて、粗大ゴミを: 自転車で出かけて、帰って

拾って来てし寸ら家の中をこま;来られなくなる

ごまと片づけて回っていた トストープを消し忘れる

グパコをやめる ;・孫の車両がわからなくなる

自転車で5分のところにあるべ.11日を着る順序を間違える
チンコ屋に毎日i且っていた トテレビのON/OFFができ

病院を歩き回り、外で見つかっ 1

たこともあった。家肢が面会に i

行ったところ、「帰るJと言い、:

そのまま一緒に帰ってきた ; 

パスに乗って、昔の得意先に行

くようになった。得意先の人以

うまく相手をしてくれている i 

あちこちで失禁するため、 1以
ツ使用になった

なくなった

|退職してから数年たつが、 以前の仕 |
事先に出かけた | 

在 14 場所⑪町家へ帰る』と言い、数十年前に住んでいた住所を言う lの背景

昭和4S年頃

昭和S2年頃

から

昭和S8年

平成2年

平成6年

平成7年

経年的な生活内容の変化

転居

脊催すベり症、腎臓病など

で入退院を繰り返す

車精子生活の為に、家を改

築する

家政婦が来るようになる

家政婦が都合で辞める
その後、ホームへノレパーが

合わずに、次々と変わる

介護者が退職.家にいるよ

うになる

高齢者の対応・間違い

車椅子、オムツ使用(腎臓病の 炊きあがったご飯を他の容

為)となる。家の中を車精子で 昔Eへ移し、何度もご飯を炊
自由に移動し、食事の支度や掃 くようになった

除などをしていた

日中は食堂で、家政婦と一緒に

す除はご家し政て婦いたが。す食る事よの支度や帰
うになった

家の中を、車精子で絶えず動き ポットで火傷をする

回り、自につく物を集めて、車 夜中に、家の中を動き回る

待子に乗せてし、た

車椅子で動き回ることは続いて 掃き出しから落ちる

いるが、通りがかりに食堂で介 家具にぶつかる

護者と話をしている

I~家へ帰るJ と古い数十年前に住|
んでいた住所を言う



在 10 時間⑤「老人クラブをやめてしばらくたつが、その時間に出かけようとするj

人②「長女宅から三y;'i:;へ行っP時、三女と長kを間違えた」
行為の責I象③「鍵が かけるfj向が縦償逆になった。鍵をかけようとして開けてしまった」
行為の対象(;j)f洗f躍する衣類を出しておいたのに‘ 衣額と一緒にタンスへ入れてしまったJの背景

在3 時間⑮ I 家政婦の仕事をしていた.現在の自宅を仕事に来ている家だとおしているj

人⑤「孫を、自分の干供と間違士ている l の宜JR

経年的な生活内容の変化 高齢首の対応 ・ f~Jì畠い

化
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平

昭和 50年頃 夫が定年停職後、同勧氏

独居となる

介護者が毎日、食事をつ〈って 同じ絡を繰り返す

届けていた 同じ物を貿ってくる

家で倒れているところを民 『家へ帰るlと言い、繰り返し ーIJr外へ出て、帰って来ら

生委員が見つりる.介護者 外へ出て行こうとした.日中は れなかった

宅へ同居する 居間で介護者、 3績の係とー締 便所の場所を尋ねる

にすごしていた 荷物を入れておくと『なぜ

銀 私叩こんな昨日
いるのか」と全部出してL

まう

介護者家族と一緒に転居 退院後、週半分を長男宅で、

病院で4ヶ月預かり入院 の半分を介護者(長女)官で制

除ごすなよいのど1:をこ甑もうにす所盆うなるJを〈とするよ覚ft.るえう9草に1ことむな岨止は所しり従をりや外母〈傾艇吋料出て

った

-便所

るこ

| 家政婦の仕事を山七家司
事に来ている家だと話している

|街、を自分の子供と間違えている

高齢者の対応間違い

平成3年頃

平成2年夏 1介護者宅へ同居

夫が入院中に病院へ通っていたい病院へたどりつけず、他の

;病院へ行ったことがあった

:病院の中で道に迷った

家事は介護者がしている。老人一度外へ出て、道に迷った

会などもやめ、外に出ることが:・包括はとるが、伝言を忘れ

なくなり、老人室でぼんやりしjてしまう | 

てすごしていた ト家族の物を老人室へ持って

日中は一人であり、介護者(長し、く

女)が泊まりで留守にする時ぽ ・物をしまい込んでなくす

三女宅へ行っていた i・同じ服を4.'続ける
家に維か来ることを嫌がり、制

泊、入ってくると言って、鍵を閉

めて回る。老人室から出ないこ。

ともあった。逆に三女宅では、;

一人で外に出て、帰って来られ:

なくなったこともあった

平成6年

平成5年

事成7年
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3.5記憶障害の重症度別の傾向ーエラーを制御する環境

rn 行為の目的① f美容院へ行〈つもりだったのに、パン犀でパンや貿って帰って告たlの背景
記憶障害の全ての段階(軽度から最重度)で、過去の習慣によると推測される間違いが

起こっており、周囲の状況との関係が推測された。記憶障害の全ての段階について、 L ラ

ーを制御する環境を検討する可能性があると考えられる。

記憶障害の重症月1)の傾向をまとめ、エラーを制御する環境について考察する。

経年的な生活内容の変化 高齢者の対応 ・間違い

昭和 18年 結鱒.現在の家へ移り住む.

徐々に介護者が家事をするよう 同じ物を何度も買ってくる

になる -風呂の!i!だきがあった

"11.を着る順序を間違える

老人保健施設デイケアへ通 近くの美容院や商1吉などには、 同居していない親族の顔が

うようになる 一人で行っていた(お金は後で わからない

介護者が払し、に行っていた)

|美容院哨くつもりだったのに、パ|
ン屋でパンを貿って帰ってきた

軽度・中等度では(日)と(皿) ーlは一致している、つまり、変更後の経験が乏しい

ことがそのまま、現在において参照できる情報が少ないことにつながり、間違いが生じて

平成3年
(1)記憶障害の重症度別の傾向

平成5年
間違いの起序金、記憶障害の重症度別にまとめると図 3.1のとおりである。

記憶障害の重症度によって羨が見られるのは、 (n)変更後の経験、(1JI) ーl変更後の

出来事の現在へのつながり、両者の関係である。

平成7年
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軽度

中等度

重度

最重JJI

10 15 20 

間違いの例数(倍j)
図3.1重症度別、間違いの起序

(I)変更l時の手がかり

1'"川1I)変更後の経験
l i (班H 変更後の経験の現在へのつながり
己 (ID)ー2変更前の出来事の現在へのつながり

軽度

中等度

重度

最重度

10 

ケース数(個)

図3.2重症度ijlj、状況の類似性と習慣変更

l町①類似性(高)習慣変更(大)I 
凶②類似性(高)習慣変更(小)

じ③類似性(低)習慣変更(大)
!若山@類似性(低)習慣変更(小)

;(N= 8) 

いると考えられるのである。一方、重度

最重度では(日)に比べて、(田)ーl

が大きくなっている。つまり 、変更後の

経験の影響は小さい(変更後の経験が充

分蓄積されている)にもかかわらず、変

更後に蓄積された情報が現存に韮しい文

間違いの種類を見ると、軽度・中等度では、人の名前のように対応が記号的で意味づけ

がなく、思い出す手がかりが少なかったり、今日の曜日のように意図的に手がかりを利用

しなければ確認できないものに間違いが起こっていた。また、生活内容を変更していても、

変更してからあまり日が経っていなかったり、曜日 ・時間帯を変更して継続しているとい

うように、変更前後で周闘の状況があまり変わっていないものに間違いが起こっていた。

一方、重度・最重度では、家族の続柄のように、対応に意味があるものにも間違いが起

こっており、昼夜のように、比較的利用しやすい手がかりが多いものにも間違いが起こっ

ていた。さらに、ある生活内容をやめてしまったものや、生活内容を変更してから長期間

たっており、周囲の状況が変化している中で間違いが起こっていた。

軽度・中等度では、現在の状況を確認したり、過去の出来事を想起し参照するための有

効な手がかりに乏しいことが、間違いに影響していると考えられる。重度・最重度では、

痴呆進行などによって手がかりを充分活用できなくなり、過去の出来事と現在の状況がう

まくつながらないことが、間違いに影響していると考えられる。

: (N= 8) 脈でつながっていないために役に立た

1 ず、間違いが生じていると考えられるの

である。これは、最近の出来事に関する

記憶が障害され、以前の出来事と現在と

の関係が不正確になったことによる。

軽度 ・中等度では、生活内容の変更直

後であったり、変更後の状況における出

来事が少なかったりすることが間違いを

左右しており、重度 ・最重度では、最近

の出来事に関する記憶の問題が間違いを

左右していることがわかる。

: (N=16) 

: (N=15) (2)エラーを制御する環境

以上から、記憶障害の重症度別に、エラーを制御する環境を考察する。

記憶障害が比較的縫い場合は、主に高齢者に積極的に働きかけ、現在の状況を詳しく知

らせる手がかりが必要である。さらに、生活内容を変更した場合は、これまでの習慣との

相違点を示して間違いを防ぐと共に、新しい状況での経験の積み藍ねを助ける工夫が必要

であると考える。

記憶障害が進むと 、主に過去の出来事と現在を正しい分脈でつなげるための手がかりが

必要である。痴呆発症 ・進行によって介護者宅への同居 ・施設利用が必要になるなど、生

活内容の変化が著しい中で、新しい状況での経験を、これまでの出来事の延長線上に積み

状況の類似性と習慣変更との関係を見

ると、図 3.2のとおりである。

軽度では生活内容の変更直後に、変更

前のように行動してしまったり、特にき

っかけはなく無意識のうちに過去の習慣

がふと現れたりしていた。乗っ取り型

のエラーによって間違いが広がること

はなく、一定の範囲にとどまっていた。

一方、中等度以降は、類似性が低い各

種の間違いが頻発する中で、乗っ取り型

のエラーが起こっている。入院 ・入所な

どにより混乱が続く中で、過去に構築し

め た習慣に依拠せ吉るを得なくなり 、時間

的に大きくさかのぼった習慣が現れた
8) 
り、痴呆進行により 、様々な事柄に対応、

する想定の枠組みが;組雑になりつつある

ところへ、高い精度を要求する生活内容

の変更が加わり、混乱を引き起こして

いた。乗っ取り型のエラーは、現在と過

去が異なった文脈でつながり、新しい

生活構築が始められた事を示しており

間違いを広げる脆弱性を有している。

重ね、生活像の修正を助ける工夫が必要であると考える。

加えて、いずれの場合も、特に大きなきっかけがなく間違いが生じているケースがあり、

間違いは防ぎきれるものではない。間違いが起こっても大きな事故につながらないような

安全対策と、混乱を広げないための準備が必要である。

具体的には、第 1章における物忘れを補う工夫、第 2章における過去の出来事を想起す

る手がかりが活用できると考えられるが、これらについては結論で詳しく述べる。

主誠

文J)鎌田ケイ子、巻田フキ、大油脂子家伎支援のための痴呆惟主人介護7ニュアノレ、保側司人.tl1990 

文2)杉山孝博ぽけ受け止め方・支え方、家の光協会、 1997

文3)WapnerS 山本多喜司訳人生物干の発達心理洋、北大銘書房、 1992

文4)日本建築学会編入院環境系のデザイン、彰国弘 1997
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立士号A
小ロロ問

l各章の要約

本論、第 1~ 3章の要約を述べる。

第 l章 高齢者及び介護者による記憶補助の手法と有効性

本宣言においては、痴呆性高齢者や介護者が行っている物忘れを補う工夫を整理すること

で、居住環境の記憶補助機能を高める手法と有効性を明らかにした。

(1)記憶補助機能を高める可能性

記憶障害の全ての段階で居住環境の記憶補助機能を高める可能性があり 、環境づくりに

対する援助が必要である。

(2)記憶補助機能の埋め込み

移動性が小さい固定補助具は、潜在的な工夫として、あらかじめ設備や居室配置などに

埋め込んでおくことが可能である。さらに、携併の補助具よりも、移動性が小さい固定補

助具の方が、痴呆性高齢者が利用しやすい。これは、補助機能を利用する空間的 ・時間的

文脈を、補助具が固定された場所に依存でき 、利用するために痴呆性高齢者の労力を必要

としないためである。さらに、補助具の移動性を小さくすることで、周囲の手助けが受け

やすくなる。これは、補助具が一定の場所に国定されていることで、痴呆性高齢者の利用

状況を周囲の人が把慢しやすいためである。

(3)記憶補助機能を両める手法

記憶補助機能を高める手法は図 1のとおりである。

軽 記憶障害の程度 最重

文字を使う工夫

物をまとめる工夫

対応関係を示す工夫幹一一一一目的地を特徴づける一一一一令
配置を利用した工夫| ←一一一目的地が見えるようにする一一一→

r-一一一一一一一置き場所(配置)を変えなし、

行為を他の形で置きい一手がかりなどを動作に組み込むー→

換える工夫 | 十一介護者が代行できる形にする ・設備等で千t11'する

安全に対する工夫 |事故発生を知らせる ・注意を促す・事故につながらない準備 ・危険物を取り除く

図 1 記憶補助機能を高める手法

一100

第 2章 想起された出来事の分脈を手がかり使用の傾向

本章においては、痴呆性高齢者で問題となりやすい最近の出来事に関するエピソード記

憶を取り上げ、想起の手がかりとしての居住環境を検討した。

(1)想起の手がかりとしての居住潔境を検討する可能性

記憶障害の全ての段階で、想起の手がかりとしての居住環境を検討し、環境づくりを緩

助する可能性がある。想起内容の間違いは、最近の出来事が抜け落ちるだけでなく、残さ

れた出来事の分脈を変え、過去への認、識を変えてしまっていた。適切な手がかりによって、

失われた時を取り戻し、現在へつなげていく可能性が考えられる。

(2)手がかりと想起内容

手がかりの中で「景色 ・天候・季節Jr音 ・匂し、Jは多傑な事柄を思い出させていた。逆

に「写真Jr家具」は特定の事柄を思い出させていた。記憶障害が重度ーになるに従って「写
真Jなど、高齢者との関係が特定の経験に限られる手がかりは利用されにくくなり、「生活

用品Jr職員や他の高齢者」など、日常的な手がかりへ移っていた。最重度で利用されてい

たのは「高齢者自身Jr音 ・匂しリなど、より身近で五感に働きかける手がかりであった。
想起内容の中で、家族に関する事柄は、様々な手がかりによって話されていた。逆に、

最近の天候、生い立ち、昔の職業に関する事柄は、特定の手がかりによって話されていた。

記憶障害が重度になるに従って、最近の出来事に関する話題が減り、最重度では、生い立

ち ・家族 ・音の職業などが話されていた。

(3)過去の出来事を想起させる環境

想起内容の間違いは、記憶障害の重症度によって異なり、軽度では、毎年の旅行など、

同じ種類の出来事が繰り返し起こっている場合、前後関係が区別できなくなり、 2つの出

来事が混じってしまっていた。「写真Jr家具Jのような特定の事柄を思い出させる手がか
りを活用し、さらに日付を書く等、手がかりの時間的な位置づけをわかりやすくすること

で、対応できると考えられる。

中等度では、以前の出来事を思い出せないために、最近の出来事の分脈が変わり、違う

解釈になってしまっていた。特に、現在につながる部分で恩い出せる出来事が少なくなる

ため、なじみの物や日用品を活用し、現在とのつながりが納得しやすい形で手がかりを準

備する必要があると考える。

重度 ・最重度では、現在のわずかな手がかりから、過去の出来事の多くを説明しようと

するため、過去の認識が大きく異なったものになってしまっていた。さらに、数十年前の

出来事を現在のように話すことで、長男を兄と間違えるなど、出来事の内容自体が変化し

てい

た。高齢者が繰り返し話す印象深い出来事にポイントを置いて手がかりを準備し、高齢者

が思い起こす過去のイメージを膨らませ、現状を高齢者に合わせる形で現在へつなげてい

くことが考えられる o
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第 3章 過去の習慣による乗っ取り型エラーにおける状況の類似性

本章においては、痴呆性高齢者で起こりやすい過去の習慣による乗っ取り型エラーを取

り上げ、エ ラーを制御する環境を検討した。

(1)エラーを制御する環境を検討する可能性

記憶降客の全ての段階で、エラーを制御する環境を検討し、環境づくりを俊助していく

可能性がある。

(2)エラー金制御する環境

記憶障害が比較的経い場合は、 主に高齢者に積僚がJに働きかけ、現在の状況を詳しく知

らせる手がかりが必要である。さらに、生活内容を変更した場合は、これまでの習慣との

相違点を示して間違いを防ぐと共に、新しい状況での経験の積み重ねを助ける工夫が必要

である。

記憶;隙害が進むと、主に過去の出来事と現在を正しい分脈でつなげるための手がかりが

必要である。痴呆発症 ・進行によって介護者宅への同居 ・施設利用が必要になるなど、生

活内容の変化が著しい中で、新しい状況での経験を、これまでの出来事の延長線上に積み

重ね、生活像の修Eを助ける工夫が必要である。

加えて、間違いが起こっても大きな事故につながらないような安全対策と、混乱を広げ

ない準備が重要である。

2居住環境の記憶補助機能

記憶障害の全ての段階で居住環境の記憶補助機能を高める可能性があり、環境づくりに

対する援助が必要である。環境づくりは家具 ・小物などの配慮:を含み、日課・ケアの体制

などと関連するが、本項では主に設備や居室配置などに埋め込まれた記憶補助機能を取り

上げる。次の 2点から補助策を検討する。

補助策1 記憶内容の一部を倶覚化 ・聴覚化して、手がかりを提供する

補助策2 記憶が必要な行為の一部を自!lilJfじしてエラーを防く

主却や記悩i昼いによるエラーが広がらなしす煉を準備する

補助策 1 記憶内容の一部を視覚化 ・聴覚化して、手がかりを提供する

記憶は、頭の中に、検索しやすいように整理して保存されている。この一部を目に見え

たり、聞こえたりして確認できる形にすることで、思い出すための手がかりを提供できる。

具体的には次の補助策が利用できる。

102ー

(1)文字での表示

文字を使う工夫は、記憶内容の一部を文字にして確認できる形にしたものである。居室

表示や道標、設備の説明書きなどがこれにあたる。後からでも導入しやすい工夫であるが、

記憶障害が重度になると、多くの情報は使いこなすことが難しくなってしまう。文字は、

他の工夫を補う程度にとどめ、安易な多用はさけるべきであると考える。

(2)分類

多くの物をいくつかにまとめて、記憶への負拘を少なくする工夫は、¥Ij'jの中で行われて

いる整理を、頭の外に目に見える形で置き換えたものである。同畿の部屋をまとめる施設

計画、収納家具などがこれにあたる。 しかし、これらは整理して配置した場所を覚えてお

かなければならないため、記憶障害が重度になると使いこなすことが難しくなる。

これらを補うのが、 (3)対応関係を示す配置である。

(3)対応関係を示す配置

配置を利用して対応関係を示す工夫には、①特徴づけ ・可視化、②配置の再編があり、

これらはより重度に対応している。

①特徴づけ、可視化

目的地を特徴づけることは検索を助け、見える形にすることは思い出す作業を確認する

作業に変えている。さらに、見える形にすることは、高齢者の注怠を引き、その対象物へ

の使用を促していると考えられる。後者の方がより重度に対応した工夫である。

施設における居室出入口の飾り付け、必要に応じてカーテンを開けたままにしておける

居室内便所、対面式キッチンで流し台が見える食堂などがこれにあたる。在宅におりる小

さな食堂机や、なじみの家具や小物が壁を埋めて独自の風景を作っている居室は、それだ

けで高齢者の記憶を補っている。これらは宅老所 ・グノレープホーム、施設において生活単

位を小さくするグノレープケアユニットなどを通じて、施設利用へ活かされつつあり、今後

が期待されるところである。

②配置の再編

配債を変えないことは、痴呆性高齢者が残された記憶を活用し、日常生活を継続するこ

とを助けている。長年の配置は、高齢者の行為順序や過程に対応しており、日常生活上の

綴々な動作内容を思い起こさせるものであると考える。

高齢者の環境移行が少ないことが望ましいが、介護者宅への同居・施設利用など、痴呆

発症・進行は様々な環境移行を必要とする。その際、新しい場所で高齢者自身が配置を作

っていく過程が重要であり、高齢者がこれまでの経験を活かしつつ配置を再編していく中

で、移行前後の生活がつながり、新しい生活展開に応じた習慣が形づくられていくと考え

る。なじみの家具や小物、家庭的規模の空間などは、配置の再編を助けるものである。
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(4)過去の出来事の文脈を示す手がかり

記憶は、時間的 ・空間的な分脈などによって整理され保存されている。このため、手が

かりを選び、時間的 ・空間的な分脈をわかりやすくすることで、出来事を互いに関係付け、

現在へつなげることができる。

①特定の出来事につながる手がかり

痴呆性高齢者が過去の出来事を煙、起し参照する中で、毎年の旅行など、閉じ種類の出来

事が繰り返し起こっていると、前後関係が区別できなくなり、異なった時点の出来事が混

じってしまう。写真や家具など、特定の事柄を思い出される手がかりを活用し、日付など

で時間的な分j派を補うことで、それぞれの出来事を個別に浮かび上がらせることができる。

②生活内容の変史を示す手がかり

生活内容を変更した直後や、変更前後で周閣の状況があまり変わっていない場合に、変

更前のように行動してしまう間違いが起こりやすい。居室を変わったのに以前の居室へ行

ってしまったり、日曜日に平日と同じように行動してしまうことがこれにあたる。変更や

現状を詳しく知らせる手がかりに乏しく、異なった場面の同じ種類の出来事が区別できな

くなり、混じってしまうためである。これまでの習慣との相違点、を示し、間違いを防ぐと

共に、新しい状況での経験の積み重ねを促し、習慣変更を助ける工夫が必要である。

③なじみの物や日用品の活用

記憶障害が進むと、以前の出来事を思い出せないために、最近の出来事の文脈が変わり、

違う解釈になってしまう。痴呆発症 ・進行によって介護者宅への同居 ・施設利用が必要に

なるなど、生活内容の変更が著しい中で、高齢者が想起し参照する出来事が大きく過去に

さかのぼり、現在と異なった分脈でむすびついてしまうことが起こる。高齢者が現在住ん

でいる所から「家に帰る j と外に出ることなどがこれにあたる。

なじみの物やH用品を活用し、現在とのつながりが納得しやすい形で手がかりを準備す

ることが必要である。さらに、新しい生活場面での出来事を、これまでと分離せずに、こ

れまでの出来事の延長線上に積み重ね、生活像の修正を助けていく工夫が必要である。

④高齢者のd想定に合わせた場面設定

さらに記憶障害が進むと、高齢者が惣起し参照できる出来事が少なくなり、現在のわず

かな手がかりから過去の出来事の多くを説明しようとするため、過去の認識が異なったも

のになってしまう。想起の間違いは、思い出せない出来事が抜け落ちていくだりでなく

残された出来事の分脈を変え、それらの出来事内容をも変化させてしまう。例えば、数十

年前の出来事を現在のように話すことで、長男を兄と間違えるなど、出来事の内容自体が

変わってしまうのである。

高齢者が繰り返し話す印象深い出来事にポイントを置いて、より身近で五感に働きかけ

る手がかりを準備し、高齢者が思い起こす過去のイメージを膨らませ、現状を高齢者に合

わせる形で現在へつなげていくことが考えられる。
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補助策 2 記憶が必要な行為の一部を自動化してエラーを防ぐ

忘却や記憶違いによるエラーが広がらない対策を準備する

忘却や記憶違いによるエラーは常に起こりうるものであるが、エラーを想定して準備を

行うことで、エラーを防いだり、エラーが起こっても大きな事故につながらないようにす

ることができる。具体的には次の補助策が利用できる。

(1)自動設備などの利用

痴呆性高齢者では、 速の動作のうち一部は行うが、全てをやりとげることが難しく、

日常生活に支障をきたしている例が少なくなb、。これに対して、記憶が必要な行為を自動

化して、設備などで置き換えることができる。暖房総具のお休みタイマ一、 ドアクローザ

一、浴室の自動湯沸、便所の自動洗浄、電話の番号登録、自動照明などがこれにあたる。

また、各室を同じ床材にしてスリッパの履き替えをやめるなど、動作の一苦1¥を省略するこ

ともできる。これらは、記憶障害が重度になっても利用できる工夫であり、操作の手動 ・

自動切り替え、各種設備の後付けなど、機能を変更できる部分を残しておくことで、進行

へ対応できると考える。

(2)安全対策

記憶障害の重症度に関係なく、間違いが起こっても大きな事故につながらない安全対策

は重要である。ガスコンロ ・暖房器具の自動消火装置、転落防止用のテラス、外側lからも

開けられる鍵などがこれにあたる。これらは普遍性の高いものであり、当初]から備えてお

くべきである。

間違いを周囲に知らせて、早期の対応を促したり、周囲が間違いを容易に復元できるよ

うに、あらかじめ準備しておくことも必要である。記憶障害が進んだ際の間違いは特定性

が強いものであるが、生活内容の変更、同時期に忽こっている各種の間違いから、推測で

きる部分もあり、医療 ・福祉関係者を含めた多職種による支屡活動によって、対応が可能

であると考える。

3.補助環境構築の方向性

補助環境を構築する前提条件をまとめる。本研究の総括である r2居住環境の記憶補助

機能」は、本項を背景として展開するものである。

(1)基本構造と可変部分

本研究は、居住環境の記憶補助機能を捉えることで、記憶障害によって引き起こされて

いる日常生活の様々な支障を軽減し、痴呆性高齢者が過去の経験を活かしつつ、新たに生

活を展開していくための環境づくりに役立てることを目的としている。

過去の経験は個々によって異なるため、「痴呆性高齢者が過去の経験を活かす」ために
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は、個々に対応した環境づくりが必要である。さらに、「痴呆性高齢者が新たに生活を展開

していく Jためには、生活展開に応じて動態的に変更できる環境づくりが必要である。補

助環境構築にあたっては、共通して継続的に必要な部分を当初から基本権造として作って

おき、後から個別に対応して変更できるように可変的なっくりにしておくべきであると考

える。当初からの基本構造が、設備や居室配置などに記憶補助機能を埋め込んだ"潜在的

な工夫"にあたり、可変部分が高齢者及び家族 ・施設職員が行う "工夫"にあたる。

忘却や記憶違いは、痴呆性高齢者に限らず、誰にでも起こりうるものである。特に記憶

障害が軽度な問のエラーは、火の消し忘れ、物をしまいこんでなくすなど、共通音11分が多

く、これらに対応した"潜在的な工夫"は痴呆性高齢者に限らず役立つものであると考え

る。さらに、自動消火装置をつける、転落防止テラスをつけるなど、痴呆性高齢者に対し

て行われている安全対策は普通的なものであり、 一般的にも必要性が高いと考える。

ただし、記憶障害が進んだ際の対応は特定性が強いため、可変部分で個別に対応が必要

である。収納方法を変えられる家具、操作を手動 ・自動に切り替えられる器具、取り外せ

る居室 ・便所の問の仕切り壁、感知センサーを後付けできる差し込み口などが考えられる。

可変部分は、高齢者及び家族 ・施設臓員などが容易に取り扱える形態にしておくと共に、

継続的なフォローを行い、必要に応じて改修援助を行える体制をとっておくべきである。

このためには、渉:にi&ベる (2)支後システムが必要になる。

(2)支援システム

在宅や施設では、痴呆性高齢者に対して後々な工夫が行われている。 現在、建築関係者

の参加はあまり見られないが、医療 ・福祉関係者ど共に多職種によるチームでの支緩活動

が求められるところである{文1

身障 ・虚弱高齢者に対しては、多職種によるチームでの住居改善支援活動が行われ、高

齢者の生活の質の向ヒ、介護者の負担軽減に役立っている。さらに、専門職の参加により、

早い段階(図る前)における予防的な住居改善が可能となり、家庭内事故の予防と残存機

能の維持につながることが推測される。痴呆性高齢者に対しても同様の効果が期待できる。

在宅における住居改善だけでなく、施設においても 、居室内便所の間仕切り壁を取り除

く、家具配置に応じて照明を移動する、食堂を仕切ったり設備を変更するなど、継続的な

環境調整が必要である。さらに、宅老所・グノレープホームやグ、ノレープケアユニットなど、

選択肢が広がる中で、個々の痴呆性高齢者、また、生活展開に応じた環境づくりの条件は

整いつつある{引〉。在宅、施設、宅老所・グノレープホーム、グ〉レープケアユニットなどを問

わず、一定地威内における痴呆性高齢者に関する環境づくりを、チームで継続的に支援し

ていくことが考えられる。

(3)環境移行時の支援

継続的な支援活動は、痴呆発症 ・進行により介護者宅への同居・施設利用などが必要に

なる痴呆性高齢者にとって、環境移行のギャップをゆるやかにすることにつながる。現状

では在宅と施設の差が大きく、痴呆性高齢者の混乱をまねいているが、これらについても
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宅老所 ・グノレープホーム、グノレープケアユニットなどの展開が期待されるところである 〈文

口。家具や小物の持ち込み、地域性に配慮された家屋構造、家庭的しつらえ、見覚えのある

風景などは、痴呆性高齢者が現在を過去の延長線 tに位置付ける手がかりとなり、過去の
習慣を有効に活用することを助けると考える。

在宅、施設、宅老所・グループホーム、グ、ノレープケアユニットなど、いずれにおいても、

居住環境の記憶補助機能を高める手法と有効性は共通するものであり、個々の痴呆性高齢

者の生活歴を大切にした継続的な環境づくりへの後助は、記憶陣容による日常生活の様々

な支障を軽減し、痴呆性高齢者が過去の経験を活かしつつ、新たな生活を展開していくこ

とを、継続的に助けるものであると考える。

(4)まちづくり

痴呆性高齢者の生活は、家や施設内だけで完結するものではない。環境づくりは、住居

改善 ・施設改修に終わらず、まちづくりにつながるものである。痴呆性高齢者は、記憶障

害などのために、一人で外へ出ると帰ってこられないことがあり、交通事故や疲労困鎖状

態に陥ってしまう危険性があるは3l。この中で、痴呆性高齢者を建物の中に閉じこめてしま

うのではなく 、自由な外出を支え、なじみの人間関係を継続する場をいかにつくっていけ

るかが、痴呆性高齢者の生活の質を左右するといって良い。

俳佃老人sosネットワークなどソフト面の対応が先行しているがほ3l、家の前が車通り
の激しい大通りではなく近所の人の目が届 く路地であること、近くに人が集まる公園や商

庖街があること 、人里離れた山奥ではなく住宅地に施設があること 、地元に働く場があり

日中も地元にいる人が多いことなど、ハード面で対応できる部分も少なくなしい則〉。そし

て、これらは痴呆性高齢者に限らず、多くの人々に有意味なことである(住宅地の施設は、

迷惑施設と呼ばれ嫌われる向きもあるが、施設が地域に開放され、住民を含めて地減福祉

に関わる諸問題を取り扱う拠点、となれば、施設に対する意識も変わっていくと考える)。

まちづくりに向けて、身体障害者や視覚 ・聴覚障害者などの意見は、最近、比較的反映

されるようになっているが、痴呆性高齢者や知的障害者など、記憶障害などを持つ者に対

する配慮は不十分なままである。火の不始末や近隣の迷惑騒動などの原因を、痴呆性高齢

者や介護者だけに帰していないか、もう一度考えるべきである。痴呆性高齢者にやさしい

まちづくりは、安全で居心地が良く、人がつながる場を生み、多くの人々が住み続け られ

るまちをつくりだすはずである。

本研究では、居住環境の記憶補助機能が痴呆性高齢者以外の多くの人々に果たす役割や、

まちづくりに関して充分な分析ができておらず今後の課題としたい。詳しくは、 4今後の

課題で述べる。

4.今後の課題 ーユニバーサノレデザインに向けて

ユニハーサノレデザインは「できる限り最大限すべての人に利用可能であるように、製品、

建物、空間をデザインすること」を言う{目》。ユニバーサノレデザインは、人を生涯を通して
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支えることのできる環境づくりを目指しており、障害の有無 ・種類や年齢を超えて、人や

コミュニティ、人の関わり合いを大切にし、特殊でなく目立たない配慮を行うものである

はペユニバーサノレデザ、インの七原則ぽ引を見ると、痴呆性高齢者の記憶障害を補う手法と

共通点が多い ことに驚く 。居住環境の記憶補助機能を高めることが、痴呆性高齢者に限ら

ず、多くの人々に役立つものであることが推測される。

①誰にでも公平に使用できること

②使う上での自由度が高いこと

③簡単で直感袷句にわかる使用方法となっていること

⑥必、裂な情報がすぐ埋解できること

⑤うっかりエラーや危険につながらないデザインであること

⑥無理な~'iJ!，'や強し、力なしで楽に使用できること

⑦後近して使えるような寸法 ・空間となっていること

さらに、ユニバーサノレデザインは、基本デザインだけでなくオプションを多くすること

で個々に対応しようとしているぽヘ痴呆性高齢者では、基本デザインが、安全対策などの

共通事項に対して、あらかじめ設備や居室配置などに埋め込んだ記憶補助機能に相当し、

オプションが記憶障害の中等度以降における特定性の高い行為 ・エラーに対応する可変部

分に相当する。これら企組み答えていくことで、痴呆性高齢者を含めた多くの人々へ、そ

れぞれの人々の生涯にわたる生活展開へ役立てていく可能性が考えられる。

そして、ユニバーサノレデザインでは、市民参加でユニバーサノレなまちづくりを行 うこと

で、継続的に総合的な問題解決を図ることを目指しているほ"地域の構成員の生活展開に

応じて、地域が抱える様々な生活問題に応じて 、「まち」が構成員の手で動態的に構築 ・運

用されていく中で、はじめて、居住環境の補助機能を高める手法の社会化がなされ、痴呆

性高齢者などが地域生活を継続でき、多くの人々が住み続けられるまちづくりが可能にな

るのだと考える。

このような点から、居住環境の記憶補助機能が痴呆性高齢者以外の多くの人々へ果たす

役割、まちづくりなどを含め、今後、さらに調査を進めたい と考える。

文献

丈 1)大僑美幸、水野弘之、小滝一正痴呆性若人の家族による r{主まし、と住み方に関する工夫」の手法 ー痴呆

性老人に士げる住居改善に関する研究、日本建築学会計画系論文集527号、pp93・98、2000

文2)宮城県小規模多J機能施設等福祉サービス制査研究委員会編宅老所・グループホームの社会的役割と公的

支援策、 1999

文3)大橋美幸、水里子弘之 痴呆性老人の一人外出と近隣の協力、月刊総合ケア7巻、 pp.66-{'i9、1997

文4)大橋美幸痴呆性老人と住環境 ーバリアフリーに向けて、住宅総合研究財団、 1997

文5)古瀬敏 ユニノくーサ凡グザインとはなにか ーノミリアフリーを超えて、都市文化社、 1998

文6)Grayson P J Umversa¥ deSlgn -envlromnents for everyone(ユニバーサノレデザイン ーすべての人によりよし、

環境を)、建築と社会7、pp34-39、1995

108 

関連発表

痴呆性老人の記憶障害に対する外的補助の有効性、理学療法科学 13(2)、pp.6ト65、

1998年 5月

痴呆性老人に対する Memory剖dsの使用、リハ工学カンフアレンス、 pp.311-314、

1997年 5月

痴呆境界域 ・軽度痴呆の記憶障害に対する外的補助、 OTジャーナル 31、pp223-225、

1997年 3月

痴呆性老人の記憶 ・認知 ・発動性の障害に対する Prosthelic(補助)環境、平成 8年度

ジエロントロジー研究報告 No.3、pp46-55、1988年 10月

痴呆性老人の家族による「住まいと住み方に関する工夫j の手法ー痴呆性老人に対

する住居改善に関する研究、 日本建築学会計画系論文集 527号、 pp.93-98、2000年 l月

高齢者と住環境 ー在宅痴呆性老人に対するアプローチの可能性、神奈川県士会会報

26、pp.17-30、1999年 3月

109ー



謝辞

本研究は、老人保健施設博寿苑に理学療法士として勤務し、痴呆性高齢者に対する対応

を試行錯誤する中で行ったものです。!等寿苑の利用者及びスタッフの皆さん、また併設の

大原記念病院リハビリテーション部スタッフの皆さんには大変お世話になりました。 多く

の業務に忙殺される中で、研究プロジヱクトに時間をさいていただき、さら，."、大学院に

通い調査 ・研究を進めながら仕事を続けるわがままを許していただき、本当にありがとう

ございました。本研究や、本研究を支えた私のいくつかの痴呆性高齢者に関する調査 ・研

究は、皆さんの協力なしにはできなかったものです。

本研究を始めるにあたって、京都府立大学生活科学部住居学科(現 ・人間環境学部環境

デザイン学科)水野弘之先生から、痴呆性高齢者と居住療境の関わりについて重要な視点

をいただきました。本研究は、京都府立大学水野ゼミでの痴呆性高齢者に関する調査 ・研

究に基づくものです。水野弘之先生、水野ゼミの皆さん、水野ゼミの調査 ・研究に協力し

て下さった(社)呆り老人をかかえる家族の会、グ、ノレープホームゆい(滋賀県)、京都市春

日学区ミニデイサービスの皆さん、水野ゼミの調査 ・研究に貴重な助言 ・ご指導をいただ

きました和歌山大学システム工学部足立啓先生、京都府立大学松原先生、当時松原ゼミ

にいた合掌さん、本当にありがとうございました。

本研究は、データ収集から分析に3年間を要しています。その聞に、多くの宅老所 ・グ

ノレープホームを訪れ、痴呆性高齢者の家族会にうかがい、痴呆性高齢者を支える姿勢や態

度を学びました。これらの経験は、私の痴呆性高齢者ケアに対する価値観を大きく変えて

います。まだまだ消化しきれていない部分がありますが、私が出会った多くの方々の痴呆

性高齢者に対する思いが、本研究をまとめる原動力になったように思います。本当にあり

がとうございました。今後もご意見 ・ご指導いただければ幸いです。

また、私は、現在、円本福祉大学福祉社会開発研究所で研究員をしています。本研究は

研究所の研究プロジェクトに多大な迷惑をかけながら執筆したものです。研究プロジェク

トにかかわりながら、論文執筆に労力と時間をさくわがままを許していただき、さらに暖

かく長い目で見守っていただきありがとうございました。特に日本福祉大学社会福祉学科

平野先生には論文執筆中、幾度となく叱l時激励いただきました。本当にありがとうござい

ます。紙面を借りて感謝の:きを伝えたいと思います。

最後になりましたが、償浜国立大学工学部の小滝先生には、他論文の執筆を含めて、分

析方法や論理展開、建築計闘の視点など、貴重な助言 ・ご指導をいただきました。あまり

大学へ足を運ばない私に、時期を選び焦点を絞った適切な意見をいただき、本当にありが

とうございます。なによりも理学療法士としての仕事や、宅老所 ・グノレープホームへの訪

問、家族会とのつながりなど、大学以外での活動を理解していただき、これらの経験を活

かす形で論文執筆を勧めてくださったことに感謝の思いでいっぱいです。これまでの集大

成として本研究をまとめることができたのは小滝先生のおかげです。本当にありがとうご

ぎいました。

2000年 2月

大橋美幸




